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DX-SR9 を お 買い 上 げ い た だ き 、 誠 に あり が と う ご ざ いま す 。 本 機 の 性 能 を 十分 に 発揮 させ て 効果 的 に ご 使用 
いた だ く た め 、 ご 使用 前 に この 取扱 説明 害 を 最後 まで お 読み くだ さい 。 お 読み に な っ た あと は 、 必 ず 保 存 し て 
お いて くだ さい 。 ど ご 使用 中 に 不明 な 点 や 不具 合 が 生じ た と き に お 役に立ち お ます 。 


本 機 は 、 日 本 国内 専用 モデ ル で す の で 外国 で は 使用 で きま せん 。 
この 無線 機 を 使用 する に は 、 総 務 省 の アマ チュ ア 無 線 局 の 免許 が 必要 で す 。 また 、 ア マチ ュ ア 無線 以外 の 通信 
に は 使用 で きま せん 。 


This produot is intended for the use Only in Japan. 


“し イイ つ つつ 株 式 会 社 


適用 法令 に 関す る お 知ら せ 


電波 法 上 の 注意 
露 波 法 第 59 条 は 「 何 人 も 法律 に 別段 の 定め が ある 場合 を 除く ほか 、 特 定 の 相手 方 に 対し て 行わ れる 無線 通信 
を 傍受 し て その 存在 若しくは 内 容 を 満 ら し 、 又 は これ を 鶴 用 し て は な ら な い 。」 と し 、 第 108 条 で 「 無 線 局 
の 取扱 い 中 に 係わる 無線 適 信 の 秘密 を 漏らし 、 又 は 補 用 し た 者 は 、1 年 以下 の 午 役 又は 50 万 円 以下 の 玉 人 金 に 
処す る 。」 こと 玉 則 規定 を 設け て お り ま す 。 更に 第 108 条 の ら で 「 暗 号 (秘話 ) 通信 を 受信 し た 者 が 、 そ の 暗 
通信 の 秘密 を 漏らし 、 又 は 禄 用 する 目的 で 、 そ の 内 容 を 復元 (秘話 解除 ) し た と き は 、1 年 以下 の 慈 役 又 は 
50 万 円 以下 の 禄 人 金 に 処す る 。] と 定め て お り ま す の で 、 放 送 以外 の 無線 遂 信 を 傍受 ぐれ る 場合 は 吉 波 法 違反 
と な ら な いよ う 十 分 ご 注意 くだ さい 。 


本 機 は アマ チュ ア 無 線 機 で す 。 使 用 する に は 相当 する アマ チュ ア 無 線 技士 資格 と アマ チュ ア 無 線 局 免許 が 
必要 で す 。 


Copyright Alinco.Inc. Printed in Japan. 


⑥⑯ アル イン コ 株 式 会 社 不 許 複製 

アル イン コ 株 式 会 社 の 許可 を 得る こと な く 、 本 書 を 複製 、 翻 訳 、 複 写す る こと は 手段 や 形式 を 問わ ず 、 法 律 で 
禁じ られ て いま す 。 

説明 用 イラ スト は 、 実際 と は 字体 や 形状 な ど が 異な っ た り 一 部 省略 され て いる 場合 が あり ます 。 

乱丁 、 落丁 は 無償 で お 取り 替え 致し ます 。 誤字 、 脱 字 の 買 は ご 容赦 くだ さい 。 


「 ア ルイ ンコ お よび 「ALINCO」 の ロゴ は 、 ア ルイ ンコ 株 式 会 社 (日 本 ) の 商標 と し て 、 ア メリ カ 合 軍国 、 
EU 諸国 、 ロ シア 、 中 国 な どの 国 で 登録 され て いま す 。 
Windows は Microsoft Corporation の 商標 と し て アメ リカ 合衆国 な どの 各国 で 登録 され て いま す 。 そ の 他 
の すべ て の 商 租 は 、 そ れ ぞ れ の 登録 者 に 層 す る 所 有 時 産 で す 。 


アル イン コ 株 式 会 社 お よび 販売 代理 店 は 、 本 書 に お ける 誤字 ・ 脱 字 に 対し 、 一 切 費 任 を 負い ませ ん 。 本 書 の 内 
容 は 亭 前 の 伯 知 な し に 変更 に な る こと が あり ます 。 


邊 


廃棄 の 際 は 、 地 域 の リサ イク ル ・ 分 別 規定 に 従っ て 処分 し て くだ さい 。 
処理 の 方 法 は 、 ラ ジオ の よう な 家電 製品 に 準じ ます 。 


参考 : 本 書 の DX-SR8 へ の ご 利用 に つい て 


本 書 は 兄弟 機 の DX-SHB の 操作 の 参考 用 に も お 使い に な れ ま す 。 


但し 、DX-SR8 に は SDR 機 能 が 搭載 され て お ら ず 、 フ ロン トバ ネル の 印字 、 リ アパ ネル の 構造 、 セ ッ ト モ ー 
ド の 一 部 の 機能 、 仕 様 ・ 定 格 等 に は 異な る 点 が ご ざい ます 。 - 
書 を DX-SR8 用 に お 使い に な っ て 操作 が で き な い こと が あっ て も 、 製品 や 本 書 の 異常 で は あり ませ ん 。 

あく まで 参考 と し て ご 利用 くだ さい 。 
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安全 上 の ご 注意 

この 説明 召 で は 、 あ な た や 他 の 人 々 へ の 和 危 守 や 早産 へ の 損害 を 未然 に 防ぎ 、 製 品 を 安全 に 正しく お 使い いた だ くだ た め 
に 、 守 っ て いた だ さき た い 副 項 を 示し て いま す 。 本 文中 の マー ク の 意 昧 は 次 の よう に な っ て いま す 。 内 容 を よく 理 朋 し 


て か ら 本 文 を お 読み くだ さい 。 


[表示 の 説明 ] 


表示 


人 危険 ・ 記 っ た 取扱 い を する と 人 が 死亡 る 、 ま た は 重傷 を 負う 危険 が 差し 人 過 っ て 生じ る こ 
避 と が 想定 され る こと "を 示し ます 。 


人 寿 告 ~ 誤 っ た 取扱 い を する と 人 が 死亡 する 、 ま た は 重傷 を 負う 可能 性 が ある こと "を 示し 
王 1 ここ 
な 9 
NN 注意 ~ 誤っ た 取扱 い を する と 人 が 傷害 ※ ] を 負う 可能 性 、 ま た は 物 的 損害 ※ @ の み が 発生 
た に 4 する 可能 性 の ある こと "を 示し ます 。 
※ 1 : 傷害 と は 、 治 芝 に 入院 や 長期 の 通院 を 要 さ な い 、 け が ・ や けど ・ 感 填 な ど を さ し ま す 。 
※ ら : 物 的 損害 と は 、 家 屋 ・ 家 財 お よび 家畜 ・ ペ ッ ト に か か わる 拡大 損害 を さ し ま す 。 


[ 図 記号 の 説明 1 
記 号 の 意味 


禁止 (し て は いけ な いこ と ) を 示し ます 。 
只 体 的 な 禁止 内 容 は 、 図 記号 の 中 や 近く に 絵 や 文章 で 指示 し ます 。 


必ず 実行 し て いた だ く 「 強 制 」 内 容 で す 。 
具体 的 な 強制 内 容 は 、 図 記号 の 中 や 近く に 絵 や 文章 で 指示 し ます 。 


起源 プラ グ を 必ず コン セン ト か ら 抜 いて いた だ く 「 強 制 ] 内 容 で す 。 

太 体 的 な 強制 内 容 は 、 図 記号 の 中 や 近く に 絵 や 文章 で 指示 し ます 。 
本 製品 の 故障 、 誤 動作 、 不 思 合 、 あ る い は 停 宮 な どの 分 部 要因 に て 通信 な どの 機会 た 失っ た た め に 生じ た 損害 な どの 
純粋 経済 損 寄 に つき まし て は 、 当 社 は 一 切 そ の 資 任 を 負い か ね ます の で 、 あ ら か じ め ご 了承 くだ さい 。 


無線 機 の 取扱 い に つ いて 
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禁 目 


@DC 電源 コ ー ド 接続 の 際 は 、 極 性 を 間違え な いよ うに 十分 注意 し て 
くだ さい 。 
火災 - 感 電 故障 の 原因 と な り ま す 。 赤 の 配線 は プラ ス (①) 極 、 黒 の 配線 は マイ ナス (一) 


多 この 製品 の 電源 電圧 は DCT3.8 V で す 。 
DC13.8 V+ 1596 を 超え る DC 電源 や 大 型 車 な どの DC 24 V に は 接続 し な いで 
くだ さい 。 火災 ・ 感 起 ・ 故 障 の 氷 因 と な り ま す 。 


人 送信 時 に は 大 き な 電 流 が 流れ ます の で 、 必 ず 付 属 の 電源 ケー ブル を 
使っ て くだ さい 。 
火災 ・ 感 十 ・ 故 障 の 原因 と な り ま す 。 


@ も し 、 内 部 が ら も れ た 液 が 皮膚 や 衣服 に 付い た と き は 、 す ぐに きれ 
いな 水 で 洗い 流し て くだ さい 。 
その まま に し て お く と 、 皮 誇 が か 点 れ る 原因 に な り ま す 。 


人 内 部 か ら も れ た 液 が 目 に 入っ た と きき は 、 す ぐに きれ いな 水 で 潜 い 、 
医師 の 治療 を 受け て くだ さい 。 
まま に し て お く と 、 目 に 働 害 が 起き る こと が あり ます 。 


人 @ 分 解 ・ 改 造 ・ 修 理 は し な いで くだ さい 。 
取扱 説明 凌 に 記載 され て いる 場合 を 除き 、 ケ ー ス な ど を 外し 、 内 部 に ふれ る こと は さ 
け て くだ さい 。 不要 に 内 部 を 前 る と 保証 の 対象 外 と な り 、 次 災 ・ 感 吉 ・ け が の 原因 
に な り ま す 。( 改 造 は 起 波 法 違反 に な り ま す 。) 


人 @ 硫 外 や 浴 評 な ど 、 水 の か か る 場所 に 置か な いで くだ さい 。 
水 な ど を か け な い で くだ さい 。 


久 周 り に コッ プ や 花 び ん な ど 、 液 体 の 入っ た 容器 を 置か な いで くだ さい 。 
液体 が こぼれ て 内 部 に 水 が 入 る と 、 火 災 ・ 感 電 の 原因 と な り ま す 。 
@ 水 が か か っ た 場合 、 電源 の ブラ グ を コン セン ト か ら 抜い て くだ さい 。 
@ 混 気 の 多い 場所 で は 使用 し な いで くだ さい 。 
減 度 の 高い 所 や 、 冷 た い 所 か ら 急 に 温か い 所 へ 移動 し ます と 、 製 品 に 回 が つく 場合 が 
あり ます 。 回 が つく と 故障 の 原因 に な り ま す の で 、 よ く 乾 燥 させ 、 本 を 取り 除い て か 
ら ど 使用 くだ さい 。 


急 航 空 機内 や 病院 な ど 使 用 を 禁止 され た 場所 で は 、 電 源 を 入れ な いで 
くだ さい 。 
電子 機 器 に 影響 を 及ぼ す 場 合 が あり ます 。 


無線 機 の 取扱 い に つ いて 


バト 警告 
一 | 
欠 長 時 間 の 連続 送信 は し な いで くだ さい 。 
発 堪 の た め 本 体 の 温度 が 上 昇 し ます の で 、 や けど を し な いよ うに ご 注意 くだ さい 。 


の 


当 
F 


人 @ 電源 コ ー ド を 折り 曲げ た り 、 ね じ っ た り 、 師 つ けた り 、 蘭 器 具 に 近 
づけ た り 、 加 熱し な いで くだ さい 。 


の 


強 
ド 


佑 DC 吉 源 コー ド を 加工 し た り 、 ヒ ュー ズ ホ ル ダ ー を 取り 除い て 使用 
する こと は 絶対 に し な いで くだ さい 。 
火災 ・ 故 障 の 原因 と な り ま す 。 


の 


湯 


人 め れ た 手 で 電源 コー ド に 角 れ な いで くだ さい 。 
感電 の お それ が あり ます の で 、 絶 対 に し な いで くだ さい 。 


人 あさ 
参 ヨ [ 火 性 ガス の 発生 場所 で は 、 電源 を 入れ な いで くだ さい 。 
発火 の 原因 と な り ま す 。 


の 


泥 
F 


の 


党 
丘 


人 @ 布 や 布団 で 覆っ たり し な いで くだ さい 。 
熱 が こも り 、 ケ ー ス が 変形 し た り 、 次 災 の 原因 と な り ま す 。 直 射 日 光 を 避け て 風通し 
の 良い 状態 で ご 使用 くだ さい 。 


の 


強 
F 


@ 自動 車 な どの 運転 中 は 使用 し な いで くだ さい 。 
車載 型 無線 機 を 運転 者 が 走行 中 に 運用 する 際 は 、 安 全 運転 を 最大 限 優先 し て くだ 
さい 。 操作 パネ ル を 走行 中 に 注 禄 し て いる と 道路 交通 法 違反 で 記 せら れる 可能 性 
が あり ます 。 


の 


沿 
1 


人 @ 重 源 を 入れ る 前 に 、 音 暑 を 下げ て くだ さい 。 
聴力 障 宮 の 原因 に な る こと が あり ます 。 


あ 


閣 
1 


参 車載 する と きま は エア バッ グ な ど 安 全 装 置 の 動作 の 外 魔 に な ら な いよ 
う 、 設 置 し て くだ さい 。 


ペー 


志 
1 


無線 畿 の 取扱 い に つ いて 


パト 注意 


の 


強 
紅 


の 


汰 


の 


准 
F 


の 


涯 
紀 


の 


決 
ヒ 


の 


湊 
ヒ 


の 


潤 
主 


の 


介 紀 児 の 手 の 届 く と ころ に は 言 か な いで くだ さい 。 
けが な ど 事 故 の 原因 と な り ます 。 


欠 磁 先 メ ディ ア を 近づけ な いで くだ さい 。 
無線 幾 に 内 蔵 さ れ て いる 磁石 や 磁気 を 帯び た 部 品 で 、 記 録 メ ディ ア や キャ ッシュ 
カー ド な どの 内 容 が 消去 され る 場合 が あり ます 。 


信 温 先 や ほこ り の 多い と ころ 、 ま た 高温 と な る と ころ に 保管 し な いで 
くだ さい 。 部 品 の 故障 の 原因 に な る こと が あり ます 。 
長期 保管 の 際 は 布 や 箱 で ほこ り を 避け 、 乾 いた 日 陰 に 保管 し て くだ さい 。 壮年 
に 一 度 は 最低 で も 数 分 程度 通 中 し 、 可 動 部 分 は すべ て 動か す よ うに する と 良い 
状態 で 保管 で きま す 。 


久 直 射 日 光 の 強い 所 や 淡 天下 の 車 の 中 な ど に 長 時 間 放 置 し な いで くだ 
さい 。 
発熱 ・ 発 火 ・ 故 障 の 原因 と な り ま す 。 
プラ スチ ッ ク や ビニ ー ル な ど が 多用 され る マイ ク な どの アク セ サ リ ー も 各 や 日 光 
で 劣化 し ます の で 注意 し て くだ さい 。 


人 @ 直子 機器 に 影響 を 与え る 場合 は 使用 し な いで くだ さい 。 
自動 車 や 船舶 内 で 使う と 、 他 の 電子 機器 に 影響 を 与え る 豪 が あり ます 。 そ の よ 
うな 場合 は 使用 を や め て 、 狂 線 機 販 売店 に 対策 用 の 部 品 の 購入 に つい て ご 相談 
くだ さい 。 


人 @ 濡 ら さ ない で くだ さい 。 
水 な どの 液体 が 入る と 発表 ・ 感 電 ・ 故障 な どの 原因 に な り ま す 。 使用 場所 、 取 
扱い に ご 注意 くだ さい 。 


欠 葵 通 の ゴミ と 一 緒 に 捨て な いで くだ さい 。 
発火 ・ 環 境 破壊 の 原因 と な り ま す 。 
戻 茎 の 方 法 は 家電 製品 と 同様 で す 。 


@ オ プシ ョ ン の 組み 込み で ケー ス を 開け る 場合 は 、 取 扱 説明 書 を よく 
お 読み くだ さい 。 そ の 際 、 指 定 以外 の 場所 に は 絶対 に 触れ な いで く 


だ さい 。 
火災 ・ 感 電 ・ 故 障 の 原因 に な り ます 。 
指定 以外 の 作業 や 工具 の 使用 に よる 故障 は 、 製 品 保証 の 対象 外 と な り ま す 。 


無線 機 の 取扱 い に つ いて 


次 
3 


溢 
紅 


三 
況 


ぐ 


禁 止 


@ アンテ ナ 肖 子 に は 50 系 の 同軸 ケー ブル を 使用 し て 、 50 Q の ア 
ン テ ナ を 接続 し て くだ さい 。 

同 電 ケー ブル や アン テ ナ の イン ピー ダン ス が 異な っ て いた り 、 ア ン テ ナ の 調整 が 

不 完全 な と き に は 、 正 し く 運 用 出来 ず 、 他 の 電子 機器 の 動作 に 影響 を 与え る 原 5 

と な り ま す 。 


谷 放 熱 を よく する た め 、 貢 か ら 10 cm 以上 離し て くだ さい 。 


40cm 


人 車 載 用 と し て ご 使用 する 場合 、DC 電源 コー ド を 車 の バッ テリ ー 端 
子 に 直接 接続 し て こく だ さい 。 シ ガー ライ ター ソケット へ は 接続 し な 
いで くだ さい 。 ハ イブ リッ ド 、 ア イド リン グスト ッ プ 車 で は 使用 で 
ぎません 。 
シガー ライ ター ソケット は 取り 出せ る 電流 容量 が 小さ ざい た め 、 こ の 製品 の 電源 と 
し て は 不適 切 で 、 故 障 や 発 熟 の 原因 と な り ま す 。 


@ 再 に 対す る 保護 は な され て いま せん 。 箇 鳴 が 聞こ えた り 、 発 生 が 予 
親 さ れる 時 は 屋外 に つなが る アン テ ナ ケ ー ブ ル や 電源 コー ド を 無線 
機 か ら 外し て くだ さい 。 
直撃 で な く て も 、 寺 の 影響 が コン セン ト や アン テ ナ 線 を 伝っ て 無線 機 の 故障 を 起 
こす 原 因 に な る こと が あり ます 。 


@ 隣 接し て 駐車 し た 自動 車間 で の 交信 な ど 、 極 端 に アン テ ナ 間 の 距離 
が 近い 場合 、 お 互い の 無線 機 に 悪影響 た 及ぼ すこ と が あり ます 。 
極端 に 近い 距離 に 交信 相手 が いる 時 は 、 お 互い に ロー パワ ー に 切り 換え て 交信 し な い 
と 、 改 障 の 原因 と な り ま す 。 


ご 使用 の 前 に 
ご 使用 上 の 注意 


・ ケー ス を 外し て 内 部 に 手 を 触れ な いで くだ さい 。 
故障 の 原因 に な り ま す 。 

・ 直射 日 光 の 当たる 場所 、 ほ こり の 多い 所 、 了 暖房 器 中 の 近く な ど で の ご 使用 、 お よび 保管 は 
し な いで くだ さい 。 

・ テレ ビ や ラジ オ な ど 他 の 機器 に 影響 を 与え る 場合 に は 政 
を 離し て ご 使用 くだ さい 。 

・ アン テ ナ や マイ ク の コネ クタ ー は 、 時 々 ゆる み が な いこ と 

を 確か め て くだ さい 。 

ハイ パワ ー で 長 時 間 送 信 し 続け ます と 、 機器 が 過 熟 し ます 。 

お 取り 扱い に は 十分 注意 し て くだ さい 。 

・ 万 一 、 短 が 出 た り 、 異 具 が する 場合 は 、 起 源 ス イッ チ を す 
みや か に 切っ て くだ さい 。 
安全 を 確か め た 上 で 販売 店 、 ま た は 最寄り の 当社 サー ビス 
窓口 へ ご 暫 絡 くだ さい 。 


電波 の 発射 前 に 


HF 帯 ハ ム バ ンド の 近く で は 、 多 く の 放送 局 や 業務 用 無線 局 が 運用 され て いま す 。 
これ ら 放 送 局 や 無線 局 の 近く で 暫 用 する と それ ら の 局 の 運用 に 妨害 を 号 え る 巡 れ が あり ます 。 


特に 移動 思 朋 の 際 に は 、 十 分 な ご 配慮 を お 願い いた し ます 。 


使用 禁止 
主 に 次 の よう な 場所 で の 家用 は 、 原 則 と し て 禁じ られ て いま す 。 運 用 が 必要 な 場合 は 名 管理 
者 の 承認 を 得 て く だ さい 。 

・ 肛 空 機内 、 空 港 敷地 内 、 新 幹線 車両 内 、 業 務 用 無線 局 周 域 、 お よび 、 そ れ ら の 中 継 局 周辺 な ど 。 
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で 便 用 の 前 に 


安定 化 電 


・ 本 機 に 接続 する 外部 箇 源 は 、 必 ず 出 力 電圧 が 1 1.7 V 一 15.8 V の 範囲 内 で 十分 に 電流 曇 の 
奈 裕 が ある も の を 使用 し て くだ さい 。 

・ 電 洒 ケ ー ブ ル の 抜き 差し は 、 必 ず 本 体 の 電源 を OFF に し て か ら 行 っ て くだ さい 。 

・ DC ケー ブル を 延長 する と ロス に よる 電圧 低下 、 発 熱 な ど 宮 故 や 故障 に つなが る 場合 が あ 
り ま す 。 付属 の ケー ブル 以外 の ご 使用 に 起因 する 事故 や 故障 の 次 は ご 容赦 くだ さい 。 
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ご あい さ つ 


この 度 は アル イン コ の トラ ン シ ー バ ー を お 買い 上 げ い た だ き 誠に あり が と う ご ざ いま す 。 
本 機 は 最 先端 の 技術 を 使っ て 製造 し 、 工 場 で の 厳密 な 試験 に 合格 し た も の の み を お 届け し て お り ま す が 、 本 書 を よく 
お 読み に な り 、 正 し く お 使 いい た だ く こ と で より 長く ご 愛用 いた だ け ま す 。 


本 書 は な る べく お 分 か り い た だ きやすい よう に 集 し て お り ま す が 、 無線 機 回 有 の 名 称 や アマ チュ ア 無 線 用 語 も 出 て 
きま す 。 そ の 用 語 も 含め て ご 理解 いた だ か な いと アマ チュ ア 無 線 の 運用 に 支 遼 を きた す も の で す の で あら か じ め ご 了 
承 く だ さい 。 


また 、 別 の ペー ジ の 説明 と 関連 付け て 理解 する こと が 必要 と な る 章 が あり ます 。 一 部 の み を 飛ば し て お 読み に な る と 
設定 や 操作 が で き な い こと も あり ます の で 、 ま ず 最 初 か ら 一 通り 説明 書 に 従っ て 操作 し て くだ さい 。 は じ め は 細か がい 
設定 は せ ず 、 操 作 途 中 で わか ら な く な っ た り 思 う よ う な 動 二 を し な く な っ た と き は 、P.92 の リセ ッ ト で 初期 状態 に 
戻し こく だ さい 。 


また 、 巻 頼 の 注意 書き は 必ず お 読み いた だ き 、 注 意 事 項 を 守っ て お 使い いた だ きま す よ うお 願い いた し ます 。 
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1. は じ め に 


1.1 機能 と 特長 
DX-SR9 の 機能 と 特長 


DX-SH9 は HF 辻 ア マチ ュ ア 無線 バン ド (1.8 MHz 一 29 MHz) を SSB/CW/AM/FM モー 
ド で 送受 信 で きる トラン シー バー で す 。 


ゼネ ラル カバ レッ ジ 受 信 機 能 
名 モー ド で 1935 kHz 一 30 MHz を 受信 。 (IT50 KHz 以下 は 、 受 信 性 能 が 著しく 当 り ます ) 


SDR 機能 

パソ コン に よる 変 復調 ・ 送受 信 動 作 が 可能 で す 。 

アル イン コ の 無料 SDR ソフ トウ ェ ア を ご 利用 いた だ け ま す 。SDR 操作 を 行う に は 、 オプ ショ 
ン の 写 用 ケー ブル 、 仕 様 条 件 を 満た す パ ソコ ン 、 周 辺 幾 器 が 必要 で す 。 


VOX 機能 
音声 に よる 送受 信 切 り 替 え が 可 能 で す 。 


周波 数 ダイ レク ト 入 力 

ダイ ヤル を 使わ ず に 12 キー で ダイ レク ト 入 力 す る こと が で きま す 。 

フロ ント セパ レー ト 機 能 

オプ ショ ン の EDS-17 を 使用 し て 本 体 と フロ ント を 分 離し て 使用 する こと が で きま す 。 

フロ ント スピ ー カ ー 

パワ フル で クリ ア な サウ ンド 、 ら W の オー ディ オア ンプ で 駆動 する 前 面 スピ ー カ ー を 搭載 し て 
いま す 。 

フロ ント 端子 

フロ ント 側 に 外部 スピ ー カ ー 上 端子 と ヘッ ド ホ ン 端 子 を 装備 、 ア クセ サリ ー の 接続 が 容易 に で き 
ます 。 

多彩 な ノイ ズ ・ 混 信 除 去 機 能 


受信 周波 挨 帯 域 を 上 下 各 方 向 に ずら し て 普 域 内 の 混信 を 除去 する IF シフ ト 機 能 。SSB、CW、 
AM の 各 モ ー ド に ナロー フィ ルター を 標準 装備 、 さ ら に RF アッ テ ネ ー タ ー 回 路 な ど に よっ て 、 
混信 対策 も 万 全 で す 。 

SDR 機能 を 使え ば 受信 音 の DSP 処理 も 可能 で す 。 


内 部 搭載 エレ クト ロニ ッ ク キ ー ヤ ー で 快適 な CW 通信 
サイ ド ト ー ン ・ ピ ビッ チ 、 フル ブレ ー ク イン (QSK)、 セミ ブレ ー ク イン (7 段階 )、 オー トブ レー 
クイ ン (性 延 時 間 を 打鍵 速度 で 自動 調整 ) を 選択 で きま す 。 


GOO ch メモ リー 

メモ リー バン クー つ あ た り 200 チャ ン ネ ル 、3 バン ク で 合計 600 チャ ン ネ ル の 登録 が 可能 。 
加登 録 デ ー タ に は モー ド 、 フ ィ ル ター、AGC、 ア ッ テ ネ ー タ ー (また は プリ アン プ )、 ノ イズ 
ブラ ンカ ー な どの 情報 を 登録 で きま す 。 

PC ユー ティ リティ ゾ ソフト 

メモ リー 編集 や 機能 の 設定 を パソ コン を 通じ て 行う こと が で きま す 。( 別売 の ERW-7 が 必要 
で す 。 ) 


13 


1 はじめに 


1.8 付属 品 
付属 品 の 確認 
付属 司 が すべ て そろ っ て いる こと を 確認 し て くだ さい 。 


・ 本 機 ・ マイ クロ ホン EMS-64 


・ ヒュ ー ズ ホル ダー つき ・ マイ ク 用 
DC 電源 ケー ブル (UAOO083) ハンガー ユニ ッ ト タッ ピン グ ネ ジ 
スペ ア ヒ ュ ー ズ (8 本) マイ ク 用 バン ガー (MS3.5 10 mm) 8 本 
(EBC-7) (AdO085) EBO-7 用 


の 


・ 取扱 い 説明 書 (PS0787) * 保証 書 


お 買い 求め に な っ た バー ジョ ン に よっ て 付属 品 の 種類 が 異な る 場合 が あり ます 。 
ご 不明 な 点 が ご ざい まし た ら お 近く の 販売 店 まで お 問い 合わ せく だ さい 。 
標準 付属 品 は 事前 の 通知 な く 変更 に な る こと が あり ます 。 
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1. は じ め に 


1.3 設置 と 接続 (固定 局 用 の 例 ) 
接続 較 


13.8V DC 安定 化 電源 HF 薄 ア ン テ ナ 


接続 の 手順 
1. アン テ ナ と アー ス 線 を 接続 する 


・ アン テ ナ 接 続 
本 機 の 性 能 を 充分 に 発揮 で せる た め に 、 正 し く 調 整 さ れ た SWR の 低い アン テ ナ を 使用 し て 
くだ さい 。M 型 コ ネクター の つい た イン ピー ダン ス 50 0 の 同 則 ケー ブル を 使用 し て くだ 
さい 。 


注 : オプ ショ ン の アン テ ナ チ ュー ナー EDX.8 を 使用 すれ ば 、 ロ ング ワイ ヤー や 接地 式 パ バー チカ ル の よう 
な アン テ ナ を 接続 する こと が で きま す 。 


・ アー スズ 接続 
正しい 接地 は 感電 や ノイ ズ を 防ぐ の に 有効 で す 。 市販 の アー ス 棒 や 銅板 を 地 中 に 坦 め アー ス 
を 設置 し こく だ さい 。 アー ス 線 は 、 な る べく 太い 線 で 短く し 、 本 機 GND 端子 に 接続 し ます 。 


重要 : ガス 管 、 配電 縮 な ど に は 、 惹 際 で すか ら 絶対 に アー ス と し て 接続 し な いで くだ さい 。 
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は じ め に 
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ら . 電 鍵 を 接続 する 


座 面 パネ ル に ある KEY 端子 に 3.5 mm の プラ グ を 接続 し ます 。 エ レク トロ ニッ クキ ー ヤ ー を 
使用 する 場合 は プラ グ の 極性 (+/-) に 注意 し て くだ さい 


単式 電 録 の 接続 バド ル の 接続 


3. 外部 スピ ー カ ー を 接続 する (内 部 スピ ー カ ー を 使用 し な い 場 合 ) 


前 面 パ ネル の SPEAKER 端子 に 、3.5 mm に の 
外部 スピ ー カ ー は イン ピー ダン ス 8 0 で 3 W 以上 の も の を 使用 し て くだ さ 


注 : 外部 スピ ー カ ー を 使用 する と 内 部 スピ ー カー か ら 音 が 出 な く な り ます 。 


- 4. ヘッ ド ホ ン を 接続 する 


前 面 パネ ル の PHONE 端子 に 3.5 mmm の モノ ラル また は ステ レオ プラ グ を 接続 し ます 。 


注 : ヘッ ド ホ ン を 使用 する と スピ ー カ ー か ら 育 が 出 な く な り ます 。 


5. 直流 安定 化 電 源 を 接続 する 


本 機 に は 別売 の 12 一 13.8 V マイ ナス 接地 型 の 直流 安定 化 電源 が 必要 で す 。 

3OA の 電流 が 継続 し て 取り 出せ る も の を お 使い くだ さい 。 容量 が 足り な い 電 源 を 使用 する と 、 
無線 機 や 電源 の 故 憶 つなが り 、 保 証 の 対象 外 と な り ま す 。 アル イン コ で は オブ ショ ン ア クセ サ 
リー と し て 、 本 機 に 最適 な 電源 を 販売 し て お り ま す 。 お 近く の 取扱 店 まで お 問い 合わ せく だ さ 
い 。 


人 hPamonpe0『 ニ つ 
DO 3G と 


895COL 998 


赤 を +、 黒 を 一 端子 に 接続 


重 本 : 電源 に 接続 する 時 は 、 必 ず ト ラン シー バー と 安定 化 電源 の 雨 方 の 電源 スイ ッ チ を 切っ た 状 肖 で 作業 し て 
くだ さい 。 


1. は じ め に 


6. 操作 部 と 本 体 を 分 共 し て 設置 する (オプ ジョ ン ) 


注意 : オプ ショ ン の セ バ レ ー ト ケー ブル EDB-1 フ が 族 要 で す 。 


1 本体 と フロ ント 部 を と め て いる ネジ を ら 本 外 
し て くだ さい 。 そ の 後 ケ ー ブ ル も 外し て くだ さ 
い 。(+ ドラ イ バ ー No1. を ご 用 意 く だ さい ) 


の . 本体 の 下部 前 面 側 ネ ジ ら 本 を 外し て くだ さい 。 


づ 。 カバ ー の 穴 に セパ レー ト ケ ー ブ ル (5 m) を 通 
し た 後 、 ケ ー ブ ル を 本 体 に 差し 込ん で くだ さい 。 


4. カバ ー を 本 体 に 4 本 の ビス で 取り 付け て くだ 
さい 。 


5. フロ ント 部 を 付属 の ブラ ケッ ト で 固定 し ケー ブ 
ル の 反対 側 を コネ クタ ー に 差し 込み で くだ さ 
い 。 


注 : 取り 外し た 短い 方 の ケー ブル は 元 に 戻す 時 の た め に 保管 し て お いて く だ さい 。 セ バ パレート ケ ー ブ 
ル に つい て いる フェ ライ トビ ー ズ は RF の 回 り 込 み 対策 用 で す 。 


1 フ 


1. 


は じ め に 


1.4 設置 と 接続 (モー ビル 運用 ) 
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接続 較 


* お 好み の アン テ ナ を お 使い くだ さい 。 
設置 方 法 は お 使い の アン テ ナ に 付属 の 説明 書 を ご 参照 く 
だ さい 。 こ こ で は 、 ア ルイ ンコ が 推奨 する モー ビル 運用 
DXrSH9 操作 パネ ル 向け 接続 例 を ご 紹介 し ます 。 


EDS-17( オプション ) 
セパ バレ ー ト ケー ブル 


接続 の 手順 


正しく 調整 され た 、SWHR の 低い アン テ ナ を 使用 し て くだ さい 。 同 詞 が と れ て いな い ア ン テ ナ 
を 使う と 無線 機 と 自動 車 の 両方 に 電波 障害 が 出 た り 、 故 障 の 原因 と な っ た りす る こと が あり ま 
す 。 


11. アン テ ナ 基 台 を 専 の ボディ に し っ か り 取 り 付け ます 。 


2 の. 必要 な 場合 は 基 台 部 分 で ボディ に アー ス を 接続 し ます 。 


送 要 : アン デ ナ に よっ て は 必ず アー ス を 接続 する 必要 が あり ます 。 使用 され る アン テ ナ の 弄 明 書 を 良 
く 読 ん で 、 必 掲示 通り に 設置 し て くだ さい 。 


③. アン テ ナ と トラ ン シ ー バ パー 間 を 、 な る べく 太い 同軸 ケー ブル を 用 いて 接続 し ます 。 


重要 : アン テ ナ の 設置 後 、SWR 価 が 良好 で ある こと を 確認 し て くだ さい 。 
SWR の 再 定 に は 、 別 逐 酒 定 閉 が 必要 で す 。 DX-SR9 に は SWR 測定 機能 は あり ませ ん 。 


4. 付属 の 電源 コー ド を 直接 車 用 バッ 3 
テリ ー に 接続 する 。 ハ イブ リッ ド ーー 
車 、 ア イド リン グスト ッ プ 車 等 は 、 


車両 メー カカ に ど ご 相談 の 上 、 接 続 し 
て くだ さい 。 自 動車 の 思 行 に 支障 
を きた す 可 能 性 あり 。 


注 : 配線 内 を 通す と き に は 、 グ ロメ ッ ト を 使い 、 ボ ディ の 切り 口 が 電源 コー ド に 直接 般 れ な いよ うに 
し て くだ さい 。 


本 要 : ・ 24 V 素 で 使用 する 場合 は DC-DC コ ン バ ー タ ー で 18 V に 電圧 変換 し て くだ さい 。 
・ シガー ライ ター プラ グ は 、 電 源 代 給 能 力 が 不足 し て いる の で 絶対 に 接続 し な いで くだ さい 。 


5. 付属 品 の 接続 


参照 先 

・ マイ クロ ホン ・ P2 ら 8 
・ 電 ・・P16 

・ 外 部 スピ ー カ ー・・・P16 


コン トロ ー ル パネ ル の 本 体 か ら の 取り 外し 方 法 は P17 を 参照 し て くだ さい 。 
探 作 パネ ル を 操作 し や すい 位置 に 取付 け 、 本 体 を シー ト の 下 な どの 適切 な 場所 に 設置 する 。 


重要 : ・ 本 体 か ら 操 作 バ ネル を 取り 外す 前 に 必ず 電 湖 コー ド を 抜い て くだ さい 。 


・ 運転 の 安全 性 を 第 一 優先 に し て くだ さい 。 自 動車 の 運転 を 妨げ る よう な と ころ に は 設置 し な いで くだ 
さい 。 シー ト ベ ルト や エア バッ グ の よう な 安全 装置 の 作動 部 分 に は 、 特 に ご 注意 くだ さい 。 
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1. は じ め に 


1.5 難 部 の 名 称 と 機能 
前 面 パ ネル 


(22) (23) 2) (11) 


(20) 9)(8) (⑪⑰  (G6) 5) 0④ 3) 
Ng. | 名 称 機能 
(1) [POWER スイ ッ チ [(D] | 電 天 を 入れ た り 切 っ た り し ます 。 
(②) | IMODEI キー USB、LSB、CWU、CWL、AM、FM、 SDR モー ド を 選択 し ます 。 
(3) | [VM] キー VFO モー ド 、 メ モリ ー モ ー ド を 切り 替え ます 。 
(4) IFUNC] キー 癌 種 機能 を 呼び 出す と き に 使い ます 。 キ ー を 押し 続け る と セッ トモ ー ド へ 
移行 し ます 。( 約 1 秒間 ) 
(5) | IM/KHz] キー MHz と kHz の カー ソル を 切り 替え ます 。 
(6) | [HIT キー HIT また は TXIT 機能 の オン ・ オ フ が で きま す 。 
(⑦) | 田 昌 キー 受信 感度 を 切り 替え られ ます 。 
(プリ アン ブン 理 す ご と に +10 dB 一 0 dB 一 -10 dB - ら 0 dB と 切り 替わり ます 。 
アッ テ ネ ー タ ー) FUNC キー を 押し た 後 で この キー を 押す と SSB、CW、AM モー ド で ナロー 
. フィ ルター を 選択 で きま す 。 - 
(8) [4] キ ー (UP) メモ リー チャ ン ネ ル お よび カー ソル の 位置 の 周波 数 を アッ プ さ せま す 。 
(9) [[ マ ] キー (DOWN) メモ リー チャ ン ネ ル お よび カー ソル の 位置 の 周波 数 を ダウ ン さ せま す 。 
10) ][ ひ mn] キー ダイ ヤル お よび キー の 操作 を 禁止 する 、 ロ ッ ク 提 能 が 使え ます 。 
(11) | 数 字 入 力 キー 主 に 周波 数 ダイ レク ト 入 力 に 使用 で きま す 。 
12) 1 [MFI (マル チ フ ァ ン ク よく 使う 機能 へ の ショ ー ト カッ トキ ー で す 。 
ショ ン ) キー 
(13) | ダイ ヤル 局 波数 を 設定 し ます 。 
14) |HF SHIFT] ツマ ミ 受信 IF 帯域 を 移動 させ 、 混 信 を 除去 し ます 。( 土 1.5 kHz) 
(15) | [RIT] ツマ ミ 2 kHz の 範囲 で 送受 信 周 波数 を 微 調整 し ます 。 
(16) | [SQLI ツマ ミ 無 信号 時 の ノイ ズ を 消す スケ ル チ レ ベル を 調整 で きま す 。 
32) | [VOLH ツマ ミ 資 墓 を 調整 で きま す 。 
18) # IPHONE 公子 外部 ヘッ ド ホ ン を 接続 し ます 。 イン ビー ダン ス 8ー 32 0 の ヘッ ド ホ ン が 
使え ます 。 


ら 0 


1. は じ め に 


機能 

スピ ー カ ー の 接続 に 使い ます 。 イン ピー ダン ス 8 一 16 Q の スピ ー カ ー が 
使え ます 。 オプ ショ ン の ERW- プ パソ コン ケー ブル や オー ディ オケ ー ブ プル を 
反 続 する こと も で きま す 。3 李 プ ラグ も 接続 可能 で す 。 

マイ クロ ホン を 接続 し ます 。 

市 販 品 を 接続 する と き は P.2 ら の 配線 図 を ご 参照 くだ さい 。 

内 蔵 スピ ビー カ で す 。 

送信 中 に 赤色 に 点灯 し ます 。 

受信 中 お よび スケ ル チ が 開い た 状態 で 緑色 に 点灯 し ます 。 

(23) ELCED ディ スプ レイ 表示 部 で す 。 


(19) IS 端子 


(20) | [MIC] マイ クロ ホン 


(21) [スピ ー カ ー 
(28) | TX/RX 


前 面 パネ ル (キー パッ ド ) 


1.8 MHz 常 呼 び 出し (周波 数 直接 入力 1) 
3.5 MHz 帯 呼び 出し (周波 数 直接 入力 ら ) 
4.63 MHz 演 呼 び 出 し (周波 数 直接 入力 3) 
7 MHz 帯 呼び 出し (周波 数 直接 入力 4) 

10 MHz 帯 呼び 出し (波数 直接 入力 5) 
14 MHz 常 呼 び 出し ( 后 波 数 直接 入力 6) 
18 MHz 帯 呼び 出し (周波 数 直接 入力 プ ) 
ら 1 MHz 帯 呼び 出し (周波 数 直接 入力 8) 
24 MHz 事 呼 び 出し (周波 数 直接 入力 9) 


961QINIOIOIRIOHOIー 


(33) 周波 数 直接 入力 IO0 kHz ( 司 波数 直接 入力 時 、 小 数 点 の 入力 ) 
(34) 28 MHz 帯 呼び 出し ( 司 波数 直接 入力 0) 
(3⑤5) 


設定 の 確定 (エン ター キー) 


ら 1 


1. は じ め に 


マイ クロ ホン を 接続 する 
1 本体 の マイ クロ ホン コネ クタ ー に 付属 の マイ 
クロ ホン を 接続 し ます 。 


の つの. コネ クタ ー の リン グ を 締め 、 固 定 し ます 。 


ヘッ ド ホ ン 


Oo スピ ー カ ー 


注 : コネ クタ ー は し っ か り 縮 め 付け 、 時 々 接続 部 を 確認 し て くだ さい 。 技 続 が ゆる いと 送信 音声 に ノ 
イズ が 発生 する こと が あり ます 。 


参照 : コ ネクター ビン の 配置 


マイ クロ ホン 


無線 機 の 前 面 か ら 見 た 、 オ ス 側 コネ クタ ー の 図 で す 。 
付属 唱 の マイ ク は イン ピー ダン ス が 2KQ 程 度 の ダイ ナミ ッ ク タ イプ で す 。 
* 弊社 製 コン デン サマ イク [EMS-57] も 使用 可能 で す 。 


に イー 


1. は じ め に 


背面 パネ ルル 


アン テ ナ コ ネクター 


HF 帯 ア ン テ ナ を 接続 し ます 。M 型 コ ネクター の つい た イン ピー ダン ス 50 
ロ の 同軸 ケー ブル を 使用 し て くだ さい 。 


リレー 端子 


リニア アン プ な ど 外 部 接続 機器 の 送受 合 を 切り 替え ます 。RCA 端子 を 使用 
し て くだ さい 。 リニア アン プ か ら 出 力 さ れる AL 電圧 を 入力 する 端子 で す 。 


ALC 入力 敵 子 


リニア アン ブ を 接続 する と き 、RCA 端子 を 接続 し ます 。 ALC 入 力 電圧 は 
0 一 -3 V 以 内 に 設定 し て くだ さい 。 ど ご 使用 に な る リニア アン ブ の 説明 書 を 
参照 し て くだ さい 。 


(④ 


CW キー 占 子 


電 鍵 、 エ レク トロ ニッ クキ ー ヤ ー の バド ル を 接続 し ます 。 


(5) 


アク セ サ リ ー コ ネクター 


オプ ショ ン の EDX - ら ア ン テ ナ チュ ー ナ ー を 接続 し ます 。 
[ピン 構成 ] 


13.8V DC 1A) TUNE2 


GND 1KEY TUNE1 


クロ ー ン 端子 


SDR 操作 用 に ERW-4C や ERW- フ を 接続 し ます 。 
クロ ー ン を 行う に は 3.5 mm の ステ レオ ブラ グ を 接続 し ます 。 


変調 入力 端子 


SDR や 、 そ の 他 の デー タモ ー ド 送信 時 に 3.5 mm の ステ レオ ブラ グ を 接 
続 し ます 。 


(8) | !/Q 信号 出力 端子 SDR 受信 用 に 3.5 mm の ステ レオ プラ グ を 接続 し ます 。 
(9) | 電源 コネ クタ ー 付属 の DC 電源 コー ド を 接続 し ます 。 
(10) | アー ス 聞 子 アー ス 線 を 接続 し ます 。 


らき 


1 はじ め に 


マイ クロ ホン ( 付属 品 EMS-64) 


_No. | 名 機能 


周波 数 、 メ モリ ー チ ャ ン ネ ル 、 各種 設定 を 昇順 に 変化 させ ます 。 

周波 数 、 メ モリ ー チ ャ ン ネ ル 、 宮 種 設定 を 降 招 に 変化 させ ます 。 

[PTT (Push-Ta-Talk)] キー を 押す と 送信 し ます 。 

LOCK スイ ッ チ [UP] キー と [OWN] キー の 操作 を 禁止 し ます 。 

MIC (マイ クロ ホン ) 送信 時 こち ら に 向かっ て 話し ます 。 5 10 cm 程度 区 し て くだ さい 。 

* マイ ク の IUP/DOWN] キー の 機能 は 操作 パネ ル の [4/] キー と 同じ で す 。 

注 : ・ ブ ラグ を ジャ ッ ク に 挿入 する 際 は ジャ ッ ク 穴 に 対し て プラ グ が 算 直 に な る よう に し て 、 ゆ っ くり 確実 に 
差し 込ん で くだ さい 。 斜め に な っ て いた り 、 引っ か か り が 有 っ た りす る の を 無理 に 押し 込む と 政 障 の 原 
因 と な り ま す 。 

・ プラ グ を 引き 抜く 際 は プラ グ の 央 部 分 を 指 で 持っ て 、 ゆ っ くり 垂直 方 向 に 引 寺 抜い て くだ さい 。 
コー ド を 引っ 張る と コー ド の 消耗 を 早め る ば か り で な く 、 故障 の 原因 に な り ま す の で 絶対 に お 止め くだ 
さい 。 ど 購入 直後 の 初期 不良 以外 、 プ ラグ ・ ジ ャ ッ ク や ケー ブル の 破損 は 保証 の 対象 外 と な り ま す の で 
充分 ご 注意 くだ さい 。 

* 弊社 製 コン デン サマ イク [EMS-57] を 使用 する 場合 は 上 記 の キー の み 有 効 で す 。 


UP キー 
DOWN キー 
PTT スイッチ 


に と 1 


1、 はじめに 


ディ スプ レイ 


MM 2 
gOSDWiiiihhiiill 還 W す の 


で 
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名 称 機能 


| MEMORY (メモ リー) モー ド 時 に 、 選択 し た メモ リー チャ ン ネ ル を 表 
! 示し ます 。 


VoAB 選択 し た VFO モー ド (A また は 日 ) を 表示 し ます 。 


TUNE 外部 アン テ ナ チ ュー ナー 動作 時 に 点灯 し ます 。 


SPLIT SPLIT 運用 中 に 点灯 し ます 。 


AGC-③ AGC-F |^GC の 動作 を 表示 し ます 。(S- 低 迄 、F- 高速 ) (FM は 表示 な し ) 


RF-20 -1040| RF の ゲイ ン や アッ テ ネ ー タ ー の レベ ル を 表示 し ます 。 
し 


マル チ フ ァ ン クシ ョ ン キ ー 有 効 時 に 点灯 し ます 。 


LSB、USB、CWL、CWU、FM、AM、SET な ど 選 択 し た モー ド を 表 
示し ます 。 


[M/ KHz] キー で 可変 で きる 位置 を 知ら せる カー ゾル で す 。 

[UP/ DOWN] また は [4 / マ ] キー を 使っ て 変更 で きる 位 の 上 部 に 点 
条 し ます 。 

送受 信 周 波数 で す 。 


FUNC キー 有効 時 に 点灯 し ます 。 


ダイ ヤル また は キー 操作 ロッ ク 時 に 京 訂 し ます 。 


"LODW" - ロー パワ ー に 設定 時 に 点灯 し ます 。 
^S-LOW" - スー パー ロー バ ワ ー に 設定 時 に 点灯 し ます 。 


NB (ノイ ズブ ラン カー) ON 時 に 京 灯 し ます 。 
SSB、CW、AM モー ド で ナロー フィ ルター 使用 時 に 点灯 し ます 。 


トー ン エ ンコ ー ダ ー ON 時 に 点灯 し ます 。(FM モー ド の み ) 


スケ ル チ が 開い た 時 に 点灯 し ます 。 


SN S メー ター : 受信 信号 度 を 表示 し ます 。 
iiii ii 川間 yr 
Tr 如 TXIT、RIT 可変 周波 数 を 表示 し ます 。 

RT すし た 


らら 5 


1. 


は じ め に 


ら 68. 


キー ンス イッ チ 操 作 早 見 表 


キー 操作 方 法 は 、 単 に キー を 押す 操作 、FUNC キー の 後に 押す 操作 、1 秒 以上 長く 押す 操作 、 
の 3 種類 が あり ます 。「 押 す 」 は 、 キ ー や スイ ッ チ を 一 度 し っ か り 短く 押し て 、 す ぐに 指 を 放 
すこ と を 童 い ます 。 
長く 押し すぎ る と 違う 動作 を する こと が あり ます 。 本 番 中 、 長 く 押 すこ と を 「 長 押し 」 と 表現 
する こと が あり ます 。 
注 : FUNC + 該 当 キ ー : FUNC キー を 押し た 後に 該当 する キー を 押し て くだ さい 。 
( ) 内 は 解説 され て いる 採 作 が 記載 され て いる 本 取扱 説明 害 内 の ペー ジ 番 号 で す 。 


単 強 で の 探 作 FUNG 点灯 中 の 操作 
FUNC ファ ンク ショ ン 機 能 を 設定 し ます 。 [= 
* 長押 し で セッ トモ ー ド に な り ま す (P. プ 8) 
VZM VFO モー ド と メモ リー モー ド の 切り 替え メモ リー バン ク へ の 切り 替え 
* VFOA ノ B 切り 替え (P.S8) * メモリー チャ ン ネ ル の 書き 込み 
M/KHz | カー ソル 位置 を 変動 さ で せま す (P.29) AGC-S と AGC-F の 切り 替え 
MODE 1USB、LSB、CWU、CWL、AM、FM モー ド |SDR モー ド の 切り 替え (P.49) 
の 切り 替え 
*UP/DOWN キー を 用 いた モー ド 選 択 も 可 
(P.28) 
RF RF ゲイ ン の 切り 替え ナロー フィ ルター の ODN/OFF 切り 替え (P.G5) 
* 送信 周波 数 の モニ ター (P.45) 
LOCK ダイ ヤル の ロッ ク (P.70) ダイ ヤル お よび キー の ロッ ク (P.70) 
MULTI | マル チ フ ァ ン クシ ョ ン 機 能 に 入り ます (P.BS) [MULTI キー の 設定 
内 MHz、kHz、 バ ンド 、 メ モリ ー の UP 一 
* キー を 押し 続け る と 連続 で UP 
マ 居 Hz、kHz、 バ ンド 、 メ モリ ー の DOWN ー 
* キー を 押し 続け る と 連続 で DOWN 
RT TXIT/RIT 機能 を ON/OFF 切り 替え (P,B7) |TXIT/RIT の エ Af 機能 (P.68) 
1 1.8 MHz 淀 呼び 出し VFO A/B の 切り 替え 
メモ リー バン ク A/B/ 口 切 り 替 え 
る メモ リー 一 VFO 転送 機能 (P.55) 
3 4.63 MHz 帯 呼び 出し メモ リー チャ ン ネ ル の 消去 (P.54) 
周波 数 直接 入力 
4 7 MHz 吉 呼 び 出し トー ン エ ンコ ー ダ ー の ON/DFF 切り 替え (P.83) 
周波 数 直接 入力 4 (FM モー ド の み ) 
5 10 MHz 帯 呼び 出し スプ リッ ト 幾 能 の ON/QFF 切り 替え (P.4) 
に 周波 数 直接 入力 5 
6 14 MHz 淀 呼び 出し プラ イオ リティ 機能 の ON/OFF 切り 替え (P.63) 
周波 数 直接 入力 6 
フ 18 MHz 党 呼 び 出し クイ ッ ク オ フ セ ッ ト 機 能 (P.44) 
周波 数 直接 入力 7 
8 21 MHz 癌 呼 び 出し スキ ャ ンス ター ト (P.59) 
局 波数 直接 入力 8 
ド NB (ノイ ズブ ラン カー) の ON/QFF 切り 替え 
(P.B6) 
n 28 MHz 辻 呼 び 出し 送信 出力 の 切り 替え (P.3B) 


周 小数 直接 入力 0 


周波 数 直接 入力 100 kHz 
周波 数 直接 入力 デシ マル 


アン テ ナ チ ュー ナー 整合 動作 スタ ー ト 
(別売 の EDX-2 が 必要 ) 


周波 数 直接 入力 の 確定 


ネー ムタ ク グ 登録 機 能 (P.55) 


ら . 大 本 の 使い 方 


ら .1 受信 する に は 
は じ め に 
受信 は トラ ン シ ー バ パー の 基本 採 作 で す 。 こ こ で は 受信 時 に 必要 な 操作 方 法 を 覚え まし ょ う 。 
手順 


1 、 電 源 の ON/OFF 
注 : 電源 を 入れ る 前 に すべ て の アン テ ナ や 電源 ケー ブル が 正しく 接続 され て いる こと を 確認 し て くだ さい 。 


⑤ キー を 押す と 電源 が 入り ます 。 も う 一 度 ⑤ キー を 
押す と 電源 が 切れ ます 。 IO も le* 


ら . 音 忌 の 調整 


・ VOL ツマ ミ を 時 計 方 向 へ 回 す と 大 きく な り ま す 。 
・ VOL ツマ ミ を 反 時 計 方 向 へ 回 す と 小さ く な り ま す 。 


SQL ツ マミ 
き . スケ ル チ の 調整 


スケ ル チ の スレ ッ シ ョ ルド レベ ル を 調整 し ます 。 ス ケル チ と は 信号 の な いと き に 聞こ える 雑音 
を な くす 機能 で す 。 ス ケル チ は 通常 FM モー ド と AM モー ド で の み 使 用 し ます 。 


ホワ イト ノイ ズ (信号 の な いと き に 聞こ える 雑音 ) が 消え る 位置 まで スケ ル チ ツ マミ を 時 計 回 

り に 回 し ます 。 1 

・ 弱い 信号 や 不安 定 な 信号 を 受信 する 際 に は スケ ル チ ツ マミ を 反 時 計 方 向 に 回 し きっ て くだ さ 
い 。 ス ケル チ が 開い た 状態 に な る と LED が 緑 に 点灯 し ます 。 


ら フ 


ら . 基本 の 使い 方 


4. モー ド の 選び か た 


[MODE] キー を 押す と 以下 の よう に モー ド が 切り 換わり ます 。 
ー USB 一 一 * LSB 一 一 = AM ー FM ー CWL 一 一 テ CWU 


[MODE] キー を 1 秒 以 上 押し 続け る と 表示 され た モー ド が 点滅 し ます 。 
[人 / マ ] キー、 ま た は マイ クロ ホン の [UP/DOWN] キー を 押し て モー ド を 選ん で くだ さい >。 
ー USB ペーー テ LSB ペーー テ AM ーー と FM ペーー テ CWL ペーー テ CWU 


キー 操作 を する と ディ スプ レイ の 点滅 が 止ま り ま す 。 


注 : 通常 は 10 MHz 未 減 に は LSB モー ド を 、14 MHz 淀 以 上 に は USB モー ド を 用 いま す 。 
・ AM モー ド は MW (中 波 ) や SW (短波 ) 放送 の 受信 に も 使い ます 。 
・ FM モー ド は 88 MHz 帯 で し か 、 通 信 に は 使え ませ ん 。 
・ CW モー ド は モー ルス 信号 避 信 に 用 いま す 。 
・ DX-SRS は 前 回 電源 を 切っ た モー ド や 周波 数 等 の 運用 状態 を 記載 し て いま す が 、 ス キャ ン 状 態 の よう 
に 一 部 の 能 は 電源 を 切る と 自動 的 に オプ に な り ま す 。 


5. バ ンド の 選び か た 


DX-SR9 は 日 本 の 電波 法 で 許可 され た 短波 如 の アマ チュ ア 無 線 バ ンド 全て に 対応 し た バン ド 
プラ ン を 採用 し て お り 、2 つの 方 法 で バン ド を 切り 替え る こと が で きま す 。 


1 MHz 桁 の 上 に 点 減 す る ママ ー ク が 出る まで [M/ 


KHz] キー を 繰り 返し 押し ます 。 vw ュ レ 机 mm た う 』 
* カ ー ソ ル を 使う 方 法 : VFO モー ド で 操作 し ます 。 仁 ガガガ ガガガ 
7 リル リル // 


23456789 


2.。 [^/ ャ ] キ ー か マイ クロ ホン の [UP/ DOWN] 
キー を 押し て バン ド を 選択 し ます 。 
注 : ・ 本 機 は 、 バ ンド を 切り 替え た と き 、 そ の バン ド 
で 最後 に 使っ た 周波 数 を 表示 し ます 。 
・ バ ンド を 切り 益 える と き 『 カ チン 『 カ チン 』 
と サレ ー 音 が し ます が 故障 で は あり ませ ん 。 


ら 8 


ら . 基本 の 使い 方 
・[M/KHz] キー を 押す た びに マーク が 次 の よう に 移動 し ます : 
ママ ー ク が MHz 桁 の 数 字 の 上 で 点 浅 し て いる と き は ー 
バン ド の 変更 が で きま す 。 vo 、 レ 5mm た う ガ 
"7 ガガガ / ガ / ガ 
2 ナオ 7 オル グリ 


ママ ー ク が MHz 桁 の 数 宝 の 上 で 点灯 し て いる と き は 
MHz 桁 の 数 字 を 変更 で きま す 。 


ャ マー ク が 1 kHz 桁 の 数 字 の 上 で 点 減 し て いる と き ぎ 
は 100 KHz 桁 の 数 字 を 変更 で きま す 。 


ママ ー ク が kHz 頂 の 数 字 の 上 で 点灯 し て いる と き は 
最小 ステ ッ プ で 周波 数 を 変更 で きま す 。 


と 


43456289 


ViroA 


っ 20 0 6 
3 33435789 


VoA 


1234557ES 


\ 数 字 キ ー を 使う 方 法 :VFO モー ド 時 に 数 字 キ ー を 押す と 、 以 下 の 表 の よう に バン ド が 切り 替わり ます 。 
バン ド 内 の 周波 数 切り 替え は ダイ ヤル を 回 すか 、 前 項目 を 参考 に M/KHz キー を 使い ます 。 


・ 本 機 の 初期 値 (電源 投入 時 の 各 バ ンド の 表示 周波 数 と モー ド ・VFO A/B と も ) 


ギー パッ ド | バン ド (MHz) 初期 設定 (モー ド ) 


1.810.00 MHz (LSB) 


14.100.0 MHz (USB) 


3.550.00 MHz (LSB) 


18.100.0 MHz (USB) 


4.63 MHz (USB) 非常 骨 人 専用 


1.100.0 MHz (USB) 


7.050.00 MHz (LSB) 


g4.900.0 MHz (USB) 


10.100.0 MHz (USB) 


28.100.0 MHz (USB) 


に に 


ら . 基本 の 使い 方 
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B. 周波 数 変更 
DX-SHS9 に は ダイ ヤル で 周波 数 を 合わ せる VFO モー ド と 、 予 め 登録 し た 周波 数 を 呼び 出し 
て 使う メモ リー モー ド が あり ます (P.53)。 


VFO A と 日 を 選ぶ 


VFO モー ド に は VFO A と VFO B が め わり 、 そ れ ぞ れ 異 な っ た 周波 数 や 機能 を 設定 し て 使い 分 
ける こと が で きま す 。 

ら つ の バン ド 間 や 、CW バン ド と 音声 バン ド 間 を 素早 く 切 り 替 えて 運用 する の に 便利 で す 。 
[FUNC] キー を 押し た あと で [1] キー を 押す 操作 を 繰り 返す ご と に 、VFO A と VFO B を 切り 
換え られ ます 。 


チュ ー ニ ング ダイ ヤル 


・ ダイ ヤル を 時 計 方 向 へ 回 す と 周波 数 が 上 が り ま す 。 
・ ダイ ヤル を 反 時 計 方 向 へ 回 す と 周波 数 が 下がり ます 。 


注 : SSB、CW モー ド で は 、10 Hz ステ ッ プ で 1 回 転 500 Hz、AM、FM モー ド で は 100 Hz ステ ッ プ で 
1 回 転 5 kHz 可変 し ます 。 


[人 4 / マ ] キー (また は マイ クロ ホン の [UP/DOWN] キー) 


1. [IM/KHz] キー を 押し て カー ソル を 希望 の 位置 まで 移動 させ ます 。 


の . 「[ ム ] キー を 押す と 周波 到 が 上 が り ま す 。 
[] キー を 押す と 周波 数 が 下がり ます 。 


・ 周波 数 ステ ッ プ の 初期 設定 は SSB、CW モー ド で は 0.1 kHz、AM モー ド は 
1 kHz、FM モー ド は 2.5 kHz で す 。 セ ッ ト モ ー ド で アッ プ ダ ウン キー 使用 時 の 周 
波数 ステ ッ プ を 変更 で きま す が 、 ダ イヤ ル 操 作 時 の ステ ッ プ は 固定 で 変更 で きま せ 
ん 。 

・ モー ビル 運用 時 な ど 、 振 動 等 で ダイ ヤル が 動い て 周波 数 が 変動 する こと が あり ます 。 
これ を 防ぐ た め に 、[O_-+] キー で ロッ ク 幾 能 を 使う と 便利 で す 。(P.70 参照 ) 
ロッ ク 状 態 で も 、[ 4 /〒 マ ] キー と RIT 機能 で は 周波 到 を 可変 で きま す 。 


参考 : DX-SR9 は 現代 の HF 帯 トラ ン シ ー バ ー と し て は 最も シン ブル な も の の 一 つ で す が 、 そ れ で 
も 操作 に 慢 れる まで に は 、 若 二 の 練習 が 必要 で す 。 以 下 、 操作 に 慣れ て 頂く た め の コ ツ を ご ど 説 
明 し ます 。 

・ 説明 書 を 読み で 、 お 使い に な る か どう か は 別 と し て 、 必 ず そ の 操作 を 一 度 は お 試し くだ さい 。 
実際 の 運用 中 に 未経験 の 状態 に な っ て 戸惑う こと を 無く す た め で す 。 

・ 探 作 し て いて 説明 寺 と 居 う 動き を し た り 、 状 態 や 設定 が 分 か ら な く な っ た ら 電 源 を 切り 、 
FUNC キー を 押し た まま で 電流 キー を 押し て り セ ッ ト を し て くだ さい 。 

・ 巻末 の 付録 に ある 表 を コピ ー し て 切り と り 、 よ く 見 える 場所 に 偽 い て 運用 する と 便利 で す 。 


ら . 基本 の 使い 方 


チュ ー ニ ング の 線 習 : 
・ AM モー ド で 28.200 MHz 信号 の 受信 を し ます 。 


1 アン テ ナ が 正しく 接続 され て いる こと を 確認 
ます 。 


の . 電源 を 入れ ます 。 


づ 。 VOL ツマ ミ を 回 し て 音量 を 調整 し ます 。 


| 流 : この と き ス ケル チ を 開く よう 、SQL ツマ ミ は 反 
時 計 回 り に 完全 に 回 し まき っ て お きま す 。 


4. MHz 桁 の 上 (アマ チュ アバ ンド 選択 時 の 位置 2 
に 点 減 する ママ ー ク が 出る まで [M/KHz] キー | VeA ュ ! ン 上 Smg し っ 

を 線 り 返し 押し ます 。 今 ガガガ / ガ ガ 
ルリ ルル ルル / 

ち . [UP/DOWN] (また は [ ム / ヤ ] キー) を 使っ Ao リリ ビィ 
て 2 MHz バン ド を 選択 し ます 。 vo 、 レ 施 5mg りう っ # 
7 記 / ガ ガガガ 

た ルリ ルル リル / 

6. 1] kHz 桁 の 上 に 点滅 する ママ ー ク が 出る まで 5 2 
[M/KHz] キー を 繰り 返し 押し ます 。 VoA ON ロン ダブ ィ 
ゴロ / ガ / ガ ガリ ガ 

「 員 ルリ ルルル プル / 


了 ア . [UP/DOWN] キー を 使っ て 周波 数 を 28.2 MHz 
に 調整 し ます 。[M/KHz] キー を も う 一 度 押 す と 
カー ソル マー クマ の 点滅 が 止ま り ま す 。 


8. [MODEH キ ー を 押し て AM モー ド を 選択 し ます 。 


ASc-S 兆 7 
7 


⑨. ノイ ズ が 聞こ えな く な る まで SQL ツマ ミ を 時 計 
回 り に 回 し ます 。 
・ 局 辺 周波 数 を 受信 する 場合 は ダイ ヤル を 回 し 
ます 。 
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2. 基本 の 使い 方 


数 字 キ ー を 使っ た 周波 数 直接 入力 
数 字 キー を 使っ て 、 下 記 の 手順 で 周波 数 を 直接 入力 する こと が で きま す 。 


1 [ENT] キー を 押し 、 数 字 キ ー を 押し て 年 意 の 周波 数 の MHz 数 値 を 入力 し ます 。 
誤っ て キー を 押し て し まっ た 場合 は 数 字 キー 以外 の キー を 押す と り セ ッ ト さ れ 、 初 めか 
ら 入 力 し 直す こと が で きま す 。 
2 の . MHz 桁 ま で の 数 値 を 入力 し た あと で [. ] キー を 押す と 、 そ れ ま で 入力 され た 数 値 が 
- MHz 祐 に シフ ト し ます 。 
3. 1 MHz 以下 の 周波 数 を 入力 し ます 。 
誤っ て キー を 押し て し まっ た 場合 は 数 字 キー 以外 の キー を 押す と リセ ッ ト さ れ 、 初 めか 
ら 入力 し 直す こと が で きま す 。 
作 . [ENT] キー を 押す と 入力 され た 周波 数 が 確定 し ます 。 
MHz 桁 を 入力 し た 後に [ENT] キー を 押す と 、kHz 桁 に 自動 的 に ゼロ が 挿入 され ます 。 
* 数 字 キ ー か ら 周 波数 を 直接 入力 する 際 は 、 自 動 USB/LSB 選択 機能 が 有効 に な っ て 
いて も モー ド は 変わ り ま せん 。 
・ ス ター ト 
手 NT] 
ma 75 す we am 5 す 
「 条 盛 527 0 キー か ら 数 値 を 入力 し 、[ENT] で 確定 し ます 
例 
・ ら 1.035 MHz に 設定 する 場合 
ENT T21 TI11 [OiI31E51 下 NT1 
VaA gm 5# Pe ma 5 wa 坦 Mas けり 5# vek に と 1 
』 チ 了 
に で (の も っ ュ | だ 妥 35 明 
・ フ 05 kFiz (0.705 MHz) に 設定 する 場合 
還 NTH [1 [7] [0 [5} 


・ プ 7 MHz に 設定 する 場合 


上 ENTH [7] EENTI 
wA 器 mm 053 ve 人 5s 5# 
イガ ガガガ 
ーーー -※- (りり りり の 
・ 14.185 MHz か ら 14.750 MHz に 変更 する 場合 
1 [71i51 [ENT 
wa sam り の 59 ww ms 85# 二 s 5f as 05 す 
/ リ / ガ ガオ / ーー sy リル ガ 
内 ロコ リロ リー て ee ーー だ あー ニーk 方 | 一 - 如 放 九 女 


きら 


ら . 基本 の 合い 方 


便利 な 機能 を 使い こなす 


HF 常 で は バン ド 、 + 


変わ り ま す 。 


ー ド 、 さ ら に は 時 刻 や 季節 、 空 中 状態 の 変化 な ど に よっ て 通信 で きる エリ ア が 


この 様 な 状態 の 変化 に 対応 し て 、 快 適 に 軍用 する た め の 幾 能 に つい て ご 説明 し ます 。 


RF (RF ゲイ ン ) /ATT (アッ テ ネ ー タ ー) 


1. 


[RF] キー を 押し て 受信 の ゲイ ン 設 定 を 選択 し ます 。 

iRHF] キー を 押す ご と に 、 下 記 の アイ コン が ディ スプ レイ に 表示 され ます 。 
9 皿 め 主 二 受信 プリ アン プ (10 dB) ON。 い 信号 の 受信 に 効果 的 で す 。 
ER 室 ⑨ 呈 め 還 出 区 時 の 初期 設定 値 で す 。 通常 は この ポジ ショ ン で 受信 し ます 。 
RF204102 アッ テ ネ ー タ ー (10 dB) ON。 受信 信号 の 周辺 に 強い 信号 の 局 が あり 、 


FF20 


注 : 


か 点 り を 受け て 目的 の 局 の 信号 が 聴き に くい と き な ど に 使い ます 。 
アッ テ ネ ー タ ー (0 dB) ON。 強 力 で 安定 し た 信号 の 受信 に 使い ます 。 
記 い 混信 な ど を 除去 し て 、 よ り クリ ア で 快適 な 音 で 受信 で きま す 。 
・ プリアンプ を 使う こと で 、 混 変調 や ノイ ズ の 悪化 な どの 逐 響 が 出る 場合 が あり ます 。 
・10 dB アッ テ ネ ー タ ー を 使う と ホワ イト ノイ ズ の 音 が 高く 聞こ えま す が 、 設 計上 の 理由 に よ 
る も の で 、 不 雇 合 で は あり ませ ん 。 


AGC (自動 利得 制御 回 路 /Automatic Gain Contral) 


・ 強い 信号 と 弱い 信号 が 同じ 音量 で 聞こ える よう に 自動 的 に 調整 し て くれ る 機能 で す 。 
受信 する モー ド に よっ て スズ スロー か が か ファース ト を 切り 換え る 必要 が あり ます 。 


1. 


[FUNC] キー を 押し て [M/KHz] キー を 押す と 、AGOC-S、AGC-F が 交互 に 切り 替わり 


ます 。 


・ AGC-S モード :AGC リ カバ リー タイ ム が 長く 、SSB や AM モー ド に 適し て いま す 。 
・ AGC-F モー ド : AGC リカ バリ ー タ イム が 短く 、CW モー ド に 身 し て いま す 。 


注 : 


AGC 機能 は CW で は ファ ー ス ト 、SSB と AM で は スロ ー に 自動 設定 され て いま す 。 運用 中 は 
ファ ー ス ト ・ ス ロー 間 を 切り 替え る こと が で きま す が 、 無線 機 の 電源 を 切る と 自動 的 に 初期 設定 
に 戻り ます 。 常 に AGC 設定 を 手動 で 選択 し た い 場 合 、 ま た 、 電 源 の ON・OFF 操 作 に 関わ ら ず 
設定 を 保存 し た い 場 合 は 、 セ ッ トモ ー ド の メニ ュー 10(P.Z9) で DFF バラ メー ター を 選択 し て 
くだ さい 。 FM モー ド で は AGC は 動作 し ませ ん 。 


に だ 】 


の .、 基本 の 使い 方 


RIT (Heceiver Incrernental Tuning) 


1 [RIH キー を 押し ます と RIT と RIT 周波 数 が 表 


示さ れ ま す 。 VioA 公 5m と う 
7 ガガガ ガガガ 
7 オ / 4/ 4 リオ / 
NH て ま 


の . HIT ツマミ を 回 し 周波 数 を 調整 し ます 。 
* HIT 機能 を OFF に する と き は 、RIT と TXIT 
の 両方 が 消え る まで [RIT] キー を 繰り 返し 押 
し ます 。 
* [FUNC] キー+ [RIT1H キー で 、RIT ツマ ミ で 
可変 し た 周波 数 を 表示 周波 数 に 加算 し 、RIT 
機能 を 終了 し ます 。 詳し く は 67 ペー ジ の 
RIT/TXIT 機能 を 参 照 し こく だ さい 。 


注 : RIT や TXIT を 常用 し て いる と 、 送受 僧 周波 数 の ズレ に 和 舞 づか な いで 運用 し て し まう こと が あり 
ます 。 
必ず チュ ー ニ ング は この 機能 を 外し て 行い 、 交 信 中 茂 岡 的 に 使っ た 後 は オフ に 戻し て くだ さい 。 
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8 ら . 其 本 の 使い 方 


g.8 送信 する に は 
は じ め に 
ここ で は 送信 の た め の 準備 と 基本 的 な 送信 の し か た を 説明 し ます 。 


手順 
音声 モー ド の 送信 (SSB、AM、FM モー ド ) 
1. アン テ ナ 、 起 源 、 マ イク ロホ ン が 正しく 接続 され て いる こと を 確認 し て くだ さい 。 


の . 電源 を 入れ ます 。 


ざさ. 通常 の 受信 操作 を し て 、「CQ」 を 出す た め の 空 いて いる 周波 数 、 あ る い は 交信 し た い 
相手 局 の 周波 数 を 探し ます 。 


種 。 場合 に より 送信 出力 を 設定 し ます 。(P36) 


イク ロホ ン の [PTT] キー を 押し た まま マイ クロ ホン に 向かっ て 話し ます 。 
TX LED ラン プ ( 赤 ) が 点灯 し ます 。 
話す 声 が 大 きす 補 た り 、 マ イク に 近 す ぎ ぎ た りす る と 、 音 が ひ ず む おこ と が あり ます 。 
マイ ク ゲ イン の 調整 は P.87 を ご 参照 くだ さい 。 


6. 送信 を 終了 する と き は [PTT] スイ ッ チ を は な し ます 。 


モー ルス 信号 の 送信 (CW モー ド ) 
キー イン グ を 開始 する と 自動 的 に 送信 され ます 。 


1. アンテナ 、 電 源 、 マ イク ロホ ン が 正しく 接続 され て いる こと を 確認 し て くだ さい 。 
2. 電源 を 入れ 、 送 信 し た い 周波 数 や 相手 局 を 探し ます 。 

③. 場合 に より 送信 出力 を 設定 し ます 。(P36) 
4 


BREAK-IN (ブレ ー ク イン ) モー ド を 選択 し ます 。(P81 参照 ) 
注 : 初期 設定 は キー イン グ ス ピ ー ド に 自動 邊 着 する セミ ブレ ー ク イン が 設定 され て いま す 。 


らち. キー イン グ を は じ め ま す 。 
TX LED ラン プ ( 赤 ) が 点灯 し ます 。 


人 6. キー イン グ を 終了 する と 同時 に 、 自 動 的 に 送信 完了 し ます 。 
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ら . 基本 の 使い 方 


送信 出力 の 設定 の し か た 


送信 出力 を 選択 する に は 、[FUNC] キー を 押し 、「FUNC] アイ コン が ディ スプ レイ に 表示 さ 
れ て いる うち に [0] キー を 押し ます 。 こ の 操作 を 繰り 返す 毎 に 送信 出力 が 3 段階 で 切り 換わり 
ます 。「S-LOW」 は スー パー ロー 出力 、FLOW」 は ロー 出力 で す 。HIGH (人 ハイ) パワー 出力 
の 時 に アイ コン は 表示 され ませ ん 。 


* 貼 テ LOW * S-LOW 
(表示 な し ) | 
各 モ ー ド の 出力 設定 
SSB. CW. FM 較 
LOW 
S-LOW 
AM Hi 
Low 
IS-LOw 


参考 : 温度 が 6OC (内 部 濃度 ) に 達する と ファ ン が 回 り 、BOC に 達する と 出力 が 509% 下がり ます 。 
内 部 温度 が 下がる と ファ ン が 停止 する か HIGH 出力 に 戻り ます 。 
スピ ー チ コン プレ ッ サ ー: トー ク バ ワー を 上 げ 、 メ リハ リ の きい た 力強い 送信 が で きま す 。 
詳し く は セッ トモ ー ド メニ ュー 19 (P83) を 参照 し て くだ さい 。 - 


・ TXIT (Transmit incremental Tunin 挟 ) 機能 
* TFTXIT」 アイ コン が 表示 され る まで [RIT] キー を 繰り 返し 押し ます 。 HIT ツマ ミ で 土 12 kHz 
の 範囲 で 周波 数 を 可変 し ます 。 
* [TXIT/RHT」 アイ コン が 表示 され て いる 際 は 送受 信 周 波数 と も に 微 調整 で きま す 。 
詳細 は P.67 を 参照 し て くだ さい 。 


VoA 位 5a うす 
7 ガ 7 ガ ガガガ 
7 ルル リル / ル リル / 


0 4 
た デミ ミミ です ます ] m+ まつ 
た 


・ オフ バ ンド 表示 : 
アマ チュ アバ ンド 以外 で 送信 操作 を し て も 、OFF 表示 が 出 て 送信 し ませ ん 。 
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ら . 基本 の 使い 方 


どら.3 SSB 運用 


は じ め に 
SSB (Single Side Band) は 、HF 帯 の 音声 通信 に 用 いら れ て いる な か で 最も 一 般 的 な 電波 形式 で す 。 


手順 


注 : アン テ ナ 、 電 源 、 マ イク ロホ ン が 正しく 接続 され て いる こと を 確認 し て くだ さい 。 


1. 電源 を 入れ ます 。 

の. 運用 し た い ア マチ ュ ア バン ド を 選び ます (P29 
参照 )。 

き 。 SSB モー ド に は USB (UpperSide-Band) と 663 ! 
LSB(Lower-Side- Band) の 2 種類 が あり ます 。 1] ""A Em し ーッ 
初期 状態 で は 、 選 択 さ れ た バン ド に 合わ せ て 7 ガオ ガガガ 
LSB か USB が 、 自動 的 に 選択 され ます 。 ) リル ルル リル リル / 
USB/LSB 自動 選択 機能 を DFF に する と 、 電 Ss 
源 を 入れ た 時 に 前 回 最後 に 使っ た 方 の SSB と 


モー ド で 起動 し ます 。 


注 : 本 機 の スケ ル チ 回 路 は 8 メー ター レベ ル に よっ て 動作 し て いま す の で 、SSB モー ド で AGCF 
モー ド が 選択 され て いる 場合 、 信号 の 強 さ に よっ て は スケ ル チ が か か る こと が あり ます 。 AGC-F 
で は な く AGO-S モー ド の 使用 を お 勧め し ます 。 


竹 。 交信 する 周波 数 を 探し ます 。 


・ その 周波 数 が 他 の 局 に 使用 され て いな いか が 、 
必ず 確認 し て くだ さい 。 
この と き 、FIT 機能 よ オ フ に する か 、 ゼ ロロ 位 
置 で め る こと を 確認 し ます 。 

・ この と き 、 交 信 前 に HIT ツマミ を 必ず も と の 
位置 に 戻し て お きま す 。 


に ア 4 


ら .、 基本 の 使い 方 


。 マイ クロ ホン の [PTT] キー を 押し た まま マイ ク 


ロホ ン に 向かっ て 話し ます 。 


TX LED ラン プ ( 赤 ) が 点灯 し 、 声 の 強 さ に 応 
じ て 、RF メー ター が 振れ ます 。 


注 : 話す 声 が 大 きす ぎ た り 、 マ イク ロホ ン と の 下 離 が 
近 す ぎ た り する と 、 音 が 窒 ん だ り 、 明 上 度 が 悪 


な っ た り し ます 。 


6. マイ クロ ホン の [PTT] キー を は な し 、 相 手 局 の 


革 号 を 受信 し ます 。 


ら .4 SSB 運用 の た め の 実 践 運用 テク ニッ ク 


伝搬 状態 の 悪化 や 混信 な ど 、 運 用 中 に は いろ いろ な 状況 に 出会い ます 。 
この よう な と き に 少し で も 快適 に 通信 する た め の 便 利 な 機能 に つい て 、 以 下 使い 方 を ご 説明 し ます 。 
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混信 (QRM) に 対応 する 
1: IF シフ ト 機 能 を 使う 


受信 周波 数 を 動か さす 通過 帯域 を 移動 させ る こと で 混信 を 軽減 で きま す 。 


IF SHIFT ツマ ミ を 時 計 回 り 、 半 時 計 回 り に 回 し て 聞き や すく な る よう 調節 し ま 


使用 後 は セン ター 位置 に 戻し ます 。 
ら : フィ ルター を 使う 


wl 


[FUNC] キー を 押し 、[RF] キー を 押し ます 。 ナロー フィ ルター の 動作 状態 を 示す 「Narl の 文 


字 が ディ スプ レイ に 表示 され ます 。 


同じ 動作 を 繰り 返す と ワイ ド 側 に 戻り ます 。 近 接し た 周波 


数 の 局 の か ぶり を 軽減 で きる こと が あり ます 。 


3: RF アッ テ ネ ー タ ー を 使う 


「 バ サバ サ 」 と いう ノイ ズ を 感じ る 時 は 、 信 号 が と て も 強い 局 の 影響 が 原因 に な っ て いる 場合 


が あり ます 。 


アッ テ ネ ー タ ー で 受信 感度 を 低く する こと で この よう な か ぷり を 低減 出来 る こと が あり ます 。 
[HF] キー を 押し 、 任 意 の レベ ル で アッ テ ネ ー タ ー を 動作 させ ます 。 


ら . 基本 の 使い 方 


コン ディ ショ ン 低 下 に 対応 する 
交信 中 、 祖 手 局 の 信号 が 弱く な っ て きた り 、 強 く な っ た り 弱 く な っ た り を 繰り 返し た りす る と き は 、 
以下 の 機能 を 使い ます 。 

1: RF プリ アン プ を 使う 

[10] が 表示 され る まで [HF] キー を 繰り 返し 押し ます 。 

受信 感度 を 上 げ て 弱い 信号 を 聞き や すく し ます 。 

ら : AGC-F モー ド を 選択 する 


SSB モー ド は 通常 AGC-S で 受信 し ます が 、 近 くに 強力 な 電波 や ノイ ズ が あり 、 そ の 人 強弱 で 
感度 が 抑え られ て いる 状態 (感度 抑圧 ) で は 、AGC-F の ほう が 聞き や すく な る こと が あり ます 。 
[FUNC] キー を 押し 、[MHz] キー を 押す と ディ スプ レイ に 「AGC-F」 と 表示 され ます 。 

同じ 操作 を 繰り 返す と ら 側 に 戻り ます 。 


周波 数 の ズレ て いる 局 に 対応 する 

交信 中 、 周 波数 が ずれ た り 安 定 し な い 局 (QRH 状態 ) と 交信 する に は 、RIT を 使っ て 自 局 の 送信 周波 
到 を その まま 保ち な が ら 相 手 局 の 送信 周波 数 に 合わ せま す 。 ダ イヤ ル を 使う と 自分 まで 周波 数 ズレ を 
起こ し て 、 近 隣 の 局 に 妨害 を 与え る 原因 に な り ま す 。 


RIT 機能 を 使う 


[RIT] キー を 押し て 、RIT ツマ ミ を 回 し て 受信 周波 数 に 合わ せ 調 整 す る 。 
・HIT 機能 で は 自 局 の 送信 周波 数 は その まま で す の で 、 交 信 相 手 局 に 影響 を 与え ませ ん 。 


パイル アッ プ 状 態 で の 通信 


スピ ー チ コン プレ ッ サ ー 機 能 を 使う と 、 声 の 弱い 部 分 を 増幅 し て SSB モー ド 時 に 平均 出力 を 上 げ る 
こと が で きま す 。 


参考 ・ バイ ル ア ッ プ と は 、 た くさ ん の 局 が 同時 に 1 局 を 呼ん で いる 状態 を 寺 い ます 。 
スピ ー チ コン プレ ッ サ ー を 使う 
セッ トモ ー ド で スピ ー チ コン プレ ッ サ ー を ON に し ます (P83 参照 ) 。 


注 : 全 鐘 状態 が 上 い と き や パ イル アッ プ の と き に 有利 で す が 、 歪み や すく キン キン し た 再 に 関 こえ る の で 、 党 
用 は 避け る こと を お 勧め し ます 。 リ ニア アン プ 使 用 時 は お 使い に な ら な いで くだ さい 。 
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2. 基本 の 使い 方 


ら .5 AM の 運用 


1. 
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[MODE] キー を 押し て AM モード を 選択 し ます 。 


バン ド プ ラン を 参照 し て 、AM が 使わ れ て いる 
周波 数 に 合わ せま す 。 

送信 前 に 、 そ の 周波 数 が 他 の 局 に 使用 され て い 
な いか 確認 し て くだ さい 。 


[PTT] キー を 押し た まま マイ クロ ホン に 向かっ 

て 話し ます 。 

IX LED ラン プ ( 赤 ) が 点灯 し ます 。 声 の 強 さ 

に 応じ て 、RF メー ター が 振れ ます 。 

注 : 話す 声 が 大 きす ぎ た り 、 マ イク ロホ ン と の 距離 が 
近 す ぎ た り する と 、 音 が 牌 ん だ り 、 明 隊 度 が 悪く 
な っ た り し ます 。 


マイ クロ ホン の [PTT] キー を は な す と 、 受 信 に 
移り ます 。 
注 : ・AM モ ー ド は 他 の モー ド よ り 送 信 出 力 が 小さ く 
な っ て いま す (PS36 参照 )。 
・ ス ピー チコ ンプ レッ サー を 使用 する と 、 メ リハ 
り の きい た 音質 が 得 ら れ ま す 。(P83 参照 
・ ナ ロー フィ ルター と IF SHIFT ツマ ミ を 合わ せ 
て 使え ば 、 混 信 を 軽減 で 寺 ま す (PF64 参照 )。 


ーー コガ 
太 ガル 


0 <0 62 


12345S67a9 


ら . 基本 の 使い 方 


ら .6 放送 の 受信 の し か た 
は じ め に 


中 波 放 送 や 短波 放送 を 受信 する 手順 に つい て ど ご 説明 し ます 。 
ここ で は カー ソル を 使っ た 受信 方 法 を ご 説明 し ます 。 


Go ペー ジ で ご 説明 し た よう に 、 数 字 キ ー を 使っ て 周波 数 を 直接 入力 する こと が で きま す 。 
例 : フ 7.100.000 MHz か ら 中 波 放送 670 kHIz (0.670 MHz) に 切り 替え て 受信 する 。 


1.。 1 KHz 台 の カー ソル が 点 減 す る まで M/KHz 
キー を 何 度 が 押し ます 。 


の . 100 KHz 台 が 6 に な る まで ムキ ー を 押し ます 。 


3③. 再度 M/KHz キー を 押し て カー ソル の 点滅 を 止 
め ま す 。 


人 4。 [ヤマ ] キー を 押し 続け 、10 kHz 台 、1 kHz 台 に 
70 を 束 示 させ ます 。3 秒 以 上 押し 続け る と ス 
テッ プ が 高速 に な り ま す 。7.670.00 の 表示 に 
合わ せま す 。 


5。 1 MHz 台 の 上 に 点 減 す る マーク が 出る まで 
IM/KHz] キー を 繰り 返し 押し ます 。 


VroA 本 リン ゴー 
7 ガ ガ 7 多 オガ 


0 49 
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ら . 基本 の 使い 方 


し 


6. 1 MHz 台 に 0 が 表示 され る まで [ マ \] キー を 繰 
り 返 し 押し ます 。 
了 . [MODE] キー を 押し て AM モー ド を 選択 し ます 。 


注 : 【M/KHz] キー 操作 で 初め に MHz 台 の 数 値 を 選 
択 す る こと も で きま す が 、 周 波数 に よっ て は 、 周 
波数 使用 区 分 と の 関係 で MHz 台 の 0 が 表示 され 
な い 場 合 が あり ます 。 こ の よう な 場合 は 、100 
kHz 台 和 を 先 に 入力 し て くだ さい 。 


AGC: 


こら: 
20/ 


/ 鍛 


ら . 其 本 の 使い 方 


ら . プ FM の 運用 
は じ め に 


FM (Frequency Modulation) は 、 雑 音 に 強く 高音 質 な モー ド で す 。 
HF 帯 で は 29 MHz で の み 、 運 用 が 許可 され て いま す 。 バ ンド プラ ン を 守っ て 運用 


1 暫 用 し た い バ ンド を 選び ます (P29 参照 )。 
注 : 本 機 の FM は ナロー (2.5 kHz) 仕様 で す 。 


し て くだ さい 。 


グ の.。 [MODE] キー を 押し て FM モー ド を 選択 し ます 。 
VoA 


IFF2C4-04| 


と 
すす 


go5gG 誠 


23456 了 8 


29 0 60 
* 


づ ③.。 スケ ル チ レ ベル を 調整 し ます 。 


- 注 : スケ ル チ レ ベル が 高 すぎ る と トラ ン シ ー バ ー が 
- い 信号 を キャ ッ チ する こと が で きま せん 。 


4. 交信 する 周波 数 に セッ ト し ます 。 
注 : ・ 送 信 前 に 、 その 周波 数 が 他 の 局 に 使用 され て いな いか 確認 し て くだ さい 。 


・ 周波 数 を 合わ せる 際 に は 、 ダ イヤ ル よ り も [人 / マ ] の 方 が 便利 な 場合 が め り ま す 。[ ム / マ ] 
キー の ステ ッ プ 幅 は セッ トモ ー ド (P フ 4 参照) で 選択 する こと が で きま す 。 


らち.。 マイ クロ ホン の [PTT] キー を 押し た まま マイ ク 
ロホ ン に 向かっ て 話し ます 。 
TX LED ラン プ ( 赤 ) が 点灯 し ます 。 


6.。 マイ クロ ホン の [PT T] キー を は な す と 、 受 信 に 
戻り ます 。 
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2、 其 本 の 使い 方 


らら.8 レビ ー タ ー 運 用 (クイ ッ ク オ フ セ ッ ト ) 


は じ め に 


ここ で は レビ ー タ ー 局 へ の アク セス 方 法 を 説明 し ます 。 


* レ ビー ター の よう に オフ セッ ト 方 向 と 幅 が 決ま っ て いる 運用 に は この 方 法 が 適し て いま す 。 


* DX ペデ ィ シ ョ ン 局 の スプ リッ ト 軍 用 に は 、P.4 プ の 「 ス プリ ッ ト 四 用] の 、VFO の A と B を 切 


り 共 える 方 法 が 適し て いま す 。 


例 受信 (ダウ ン リ ンク ) に 29.540 MHz を 使う 中 継 局 に アク セス する 。 


。 [MODE] キー を 押して FM モー ド を 選択 し ます 。 


1 

2 の. スケ ル チ レ ベル を 調整 し ます 。 

さき ③.  VFO A で 89.640 MHz に セッ ト し ます 。 
4 


。 トー ン エ ンコ ー ダ ー が 必要 な 場合 は [FUNC] 
キー を 押し 、[4] キー を 押し ます 。 
右 下 に [T] が 表示 され ます 。 
適切 な トー ン 周 波数 を 選択 し ます 。(P83 参照 ) 


VoA 


っ 2 9 go 
234 SG75S 


与 . [FUNC] キー を 押し 、[51 キ ー を 押し ます 。 


95122 


ょ オガ 
#6 


SPLIT アイ コン が ディ スプ レイ に 表示 され ま 
す 。 


6. [FUNC] キー を 押し 、[Z] キー を 押し ます 。 
[ ャ ] キー を 長く 押す か ダイ ヤル を 使っ て | va SPLT ED ED 


FM 


「 ト 0.100.00」 を 選択 し ます 。 [M/KHz] キー、[ 人 4 


了 ア . [PT キー を 押し た まま マイ クロ ホン に 向かっ 
て 話し ます 。 Vo B SpLT EDgD 


8. [PTT] キー を は な す と 、 受 信 に 戻り ます 。 


ら . 其 本 の 使い 方 


ら .9 CW の 運用 


モー ルス 符号 を 使用 し て 通信 する モー ド で 、 実際 の 運用 に は 別途 縦 振れ 電 鍵 や 内 蔵 の エレ キー を 操作 
する た め の バ パドル を ご 用 意 く だ さい 。 


手順 
注 : アン テ ナ 
1. 
2. 
3. 
4. 


、 電 源 、 第 級 ま た は エレ クト リッ クキ ー ヤ ー が 正しく 接続 され て いる こと を 確認 し て くだ さい 。 


[MODE] キー を 所 し て CWL か CWU モー ド を 5 
選択 し ます 。 VeA mp 部 すし が 
、CWL モー ド で は 受信 が USB (上 倒 波 帯 ) か | -』 / ガリ ガ / ガ / ガ / ガ 
ら LSB ( 下 倒 波 辻 ) へ と 切 0 待ち り ま す 。 1 し ナリ 7 の の と / 
・ CWU モード で は 受信 が LSB ( 下 便 波 淀 ) か た 
ら USB (上 仙波 帯 ) へ と 切り 替わり ます 。 
CWL/CWU を 選択 する こと で 、 混 信 を 回 避 
で きる こと が あり ます 。 


交信 する 周波 数 に セッ ト し ます 。 

・「[HF] キー を 押し 続け る と 送信 周波 数 を サイ ド ト ー ン で モニ ター で きま す 。 
[RF] キー を 1 秒 以上 長く 押し た 状態 で 、 キ ー ダ ウン し 、 サ イド トー ン と 交信 し た い 
局 の 受信 斉 が ゼロ ビー ト に な る よう に ダイ ヤル 操作 を し て くだ さい (ゼロ イン 操作 ) 。 


注 : ・ サ イド トー ン は セッ トモ ー ド で 400 一 1000 Hz を 50 Hz ステ ッ プ 組 で 選択 する こと が で 
きま す 。 
・ CW 交信 を する 際 に は 、 交 信 し た い 局 の 信号 と ゼロ イン し て くだ さい 。 
・ CW モー ド で は 、 操作 に 慣れ る まで スケ ル チ ツ マミ を 反 時 計 回 り に 完全 に 回 し きっ て 運用 する 
こと を お 勧め し ます 。 


キー イン グ を は じ め ま す 。 
注 ・ 本 機 に は フル ブレ ー ク イン と セミ ブレ ー ク イン が あり ます 。 セ ミ ブ レー クイ ン で は 自動 的 に 送信 
か ら 受 信 に 戻る ディ レイ タイ ム を 設定 する オー トモ ー ド を 含む 8 段階 の 設定 か ら 選 択 で きま す 。 


キー イン グ 終 了 で 受信 に も どり ます 。 

サイ ド ト ー ン の 音量 調整 は P88 を 参照 し こく だ さい 。 

送信 (実際 に 電波 を 出さ すず に ) サイ ド ト ー ン を 聞き た い 場 合 、 セ ッ ト モ ー ド 20 で 
PTTL-ON に し ます 。 
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2. 基本 の 使い 方 


ら .10 CW 運用 の た め の 実 践 テク ニッ ク 


SSB の 項目 で ご 説明 し た 混信 軽減 幾 能 の 他 、CW モー ド で は BFO リバ ー ス 機能 を 使っ うと 聞き や すぐ 
な る こと が あり ます 。 


・ BFO リバ ー ス 機能 を 使う 


受信 時 、CWU な ら CWL、CWL な ら CWU に モー ド を 切り 替え て 受信 し ます 。 相 手 局 と ゼロ イン 
状態 の と き は 、 CWU、 CWL を 切り 百 え て も 受信 音 、 送信 周波 数 は 変化 し ませ ん 。 詳し く は 67 ペー 
ジ を 参照 し て くだ さい 。 


バイ ル ア ッ プ や コン テス ト な ど 、 テ キ パ キ し た QSO を する に は フル ブレ ー ク イン 還 用 が 適し て い 
ます 。 


・ ブル プレ ー ク イン モー ド で 運用 する 


フル ブレ ー ク イン と は 、 キ ー イ ング 時 の み 送 信 し 、 ス ペー ス 時 は すばやく 受信 に 戻る た め 、 ス ペー 
ス 則 で 信号 が 受信 で きる メリ ッ ト が あり ます 。 運 用 する 場合 は セッ トモ ー ド で フル ブレ ー ク イン モー 
ド を 選択 し て くだ さい 。(P81) 

リニア アン プ を 使用 され 、 フル ブレ ー ク イン (QSK) 対応 で な い 場 合 は セミ ブレ ー ク イン に 戻し ます 。 
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2. 基本 の 使い 方 


ら .1 1 スプ リッ ト 運 用 


は じ め に 


パイ ル ア ッ プ に な る DX ペデ ィ シ ョ ン 局 は 、 し ば し ば 受信 周波 数 と 送信 周波 数 と を 別 の 周波 数 に 設定 
し て 運用 し ます 。 


また 、 周 波数 割り 当て が 日 本 と 異な る 地域 と 交信 する 時 に も 送受 の 周波 数 を 別に する 必要 が あり ます 。 


これ を スプ リッ ト 、 ま た は 、 た すき がけ と いい ます 。 ス プリ ッ ト 機 能 は VFO A と VFO B に 設定 し た 
送受 信 周 波数 を 自動 切り 替え する 運用 で す 。 


参照 : スプ リッ ト と クイ ッ ク オ フ セ ッ ト は 同じ よう な 用 途 に 用 いら れ ま す 。 
どちら を 使っ て も 送信 と 受信 の 周波 数 を 別々 に 設定 する こと が で きま す 。 


手順 


例 : 受信 周波 数 を 7.270 MHz に 、 送 信 周 波数 を 7.070 MHz に 設定 し て 運用 する 


1. 


2. 


[FUNC] キー を 押し 、[1] キー を 押し て VFO B 


を 選択 し ます 。 Vo B | と 呈す 
ガガガ 7 ガガガ 
VFO B に 送信 周波 数 を セッ ト し ます 。 ルリルリ / 
参照 : バン ド を また ぐ 、 例 えば 3.5 MHz で 受信 、 で ミミ オナ ミナ NM 
7 MHz で 送信 も 設定 で きま す 。 

[FUNC] キー を 押し 、[1] キー を 押し て VFO A スズ 際 

を 選択 し ます 。 次 に VFO A で 受信 し た い 周 波 | V“^ SPLT 叶 め 5 し 上 コ ィ 

数 を 設定 し ます 。 0 了 ガ / ガ / ガ 
/ 古 還 / 2747 2」 

[FUNC] キー を 押し 、[51 キー を 押し ます 。 EE に と 

SPLIT アイ コン が ディ スプ レイ に 表示 され ま 

す 。 


PTT を 押す と 日 側 の 周波 数 で 送信 し ます 。 スプ リッ ト 運 用 を 終わ る に は 、 再 度 [FUNC] 
キー を 押し ます 。 
注 : ・ 受 信 中 に [RFI キー を 長押 し する と 送受 信 周 波数 側 を モニ ター で きま す 。 
と の と き ダ イヤ ル で 送信 周波 数 を 変更 する こと が で きま す 。 何 が キー を 押す と 終了 し ます 。 
・[FUNC] キー を 押し 、[2] キー を 押す と 表示 VFO (A また は B) の デー タ 内 容 を も う 一 方 の 
VFO に 転送 する VFD イコ ー ル 機能 を 使う と 素早 く A/B 両方 の 状態 を と ら え ら え る の で 、 ス 
プリ ッ ト 設 定 する と き に 便利 で す 。 
・ ク イッ クオ フ セ ッ ト 「(P42) 機能 よ 、 バ イル アッ プ 状 態 で 交信 相手 局 が 「20 KHz アッ プ 」、 
「30 kHz ダウ ン 』 な どの 指示 を じ て く る 時 に チュ ー ン し や すい と 感じ る こと が あり ます 。 状 
況 に 合わ せ て お 試し くだ さい 。 


人 4 フ 


の . 工 本 の 使い 方 


ら .1 ら 8 デー タモ ー ド の 運用 
DX-SH9 は 、 サ ー ド パー ティ が 提供 する ソフ ト を 使っ て HTTY.SSTV.PSK31 な どの 文字 や 画像 通信 を す 


る た め の イ ンタ ー フ ェ ー ス 回 路 が 搭載 され て いま す 。 市 販 の オー ディ オケ ー ブ ル 8 本 と パソ コン 、 ソ フト ウ 
エア が 必要 で す 。 


サウ ンド カー ド の 
LINE-IN 端子 へ 
Wei LIM 
00 Sv 
サウ ンド カー ド の PC 


LINE-OUT 端子 へ 


MOD 端子 へ 


市 販 の 3.5 mm の ステ レオ プラ グ オ ー デ ィ オ ケー ブル 


1.P.74 の セッ トモ ー ド を 参照 し て 、 メ ニュ ー ら 5「 デ ー タ VOX 設定 ] で 「DVOX-ON」 を 選択 し ます 。 
ら . ソフ トウ ェ ア の 操作 方 法 に 従い ます 。 5 


ご 注意 : 

・ 弊社 で は DX-SRS の 設計 時 、JE3HHT 森 氏 が 制作 され た ソフ トウ エア -「MMVARI] で PSK31 の 送受 
信 動 作 を 検証 し まし た 。 

・ ソ フト の 動作 、 使 い 方 、 イ ンス トー ル 方 法 な ど は 弊社 で は 一 切 サ ポー ト 致 し か ね ます 。 
ご 不明 な 点 は ソフ トウ エア や ユー ザー グル ー プ の サイ ト を 参照 し てく だ さい 。 


* 音 声 モ ー ド 運用 中 は DVOX-ON 表示 が 京 減 し 、 変 調 が 歪み ます 。 音声 モー ド を 運用 する 前 に 必ず セッ トモ ー 
ド で DVOX-OF を 選択 し て くだ さい 。 

* 入 力 に は 必ず LINE-IN ポー ト を 使用 し て くだ さい 。MIC ボー ト で 代用 する こと は で きま せん 。 
お 使い の コン ピュ ー タ ー に LINE-IN ポー ト が な い 場 合 は 外 付 け の USB サウ ンド カー ド を 使っ て くだ さい 
サウ ンド カー ド は 高 性 能 な も の で な いと 動作 し な いこ と が あり ます 。 

* デ ジタル 通信 モー ド に よっ て は 本 製品 の 変調 特性 上 、 ご 使用 に な れ な いも の が 出 て くる 可能 性 が め り ま す 。 
本 製品 は 、 こ の よう な SDH (パソ コン と 第 三 者 が 制作 する ソフ ト を 使っ た ) 2 UN 
の 互換 性 を 保証 する も の で は あり ませ ん 。 動作 し な い 場 合 で も その 責 は ご 容赦 くだ さ 
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ら . 基本 の 使い 方 


ら .13 SDR の 運用 


SDH (software-defined radio) シス テム と は 、 通 常 は 無線 機 に 実装 する フィ ルター や 変調 器 な どの 回 路 を 
コン ピュ ー タ ー の DSP 処理 で 代行 し て 行う 遥 信 と その ソフ トウ エア 、 適 信 機 器 や ハー ドウ エア の 総称 で す 。 
DX-SR9 の SDR モー ド を 使え ば 、 ハ ー ド ウェ ア に は 搭載 され て いな い DSP や フィ ルター 機能 が 使え る よ 
うに な り ま す 。 

商社 で は K.G 氏 が 制作 され た ソフ トウ エア 「KG-TRX」 を 娠 準 SDR プロ グラ ム と し て 採用 し て いま す 。 ほ 
か の SDR ソフ ト で は 周波 数 変更 操作 な ど が 対応 せ すず 、 お 使い に な れ ま せん 。KG-TRX 以外 の ソフ ト に つい 
て は サポ ー ト の 対象 外 と させ て いた だ きま す 。 


SDH 運用 に 必要 な バ ソ コン の 要件 : 最低 限 の 条件 で す 。 

0S : Windows Vista、Z、8 の いずれ か 

CPU : Intel Core 15 2.4 GHz 以上 

メモ リー: ら 6GB 以 上 

モニ ター : 1024 X 768 ピク セル 、S32bit カラ ー 以 上 

サウ ンド カー ド : 48 kHz 16bit ステ レオ 再生 ・ 録 音 、 サン プリ ング 可 

マウ ス : セン ター ホイ ー ル つき の 高速 制御 仕様 

マイ ク & ス ピー カー : で きる だ け 高 品質 な も の 

* 敵 社 で は 設計 時 、Creative 社 製 Sound Blaster シリ ー ズ の サウ ンド カー ド で 動作 を 検証 し まし た 。 

*SDR 運用 で は パソ コン と その 接続 機器 の 性 能 や 品質 が 、DX-SH8 の 性 能 に と っ て 代わ り ま す 。 た と えば 変調 音 が 
悪い 、 と レポ ー ト され た ら 無 線 的 を 疑う 前 に パソ コン の 設定 や マイ ク を 変え て みる よう な 京 失 を 個 け て くだ さ も し 。 


DX-SR9 


00 爺 00000000000000 
000 


SD 0 


USB 端子 へ 
CLONE 端子 へ 
3 mm= = 本 横 。 r> サウ ンド カー ド の 
市 販 の 3.5 mm の LINE-OUT 敵 子 へ 
AE ステ レオ プラ グ オ ー デ ィ オ ケー ブル 
サウ ンド カー ド の 
LINE-IN 端子 へ 


IQ 間 子 へ 


SDH モー ド へ の 切 り 替え : 
1. [MODE1 キー を 押し て FM モー ド を 選択 し ます 。 
g. IFUNC] キー を 押し た 後に も う 一 度 [IMODE] キー を 押し ます 。 SDR と ディ スプ レイ に 表示 され ます 。 
3. 同じ 動作 を 繰り 返す と FM モー ド に 戻り ます 。 
4. ソ フト ウェ ア の イン スト ー ル 、 設定 、 操 作 に つい て は ソフ ト に 付属 する 説明 書 を よく お み くだ さい 。 


[注意 1 

・ SDR モー ド 運 用 中 、 本 幾 の 制御 は すべ て バ ソ コン の ソフ トー 上 で 行い ます 。 受信 音 は パソ コン の スピ ー カ ー か ら 聞 
こえ 、 マ イク は パソ コン に つない だ も の を 使い ます 。 

TX-SDR ソフ トウ ェ ア は 弊 社 で 実験 を 行い 動作 を 確認 し て お り ま す が 、 す べ て の パソ コン で の 互換 性 を 検証 し て 
保証 する も の で は あり ませ ん 。 ま た 、 お 使い の コン ピュ ー タ ー で の SDR ソフ ト の イン ス トー ル や 設定 、 便 用 方 法 
に つい て の ご 賢 問 に は お 答え で きま せん 。 何 卒 ご で 了承 くだ さい 


* 


SDR ソフ ト の ダウ ン ロ ー ド : 
弊社 電子 事業 部 ホー ムペ ー ジ : http://www.aHnco.coJp/division/electron/index.html > ダウ ン ロ ー ド 
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3. メモ リー チャ ン ネ ル 機 能 


3.1 基本 
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本 機 に は メモ リー バン ク を 3 つ 搭 載 し て いま す 。 各 バ ンク に は メモ リー チャ ン ネ ル が 200 あり 、 合 
計 600 チャ ン ネ ル を 使う こと が で きま す 。 受 送信 の 周波 数 や 運用 モー ド な どい ろ い ろ な 項目 が 登録 
で きま す 。 ] 


メモ リー で きる 設定 や 機能 


メモ リー 基 号 00 一 198、P1、P8 の すべ て の メモ リー チャ ン ネ ル に 下記 の デー タ が 登録 で 


きま す 。 


・ 送 受信 周波 数 (スプ リッ ト 周 波数 含む) 

モー ド (SSB、CW、FM、AM) 

フィ ルター 設定 (FM モー ド を 除く ) 

・ RF プリ アン プ 、 ア ッ テ ネ ー タ ー の レベ ル (FM モー ド を 除く ) 
・ AGC 設定 (FM モー ド を 除く ) 

ノイ ズブ ラン カー (FM モー ド を 除く ) 

CTCSS トー ン (FM モー ド の み ) 

・ スプリット 設 定 

・ 出力 レベ ル 

・ ス キッ プチ ャ ン ネ ル 設 定 


* 


< 


* 


メモ リー モー ド で の 機能 


メモ リー 運用 時 、 下 記 の 機能 が 使え ます 。 ご 参照 くだ さい 。 
・ メモ リー 周波 数 アク セス 保 唐 機 能 (P75 参照 ) 

・ メモ リー 上 書き 保護 機能 (ピノ 4 参照 ) 

・ メ モリ ーー VFO 転送 機 能 (P55 参照 ) 


3. メモ リー チャ ン ネ ル 機 能 


3. ら 8 メモ リー チャ ン ネ ル の 登録 


例 1: メ モリ ー チ ャ ン ネ ル 登 録 の 基本 (VFO の シン プレ ックス 状態 の 登録 ) 


手順 


例 ・ バ ンク A の メモ リー チャ ン ネ ル 188 に 7.050.00 MHz と LSB を 登録 する 場合 。 


口 は 「 ブ ラン ク ( 空 
くだ さい 。 


登録 し た い メ モリ ー デ ー タ の 設定 


)」 バ ンク の マー ク で す 。 デ ィ ス プレ イ に は 何 も 表 示さ れ ま せん の で ご 注意 


1 VFO モー ド で 登録 し た い 状 態 に 合わ せま す 。 前 ペー ジ を 参照 し て 、 出 力 や RF ゲイ ン 、AGC 


な ど 細 部 まで よく 確か め て くだ さい 。 


度 メ モリ ー し た 状態 は 一 時 的 な 変更 を 除い て 、 メ モリ ー 


と を よく 確認 し て くだ さい 。 


メモ リー チャ ン ネ ル を 選ぶ 


1. 


[FUNC] キー を 押し ます 。 メモリー 番号 が 表示 
され ます 。 

点滅 し て いる 数 字 は 空 寺 チャ ン ネ ル 、 点 条 し た 
まま の 数 字 は すでに 登録 され た チャ ン ネ ル で す 。 


[V/M] キー を 押す と バン クロ (ブラ ンク )、A、 
B と 切り 換わり ます の で A バ ンク を 選択 し ます 。 


[人 4/ マ ] キー か マイ クロ ホン の [UP/ DOWN] 
キー を 押し て メモ リー チャ ン ネ ル 188 を 選択 
し ます 。 188 に 合わ せる に は [1 か [DOWN] 
キー を 使う と 早い で し ょ う 。 


FUNC と ディ スプ レイ に 表示 が 出 て いる 状態 で 
V/M1 キー を 1 秒 以上 長く 押す と ピー と 音 が し 
て 点 減 し て いた 番号 が 消え 、 メ モリ ー 登 録 が 完 
了 し て VFO モー ド に 戻り ます 。 

VFO モー ド か ら 書 き 込ん だ メモ リー を 呼び 出す 
こ は [V/M] キー を 押し ます 。 メ モリ ー チ ャ ン ネ 
ル を 選ぶ に は アッ プ ダ ウン キー を 操作 し ます 。 
詳し く は P.53 を ご 参照 くだ さい 。 


上 記 の 手順 4 で 既に 登録 済み の チャ ン ネ ル を 選 
ん で [V/M] キー を 長押 し する と 、 前 の デー タ が 
消え て 、 新 し い デ ー タ が 上 書き され ます 。 
参考 :・・ ミ ス に よる 上 書き を 防止 する に は 、 セ ッ ト モ ー 
ド メ ニ ュー 01 (PZ4) の 上 書き 保護 機能 を 使っ 
て くだ さい 。 
・ 同様 の 操作 で P1/P2 メモ リー を 選ん で 登録 す 
る と ら つの 周波 数 の 間 を スキ ャ ン す る プロ グラ 
ム ス キ ャ ン が 使え る よう に な り ま す 。 


モー ド か が ら 編 集 す る こと は で きま せん 。 書き込み を する 前 に 、 必 ず 好 み の 状態 に な っ て いる こ 


<20 <o ep 
T 2845 も 7 ま MS 
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3. メモ リー チャ ン ネ ル 機 能 


3.3 メモ リー チャ ン ネ ル に デー タタ を 登録 する 
例 : クイ ッ ク オ フ セ ッ ト 状 態 を メモ リー する 


手順 


例 : 送信 14.275.00 MHz、 受 信 14.250.0 MHz を メモ リー チャ ン ネ ル 59 に 登録 する 場合 。 
※ た だ し 、 ス プリ ッ ト 状 態 は 記憶 され ませ ん 。 


デー タ の 朗 定 
1  VFO A ま た は VFO B に 14.250 MHz を セッ 議 On 
ト し ます (受信 周波 数 )。 VroA 位 5mg リコ ゴ 
7 / デビ し 7 ガ / ガ / ガ 
例 1 の 注意 を 参照 し て 、 午 き 込む モー ド や 設 7 / ルル 
が 正しい か 、 午 き 込み を 行う 前 に 礁 認 し て くだ NAS 
さい 。 
2. [FUNC] キー を 押し 、[5] キ ー を 押し ます 。 5 
SPLIT が 表示 され ます 。 veA spnr 臣 Soa 59 
7 ガ 7 ガリ フリ ガオ ガ 
1 リガ / 中 / ガ イ ) 
③. [FUNC] キー を 押し 、[7] キー を 押し ます 。 
オフ セッ ト の シフ ト 幅 設定 状態 に な り ます 。 
[^/ マ ] キ ー を 押す か ダイ ヤル を 使っ て 
「+0.085.00」 を 選択 し ます 。[M/KHz] キー、 
[人 ム / マ ] キ ー 以 外 の キー を 押し ます 。 ピ ー と 音 
が 出 ます 。 
4. [FUNC] キー を 押し 、[^ /] キー を 押し て メ ーー ベ で レン 
モリ ー チ ャ ン ネ ル 59 を 選択 し ます 。 ンコ ur 起 sp りす 
7 コロ 7 
7 7 し イリ の の の 
FUNC に ) 
5. [V/M] キー を 1 秒 以上 長く 押し ます 。 ピ ー と 音 0 
が し て 登録 が 完了 し ます 。 メ モリ ー 操 作 に つい | we spur 坊 smm りう # 
て は P53 を ご 参照 くだ さい 7/ コ ゴビ 
7 7 た ゴル の の 
* た だ し 、 ス プリ ッ ト 状 態 は 記憶 され ませ ん 。 FUNC 


に 7 


3. メモ リー チャ ン ネ ル 機 能 


3. 人 4 メモ リー モー ド の 運用 
手順 
メモ リー モー ド に する 
1. VM] キー を 押す と チャ ン ネ ル 号 と MEMO ー 
が 表示 され ます 。 0 福 smm は 5 
前 回 使用 し た メモ リー チャ ン ネ ル が 呼び 出さ れ -7 ガ ガオ リガ オガ 
ます 。 ' / リ ワリ コワ の 
注 : メモ リー チャ ン ネ 泌 に 何 も 登録 され て いな い 時 は すう 
メモ リー モー ド に な り ま せん 。 
人 の. バン ク を 選択 する に は [FUNC] キー を 押し た 後 | wwo 2 aecF リガ 
に [1] キー を 押し ます 。 こ の 操作 を 繰り 返す と 人 と 0 ら 
[ ブラ ンク ] 一 [A] 一 [B] の 順に 切り 若 わ り ま 47 が リガ / ガ 
す 。 7 ビリ ロ の の 
参考 : この 操作 で は 、 何 も メモ リー され て いな い バ ン 昌和 
ク は 表示 され ませ ん 。 名 バン ク を 表示 する に は 
必ず 1 つ で も メモ リー チャ ン ネ ル を 登録 し て 
か ら 、 こ の 操作 を し て くだ さい 。 
づ .。 [4 ム / マ ] キー で 任意 の メモ リー チャ ン ネ ル を 選 


択 し ます 。 
参考 :・ デ ー タ が 登録 され て いな い チ ャ ン ネ ル は 表示 さ 
れ ま せん 。 


・V セッ トモ ー ド の 設定 で 、 メ モリ ー に 登録 され 
て いる モー ド や バラ メー ター の 一 時 的 な 可変 
操作 を 許可 する か どう か が 選ぶ こと が で きま す 。 
(P76) 
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3. メモ リー チャ ン ネ ル 機 能 


3.5 メモ リー チャ ン ネ ル の 消去 
個別 チャ ン ネ ル デ ー タ の 消去 
1 . [VM] キ ー を 押し て メモ リー モー ド に 入り ます 。 


2. [4/ マ ] キ ー か マイ クロ ホン の [UP/DOWN] [emo」 lO 
キー を 押し て 消去 し た い メ モリ ー チ ャ ン ネ ル を | ^ に 
選択 し ます 。 

ルイ ルル リル / 


20 40 69 
123<S6769 


3。 FUNC] キー を 押し た あと 、[3] キー を 押し ます 。 wegSi ロ ワー で み , cg 
メモ リー デー タ は 消去 され 、 番 号 が 点灯 か ら 京 | QR 串 Wgpm し コ ェ 
滅 に 変わ り ます 。 7 ガ 2 に ガガガ 
リグ オリ 472/ 2/ 
この 状態 で は デー タ は 元 の まま 表示 され て いま <e 
す が 、 デ ー タ は すでに 消去 され て いま す 。 


2 
123<se78e 


全 メ モリ ー チ ヂ チャン ネ 政 デー タ の 一 括 消 去 (メモ リー リセ ッ ト ) 
メモ リー チャ ン ネ ル の デー タダ を まとめ て 消す 方 法 で す 。 


ご 注意 : 

この 操作 を 行う と 、 メ モリ ー デ ー タ は すべ て 消え て 復旧 する こと は で き な く な り ま す 。 

実行 する 前 に 、 ほ か の リセ ッ ト 操 作 と 勤 違 いし て いな いか 、 よ くど ご 確認 くだ さい 。 
手順 : 
電源 を 切り ます 。 
IM/KHz] キー と [RF] キー を 押し な が ら 電 源 を 入れ ます 。INITIAL と 表示 され 、 数秒 後に 通常 
の 表示 に 戻り ます 。 

参照 : 他 の リセ ッ ト 方 法 に つい て は P90 を ご 参照 くだ さい 。 
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3. メモ リー チャ ン ネ ル 機 能 


3.6 メモ リー デー タ を VFO に 転送 する 
は じ め に 
メモ リー チャ ン ネ ル に 登録 し た 内 容 を VFO に 転 送 で きま す 。 
手順 
例 : VFO A に メモ リー チャ ン ネ ル 06 の デー タ を 転送 する 場合 


1 。 メモ リー モー ド で 、[/〒] キー を 押し て メモ 
リー チャ ン ネ ル 06 を 選択 し ます 。 


人 ク .。 [FUNC] キー を 押し 、[2] キー を 押し ます 。 \T/ し eS 二 
[VFO] アイ コン が 点滅 し て いる 状態 で [A ム / ャ ] TVeA ぞ 中 め sp 湖 
キー を 使っ て 転送 先 と な る VFO A また は B を ロロ イク 4 
選択 し 、[2] キー を 押し て 完了 し ます 。 ルル リル / ル / 
参考 : デー タ を 転送 し て も 、 メ モリ ー チ ャ ン ネ ル 内 の FEPYYEZiouiuui 
デー タ は その まま 保存 され て いま す 。 


3. フ チャ ン ネ ルネ ー ム 登録 機能 
メモ リー チャ ン ネ ル は 周波 数 表示 の ほか に 、 ア ルフ ァ ベ ッ ト と 数 字 、 記 号 を 使っ た 名 前 で 表示 する こ 
と も で きま す 。A  Z、0 … 9 の ほか 、 記 号 を 含め て 最大 で 7 桁 まで 表示 で きま す 。 


1. メモ リー モー ド で 、 名 前 を 登録 し た い チ ャ ン ネ 
ル を 選択 し ます 。 


グ . [FUNC] キー を 押し 、[ENT] キー を 押し ます 。 


づ ③、 [A] が 点滅 で 表示 され ます 。 MEMQ ロコ ees ! 5 す 
NA^ げ ES 四 た づ 
ょ 、 ン 
で we 
人 科 香 邊 

人 。 ダイ ヤル を 回 すか [4 ム / マ ] キー を 押し て 、 登 
録 し た い 文 字 を 選択 し ます 。 

巳 。 [ENT] キー を 押す と 選択 され て いる 文字 の 点 江 wewo ロコ zes 8 
が 止ま り 、 入 力 が 大 定 し ます 。 で し し うず 
最後 に 入力 し た 文字 が その すぐ 右 横 に 点 減 で 表 了 4- 
示さ れ ま す 。 へ 

人 表 生 E だ 
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3. メモ リー チャ ン ネ ル 機 能 


6. [ENT] キー で 次 の 文字 を 確定 し ます 。 
(同じ 操作 を 繰り 返し ます ) 
例え ば 6 文字 の 名 前 を 登録 する 場合 、6 文字 を 
ENT] キー で 確定 し 、 ア 文字 目 が 右 機 に 点滅 
示さ れる まで 操作 を 繰り 返し ます 。7 ア 文字 の 名 
前 を 登録 する 場合 は 、7 文字 目 が 点 減 する まで 
操作 を 旨 り 返し ます 。 


イ 7. 登録 の 途中 で [O1 キ ー を 押す と 入力 し て いた す 
べ て の 文字 が 消え ます 。[ ・] キー を 押す と 最後 
の 1 文字 が 消え ます 。 


8. [ENH キ ー、[O] キー、[-] キ ー、[A/ マ ] キ ー 
以外 の キー を 押す と 設定 が 完了 し 元 の 状態 に 戻 


り ま す 。 


注 : VFD モー ド か ら メ モリ ー モ ー ド に 切り 替え る と 、 チ ャ ン ネ ルネ ー ム 登録 合 れ て いる チャ ン ネ ルル 
は 周波 数 表示 の 部 分 が 設定 し た 文字 や 致 字 ・ 符 号 で 表示 され ます 。( メモ リー チャ ン ネ ル 番 号 は 
その まま 表示 され ます )FUNC キー が 押す と FUNC 点灯 中 、 周 波数 が 表示 され ます 。 
途中 同 か の キー が 押さ れる と チャ ン ネ ルネ ー ム 表示 に 戻り ます 。 
ダイ ヤル 操作 な ど で 周 波数 を 変え る と ネー ム 表 示 は 消え ます が 、 改 め て メモ リー チャ ン ネ ル を 呼 
び 出 す な ど 操作 を する と 、 ネ ー ム 表示 に 戻り ます 。 


表示 と 実際 の 文字 の 対照 表 で す 。 その 他 、 こ こ に リス ト し て いな い 待 号 や 文字 も 表示 され ます 。 好み 
に 合わ せ て お 使い くだ さい 。 


6) VIIglOI7 
』|BII7 IIIIPIP WI| 11g|8 
rrICllglJIIgIQ X|Igl2II919 
#IDIIZEIKIIPIR YII3|3 | 
EIEIIL ILII5|S Z 914 
Te N 小平 5 15 
|GIIMINIIUIU 5 | 6 


に に) 


人 4. スキ ャ ン 機 能 


4.1 基本 


は じ め に 


特定 の 周波 数 帯 や 登録 済み メモ リー チャ ン ネ ル の 中 を スキ ャ ン し て 信号 を 探す 機能 で す 。 スキ ャ ン に 
ほ は 、 バ ンド スキ ャ ン 、 プロ グラ ム ス キ ャ ン 、 サー チ ス キャ ン 、 メモ リー スキ ャ ン 、 プラ イオ リティ スキ ャ 
ン の 5 種類 が あり ます 。 ス キャ ン の 操作 は P.59 か ら 説明 し ます 。 
葵 本 的 に 、 スキ ャ ン を 実行 する 際 は スケ ル チ を 閉じ て (消音 ) お いて くだ さい 。 た だ し 、 下記 の スキ ャ 
ン モ ー ド を 用 いる 場合 は スケ ル チ レ ベル に よる 影響 は あり ませ ん 。 


* サー チ ス キャ ン 

* プラ イオ リティ スキ ャ ン 

* ダイ マー スキ ャ ン の 設定 パラ メー ター は B1S ~ B3OM の いずれ か に 設定 で きま す 。 こ の 場合 、 ス 
キャ ン は 信号 の 有無 や スケ ル チ の 状態 に 関わ ら ず 、 設 定 さ れ た 時 間 が 過 る と 自動 的 に スキ ャ ン を 
再開 し ます 。Pactor や HFDL (航空 機 の デジ タル 地理 位置 情報 通信 ) な ど 、 ス ケル チ を 常に 開い 
た 状態 に し て お く 約 概 の ある デー タタ 通信 の 信号 を モニ ター する の に 便利 で す 。 た だ 、 細 か い ス テッ 
プ を 設定 する と スキ ャ ン す る の に 時 間 が か か り ま す の で 、 実際 に 受信 し な が ら 用 途 に 合わ せ て パラ 
メー タ を 調節 し て くだ さい >。 


スキ ャ ン の 種類 
バン ドス キャ ン 
アマ チュ アバ ンド 内 を 指定 し た 周波 数 ステ ッ プ で 繰り 返し スキ ャ ン し ます 。 
バン ド (MHz) ステ ッ プ 
モー ド 別 に 設定 し て いる 周波 数 ステ ッ プ で スキ ャ ン し ます 。 初期 設定 は 
以下 の 通り で す : 


SSB、CW: 0.1 kHz 

AM- 1.0 kHz 

FM: ら .5 kHz 

(周波 数 ステ ッ プ に つい て は P75 と P76 を ご 参照 くだ さい 。) 


放送 波 受 信 機能 時 の スキ ャ ン は 、 上 下 の ア マチ ュ ア バン ド ま で の 間 を スキ ャ ン し ます 。 た と 
えば 12.00000 MHz で スキ ャ ン を 始め る と 、10.1500 MHz 一 13.99998 MHz 間 を 


を 


受信 し ます 。 
スキ ャ ン を 開始 し た 時 点 で の 周波 数 に よっ て スキ ャ ン の 範囲 が 異な る 様子 を 下 の 図 に 示し まし 
た 。 
攻 送 攻 送 
バン ド A バン ド B 


アマ チュ アバ ンド A アマ チュ アバ ンド B アマ チュ アバ ンド C 


5 ら フ 


人 4、 ス キャン 機 表 


プロ グラ ム ス キ ャ ン 

例え ば 、 お 気に入り の 放送 バン ド だ け を 受信 し た い 時 に 、 P1 
その 上 限 と 下限 の 周波 数 を プロ グラ ム ス キ ャ ン メ モリ ー 1 
チャ ン ネ ル に 入れ て お く と その パンド だ け を スキ ャ ン で 

きま す 。VFO A と VFO B に それ ぞ れ 1 ペア ずつ 設定 5 


で き 、 メ モリ ー チ ャ ン ネ ル 登 録 と 同じ 方 法 で P1.P2 の 
テ チャンネル に 登録 し ます 。 動 作 中 は P 表示 が 点灯 し ま 
す 。 


- 参考 : : 
・ プロ グラ ム ス キ ャ ン の ステ ッ プ と モー ド は 、 ス キャ ン 開 始 時 の VFO 設定 が 使わ れ ま す 。 
*・ P]1/PB メモ リー に 記憶 され た 設定 の 多く は プロ グラ ム ス キ ャ ン 時 に は 無効 に な り ま す が 、P1/P8a チャ ン ネ 
ル は 通常 の 「 メ モリ ー チ ャ ン ネ ル 」 と し て も 使用 する こと が で きま す の で 、 な る べく その 周波 数 で 標準 的 に 使 
われ て いる 電波 型式 や 好み の 出力 な ども 登録 し て お く と 便利 で す 。 


サー チ ス キャ ン 


セッ トモ ー ド で 別途 設定 する 一 定 の 帯域 を 高速 スキ ャ ン し ます 。 こ の スキ ャ ン は 信号 が あっ て 
も 止ま り ま せん 。 

ダイ ヤル 操作 な ど で 細 か い 同 調 を 行う 前 に 、 ざ っ と バン ド の 状態 を 把握 し て 、 多 く の 信 号 が 聞 
こえ る か どう か を 素早 く 判 断 す る た め に 使い ます 。 コ ン テ ス ト の 時 の バン ド 状 態 把 所 な ど に 便 
利 で す 。 


た と えば 表示 周波 数 7.10283 MHz で 、 サ ー チ スキ ャ ン 100 KHz を 選択 し て スタ ー ト させ 
る と 7.10000 MHz と 7.199989 MHz の 回 を スキ ャ ン し ます 。 ム キー を 押す と B に 示す 次 
の 100 KHz 帯域 の スキ ャ ン に 変わ り 、 も う 一 度 人 ムキ ー を 押す と C に 変わ り ま す 。B の 状態 
で マキ ー を 押せ ば A の 吾 域 に 戻り ます 。 

サー チ ス キャ ン 中 は S 表示 が 点灯 し て 、4 ム / マキ ー 以 外 の キー を 押す と スキ ャ ン が 止ま り ま す 。 


に キキ キョ 


7.0 MHz 7.1 MHz 7.2 MHz 7.3 MHz 7.4 MHz 


メモ リー スキ ャ ン 
デー タ を 登録 し て いる メモ リー チャ ン ネ ル だ け を 順に スキ ャ ン し ます 。 


デー タ の ある メモ リー チャ ン ネ ル を スキ ャ ン し 、 方 向 は 4 / マキ ー で 変更 する こと が で きま す 。 
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プラ イオ リティ スキ ャ ン 
・ 表示 周波 数 を 5 腕 間 受信 する 毎 に 、 設 定 し た チャ ン ネ ル ( プラ イオ リティ 周波 数 ) を 0.5 
秒間 受信 し ます 。( そ の 時 、 信 号 が 入り スケ ル チ が 開い て いる と ら 秒間 設定 され た チャ ン ネ 
ル を 受信 し ます )。 


表示 周波 数 (5 秒 ) プラ イオ リティ 周波 数 (O.5 秒 ) 
VFO A プラ イオ リティ 
VFO B プラ イオ リティ 
メモ リー プラ イオ リティ A 
メモ リー プラ イオ リティ B 


バン ドス キャ ン 、 プ ログ ラム スキ ャ ン 、 メ モリ ー ス キャ ン モ ー ド は それ ぞ れ の 停止 / 再 スタ ー 
ト 条 件 が 異な り ま す 。 

詳し く は P75 一 PZ7 を 参照 し て くだ さい 。 

バン ドス キャ ン 、 プ ログ ラム スキ ャ ン 、 サ ー チ スキ ャ ン を スタ ー ト する に は 2 つの 方 法 が あり 
ます 。 

セッ トモ ー ド で あめ あらかじめ スキ ャ ン モ ー ド を 選ん で お く か 、 ス キャ ン を する 時 に 毎回 モー ド を 
選択 し ます 。 


スキ ャ ン の 基本 操作 


スキ ャ ン を 始め る 前 に 、P76 を 参照 し て セッ トモ ー ド の メニ ュー 04 で スキ ャ ン キ ー (8 笠 
キー) を 押し た 時 の 操作 を あら か じ め 設 定 し ます 。 


・ ISelect] 以外 を 選ん で お く と 、[FUNC] キー を 押し た 後 で [8] キー を 押す と 常に 指定 し た 
スキ ャ ン モ ー ド で スキ ャ ン が 始ま り ま す 。 

・「Select] を 選ん で お く と 、[FUNC] キー と [8] キー を 押せ ば スキ ャ ン モ ー ド の 候補 が ディ 
スプ レイ に 表示 され ます 。 
[4/ マ 1] キー また は ダイ ヤル で 任意 の モー ド を 選択 し 、 も う 一 度 [8] キー を 押す と スキ ャ 
ン が スタ ー ト し ます 。 


スキ ャ ン モ ー ド ご と の 詳し い 説 明 は 次 の ペー ジ を ご 参照 くだ さい 。 
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4. スキ ャ ン 幾 能 


4.8 バン ドス キャ ン 


セッ トモ ー ド メニ ュー 04 (PZ6) で バン ドス キャ ン 【「B-SCAN」 を 選び ます 。 ス ケル チ を か ける か 、 
ド 記 の 参考 を 読ん で セッ トモ ー ド で タイ マー スキ ャ ン 設 定 を し ます 。 


に 3」 


tf. 


2. 


VFO モー ド で VFO A また は VFO B に 入り ま 
す 。 


[FUNC] キー を 近 し 、[8] キー を 押し て スキ ャ 
ン を スタ ー ト させ ます 。 バ ンド スキ ャ ン 実 行 中 
は 小数 点 が 図 の よう に 点滅 し ます 。 


[ 人 4 アマ ] また は UP/DOWN] キー を 使っ て 
キャ ン の 進行 方 向 を 変更 で きま す 。 

[ 人 4 / マ ] また は [UP/DOWN] キー 以外 の キー 

を 押す か ダイ ヤル を 回 す と 終了 し ます 。 


参考 :・・ SSB や CW モー ド で 、 ス ケル チ を か けず に ス 
キャ ン す る と き は セッ トモ ー ド の メニ ュー CS3 
[タイ マー スキ ャ ン 設 定 ] で 、(A) グル ー プ の 
バラ メー ター を 選択 し ます 。(P75) 

・FM モー ド 以 外 で スキ ャ ン し た 場合 、 革 き や す 
い 音 で スキ ャ ン が 止ま る こと は まれ で す 。 RIT 
で 彼 調 整 が で きる こと も あり ます が 、 基 本 は 信 : 
号 を 見 つけ た ら ス キャ ン を 止め て 手動 で 同調 し 
て くだ さい 。 

・ バ ンド 上 限 (下限 ) まで いく と 下限 (上 限 ) に 
戻り ます 。 

・ セット モー ド の メニ ュー DO で ステ ッ プ を 大 き 
め に 設定 する と 早く スキ ャ ン が で きま す 。 


VeoA gp た 凶 

ゴロ ガガガ / ガ 

5 人 
スキ ャ ン 動 作 中 点滅 


4. スキ ャ ン 機 能 


4.3 プロ グラ ム ス キ ャ ン 


あら か じ め P1/P2 メモ リー チャ ン ネ ル に スキ ャ ン 範 囲 を 登録 し て お きま す 。(P.50) 
P1/P8 に メモ リー 設定 し た VFO (A か B) を 選び ます 。 

セッ トモ ー ド メニ ュー 04 で プロ グラ ム ス キ ャ ン 「P-SCAN」 を 選び ます 。 

スケ ル チ を か ける か 、 前 章 の 参考 を 読ん 々 で セッ トモ ー ド で タイ マー スキ ャ ン 設 定 を し ます 。 


1. [FUNC] キー を 押し 、[8] キー を 押し て スキ ャ 
ン を スタ ー ト させ ます 。 プ ログ ラム スキ ャ ン 実 
行 中 は 「P] の 文字 が 図 の よう に 点滅 し ます 。 
どの VFO 周波 数 に 居 て も 、 プ ログ ラム スキ ャ ン 
を 始め る と 設定 し た 範囲 の 周波 数 に 移行 し て 受 
信 し ます 。 ス キャ ン を 止め て も 前 の バン ド に は 
戻り ませ ん 。 


の の. [4/ マ ヤマ] また は [UP/DOWN] キー を 使っ て 
スキ ャ ン の 進行 方 向 を 変更 で きま す 。 
[ る / や ] また は [UP/DOWN] キー 以外 の キー 
を 押す か ダイ ヤル を 回 す と 終了 し ます 。 


4.4 サー チ ス キャ ン 
セッ トモ ー ド メニ ュー 04 で サー チ ス キャ ン 『S-SCAN」 を 選び 、 セッ トモ ー ド メニ ュー 05 で サザ 
チ し た い 編 を 設定 し ます : 


1 .  VFO0 モ ー ド で VFO A また は VFO B に 入り ま 
す 。 


2. スキャ ン し た い 周 波数 と 変調 モー ド を 選び ます 。 


き ③. [FUNC] キー を 押し 、[8] キー を 押し て スキ ャ こ テ の と 随 
ン を スタ ー ト させ ます 。 プ ログ ラム スキ ャ ン 実 | VA は mm 「 が 


行 中 は 「S」 の 文字 が 図 の よう に 点滅 し ます 。 _7 
信号 が あっ て も スキ ャ ン は 止ま り ま せん 。 た 


種 。 [人 ム / マヤ ] また は [UP/DOWN] キー を 使っ て 
スキ ャ ン の 進行 方 向 を 変更 で きま す 。 
[ 4 / マ ] また は [UP/DOWN] キー 以外 の キー 
を 押す か ダイ ヤル を 回 す と 終了 し ます 。 
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4. スキ ャ ン 機 能 


4.5 メモ リー スキ ャ ン 


選択 され た メモ リー バン ク に 保存 され た メモ リー チャ ン ネ ル 内 を スキ ャ ン し ます 。 あ ら か じ め 複 数 の 
通常 メモ リー チャ ン ネ ル を 登録 し て お か な いと 動作 し ませ ん 。 


1. あら か じ め 和 複数 の チャ ン ネ ル を メモ リー し て お いた VFO の メモ リー バン ク を 1 つ 選 び 
ます 。「MEMO」 と VFO の 表 示 が 図 の よう に ディ スプ レイ の 左上 に 表示 され ます 。 下 
記 の 例 は 、 ブ プラ ンク バン ク の 170ch を 表し て いま す 。A や B バ ンク を 選ぶ と MEMO 
の DO の F 下 に A か B が 表示 され ます 。 


2. [FUNC] キー を 押し 、[8] キー を 押し て スキ ャ これ は 1 例 で す 。 実 際 の メモ リー チャ ン ネル 
ン を スタ ー ト させ ます 。 バン ドス キャ ン 実 行 中 革 叶 と ば 革 を る 電 合 が あり ます 。 
は 小数 点 が 図 の よう に 点 滅 し ます 。 2 陸 
スケ ル チ は か ける 必要 は あり ませ ん 。 7 1 リ mmm 97 


スキ ャ ン 条 件 は セッ トモ ー ド の メニ ュー 03 で / / ガ ガガガ 
Ge ます 。 の 7 


設定 で きま す 。 / 


一 
ン | 


2 人 ミ 


220 49 
12 す 345e789 


スキ ャ ン 動 作 中 点滅 


3. [^ ム / マ ャ ] また は IUP/DOWN] キー を 使っ て 
スキ ャ ン の 進行 方 向 を 変更 で きま す 。 
[ 4 / ャ 1 また は [UP/DOWN] キー 以外 の キー 
を 押す か ダイ ヤル を 回 す と 終了 し ます 。 


4.6 スキ ッ プ チャ ン ネ ル の 設定 


BB ら 


メモ リー チャ ン ネ ル を スキ ッ プ チャ ン ネ ル に 設定 する と 、 メ モリ ー ス キャ ン か ら 外 すこ と が で きま す 。 
た と えば 放送 な ど 淀 に 信号 が 出 て いる チャ ン ネ ル は 必ず スキ ャ ン で 止ま っ て わずらわし いと か が 、 季 節 
に よっ て 周波 数 が 変わ る 放送 局 の 今 の 時 期 に 使わ むれ て いな い チ ャ ン ネ ル を スキ ッ プ させ た いよ うな と 
寺 き に 便利 で す 。 メ モリ ー 登 録 し た あと で も スキ ッ プ チャ ネル と し て 設定 で きま す 。 


「 RUNGDme れ Cu と AU エー を 生 | 15 ブ Bm 
表示 され て いる 状態 で [IV/M] キー を 押 ! みり 四 
し ます 。 選択 され た メモ リー チャ ン ネ ル の スキ ッ 
プ 設 定 が 完了 し まし た 。 
スキ ッ プ チャ ン ネ ル が 設定 され る と 図 の よう に 
小数 点 が 表示 され ます 。 


の. 設定 し た スキ ッ プ チャ ン ネ ル 設 定 を キャ ン セ ル 
する に は ステ ッ プ 1 を 繰り 返し ます 。 
参考 :・ ブ ログ ラム スキ ャ ン メ モリ ーP1 と は 常に 
メモ リー スキ ャ ン の 対象 で は 無い の で 、 ス キッ 
プ 設 定 は で きま せん 。 
・ チ ャ ン ネ ルネ ー ム 表示 状態 で もち も スキップ 設定 で 
きま す 。 同じ よう に 小数 点 が 表示 され ます 。 


人 4. プ プラ イオ リティ スキ ャ ン 
VFO と メモ リー チャ ン ネ ル の 2 つの 周波 数 を 組み 合わ せ て 交代 で 受信 する の が プラ イオ リティ スキ ャ 
ン で す 。 ま すず 5 秒 剛 受信 する メイ ン 周 流 数 に 合わ せ 、0.5 秒間 (信号 を 受信 し た と き は 2 秒間 ) ブラ 
イオ リティ 受信 する 優先 周波 数 (また は チャ ン ネ ル ) を 選び ます 。 


例 ・VFO A で 受信 し メモ リー チャ ン ネ ル を ブラ イオ リティ 周波 数 に する 場合 。 


1 。 メモ リー モー ド に し て 、 プ ライ オリ ティ 
周波 数 に する メモ リー チャ ン ネ ル を セッ 
ト し ます 。 


の 。 【[V/M] キー を 押し て VFO モー ド に 入り 、 
5 秒間 モニ ター する 受信 周波 数 を セッ ト 
し ます 。 


3③. [FUNC] キー を 押し た 後に [61 キー を 押し 、 プ 
ライ オリ ティ スキ ャ ン を スタ ー ト し ます 。 
[ 人 4 / マ ] また は [UP/DOWN1 キー を 使っ て 
スキ ャ ン の 進行 方 向 を 変更 で きま す 。 
[ 人 4 / マ ] また は [UP/DOWN] キー 以外 の キー 
を 押す か ダイ ヤル を 回 す と 終了 し ます 。 


参考 :・ ス ケル チ を か け て いな いと 、 人 先 周波 数 較 は 信号 が ある も の と し て ら 秒 間 受 債 し ます 。 
・VFO の A と 日 、 メ モリ ー バ ンク の A と ブラ ンク 、 の よう な 組み 合わ せ は で きま せん 。 聞 ず 一 
方 は VFD. も う 一 方 が メモ リー チャ ン ネ ル の 組み 合わ せ の と き に だ け 動 作 し ます 。 
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に と 3 


5. その 他 の 機能 


5.1 混信 除去 
は じ め に 


前 章 で 説明 し た よう に 、 本 機 に は 混信 を 効果 的 に 軽減 する 機能 が 搭載 され て いま す 。 こ こ で は 、 
混信 除去 の 詳し い 操 作 方 法 を 説明 し ます 。 


IF シフ ト 


IF シフ ト は 、 受信 周波 数 を 変え な いで 、 F フィ ルター の 通過 帯域 を 上 下 に 移動 させ る 機能 で す 。 
受信 周波 数 付近 に 混信 信号 が ある 場合 、IF SHIFT ツマ ミ を 回 し 混信 信号 を 帯域 外 へ 排除 し ま 
す 。 


9  @ 9@ 


F SHIFT jF SHIFT 


IF SHIFT 
注 : ・IF シ フト で 可変 で きる 周波 数 幅 は 土 1.5 kHz で す 。 
・ IF シフ ト は AM モー ド と FM モー ド で は 動き ませ ん 。 
・ 受信 音 の 音質 調整 と し て も 使用 で きま す 。 聞 ぎ や すい 音質 に な る よう 再 整 し て くだ さい 。 


5. その 他 の 比 能 


ナロー フィ ルター 
ナロー フィ ルター は AM、 SSB、 CW モー ド で 使う こと が で きま す 。 混信 の 除去 に 効果 的 で す 。 


(⑳ 


⑤) (に ) 


0 0 
ワイ ド フ ィ ル ター ナロー フィ ルター 


・ 標準 フィ ルター 使用 時 に (AB) の 混信 信号 が ある 場合 、 ナ ロー に する と 混信 が 除去 で きま 
す 。 


ご 注意 : ナロー に する と 音質 が 変化 し ます 。 標準 設 定 の ぼう が より 自然 な 音 鋼 な の で 、 混 休 が 押 い と き は 耕 準 
融 定 に し て お く こ と を お すす めし ます 。 


・ フィ ルター 帯域 幅 (kHz) 


1. [FUNC] キー を 押し 、[RF] キー を 押し ます 。 
・「Narl の 文字 が 表示 され ます 。 


の . 同じ 操作 を 繰り 返す と ワイ ド ノ ナ ロー を 切り 替 es ) 57 
える こと が で きま す 。 JA 前 
・ F シ フト 機能 と 併用 し 、 聞 き や す く 調整 し て イガ ガオ ガガガ 
くだ さい 。 7) ルル ルル リル / 
Nar 
ご 注意 : デー タ 通 信 モ ー ド で は 、 フ ィ ルター 和 幅 を ナロー EEKEEIZEAMNM 


に し た り F シフ ト を 使っ た りす る と エラ ー が 
出 や すく な っ た り 使 えな く な っ た りす る こと 
が あり ます が 本 機 の 性 能 や 仕様 の 異常 で は あ 
り ま せん 。 た だ し 、 デ ジタル ル 通信 モー ド に よっ 
て は 本 製品 の 変調 特性 上 、 ご 利用 に な れ な い 
も の が 出 て くる 可能 性 が あり ます 。 本 製品 は 、 
この よう な SDR( パソ コン と 第 三 者 が 制作 す 
る ソフ ト を 使っ た ) 通信 に つい て は すべ て の 
互換 性 を 保証 する も の で は あり ませ ん 。 
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5. その 他 の 機能 


CW BFOU リバ ー ス 機能 


CW モー ド で は BFO 周波 数 トー ン の 上 側 、 下 側 を 切り 
替え る こと に より 不要 な 信号 の 影響 を 軽減 で きま す 。 


g 
ドイ 
の 


g 
了 


受信 周波 数 が 粗 手 局 の 送信 周波 数 と 同じ と き (ゼロ イン 
状態 ) で は 、 リ バー ス し て も 受信 音 、 送 信 周 波数 は 変わ 


り ま せん 。 ュー 
1 [MODE] キー を 押す か 、[MODE] キー を 長押  CWGE 
し し て モー ド 表 示 を 点滅 させ 、[ ^4 / ゃ ] キー 3 。(c) BBFO 
か マイ クロ ホン の [UP/DOWN] キー を 使っ て ミー 旦 
CWU と CWL で 切り 倒 え て 、 聞 き や す く な る か : 
どう か 試し ます 。 : 
ME ⑤) @⑳ i 
何 か 別 の キー を 押す と MODE 表示 の 点滅 が 止 SN 8 
まり ます 。 
(A) 目的 信号 
(B) 妨害 信号 
(C) 受信 ピッチ 


NB (ノイ ズブ ラン カー) 


事 や バイ ク が 近く を 通る と き に 聞こ える バリ バリ り と いっ た イグ ニッ ショ ン ノ イズ な ど パ ルス 性 
の ノイ ズ を 減少 させ 、 信 号 を 聴 や すく し ます 。 


ff。 FUNC キー を 押し て 9 キー を 押す と 、NB が 点 


灯 し ノイ ズブ ラン カー が ON に な り ま す 。 同じ | VeA りす 
操作 で 解除 で きま す 。 / 7 M ム 7 ガ / ガ リガ 
_- な 7 7 た ゴル の ルル / 
ご 注意 :・ ノイ ズブ ラン カー を 使う と 混 変調 特性 が 悪化 B 


NI 
25 40 69 


する た め 、 近 くに 強い 信号 が ある と 影響 を 受 OAD 


け は て 、 か が えっ て 聞き づら く な り ま す 。 ノ ィ ズ 
ブラ ンカ ー は 其 本 的 に は オフ に し て お き 、 引 
要 に 応じ て 使っ て くだ さい 。 

・ バル ス 性 ノイ ズ 以 外 に は 効果 が あり ませ ん 。 

・ ノ イズ ブラ ンカ ー を 使う と 音質 が 変わ っ て 聞 
こえ る こと が あり ます 。 


に に 】 


5. その 他 の 機能 


5. ら 2 その 他 の 便利 な 機能 
RIT/TXIT 機能 


交信 中 の 周波 数 の 徴 調 殆 は 、 ダ イヤ ル を 使わ ず に HIT と TXIT 機能 を 使い ます 。 

RIT は 、 送信 周 波数 を 変え ず に 受信 周波 数 だ け を 微 調整 する 機能 で す 。 

TXIT は 、 受 信 局 波数 を 変え ず に 送信 周波 数 だ け を 微 調整 で きま す 。 

RIT は 受信 周波 数 の 調整 に 、TXIT は 粗 手 局 の 周波 数 に あわ せ た ま ま 、 自 局 の 司 号 の 相手 局 側 
で の 受信 状態 を 改善 する の に 使い ます 。 

どちら の 機能 も 周波 数 を よ 1.2 kHz の 範囲 で 徴 調整 で きま す 。RIT/TXIT 機能 は 併用 する こ 
と も で きま す 。 


重要 :・ RIT/TXIT を 使っ て いる と 寺 は 、 ダ イヤ や を 操作 し な いで くだ さい 。 も と の 周波 数 を 変更 いて し まう た 
め 、 周 辺 の 局 に 混 償 が 入っ た り 、 自 局 か ら の 送信 周波 数 が ずれ た り し ます 。 メ イン ダイ ヤル を 操作 する 
前 に は 必ず RITTXIT 機能 を 終了 し て くだ さい 。 

・ TXIT は 、 自分 で は 効果 を 確認 する こと が で きま せん 。 相 手 局 か ら 「 紙 局 の 信号 は 0.5 KHz ば か り ず 
れ て いる よう に 思い ます 』 の よう な レポ ボー ト が あっ た と き に 使い 、 相手 に 受信 状態 を 確認 し て くだ さい 。 
騰 手 に 使 3 うと QRH (F ズ レ ) と 環 遅 いさ れ ま す 。 


手順 


1 。 [HIT] キー を 押し ます 。 
ディ スプ レイ に 表示 され る アイ コン が 下記 の よう に 切り 換わり ます 。 
RIT 一 RIT/TXIT 一 テ TXIT 一 一 テ OFF (表示 な し ) 


の. RIT ツマ ミ を 回 し 同 波数 を 調整 し ます 。 


AGC-S }) て 7 
VoA RF2o7-c2 細 5 う # 
参考 : セッ トモ ー ド で TXIT 機能 を 無効 に する こと も ー 
で きま す 。 ナガ ガ / ガ / ガ 7/ ガ 
還 /2/4 ル オオ / 
za45a289 7 ae j 
作業 中 に RIT/TXIT が 変更 し た 周波 
数 と 向き を 表示 し ます 。 
次 の ペー ジ の 注意 分 を ご 参照 くだ さ 
い 。 


に ア 』 


5. その 他 の 幾 能 


土 Af (デル タダ エフ) 機能 
RIT/TXIT で 変更 し た 状態 を ダイ ヤル の 周波 数 に 反映 し て 、RIT/TXIT 機能 を 終了 で きま す 。 
交信 周波 数 の 調整 が 終わ っ た と き に 使う と 便利 で す 。 
手順 
1. RITZTXIT 動作 中 に [FUNC] キー を 押し ます 。 


2. RT] キー を 押す と RIT/TXIT アイ コン の 表示 se 『 
が 消え 、 調 整 後 の 周 波数 が 表示 され ます 。 VeoA 直 5mm !5# 


参考 : RIT/TXIT の 表示 に つい て 指さし マー ク が つい 7 / / ガ / ガ 7 / ガ 
て いる 例 の RIT 値 は +1.1 KHz と な っ て いま / 7 ル / 「 オ ゴル | ル / 


す が 、 こ れ は 表示 部 の 桁 数 が 限ら れ て いる た め | 思 本 間 seo 
で 、 実際 は 1.10 一 1.19 kHz の 間 で 可変 し 本 と 
て いて 、 こ の 例 で は 、1.10 KHz で は な く 1.15 

kHz が 実際 の RIT 設定 直 だ っ た こと を 表し ま 晴 


す 。 この よう に 表示 が ずれ る こと は 、 異 常 で は 


あり ませ ん 。 VeA 起 9gmm 5g 
紀 ガ ガ / / 
婦 / 訪 


っ 20 9 60 
1 2 224867Es 


VFO イコ ー ル 機能 
VFO A と 日 の 状態 を 系 早く 一 致 させ る こと が で きま す 。 


も う 一 方 の VFO 状態 が 運用 中 の 状態 と 大 きく 違う と き に 、 今 の バン ド で スプ リッ ト を し て い 
る DX 局 を 見 つけ た 時 な ど に 使う と 便利 で す 。 


手順 


11. もう 一 方 に 転送 し た い VFO 状態 で 、 [V/M] キー 
を ビー プ 音 が 鳴る まで 長押 し し ます 。 デ ィ ス プ 
レイ の 表示 は 変わ り ま せん 。 


2 の. FUNC] キー を 押し た あと 、[1] キー を 押す と 、 明 
信司 じ 状態 に は っ た も う 一 方 の VFO を 呼び 出 | wp pa 5# 
77 し 72747 ガ 
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ら 5. その 他 の 機能 


マル チ フ ァ ン クシ ョ ン 機 能 ( ショートカット 機能 ) 


よく 使う 機能 や セッ トモ ー ド 項目 を MF キー に ショ ー ト カッ ト と し て 割り 当て る こと が で きま 
す 。 た び た び 使う セッ トモ ー ド 内 の 切り 合え 項目 な ど を 割り 当て て お く と 便利 で す 。 


*FUNC キー を 押し た 後 で 別 の キー を 押し て 操作 する 機能 と 、 セ ッ ト モ ー ド の 項目 を 自由 に 登 
録 で きま す 。 


例 : タイ マー スキ ャ ン の 設定 変更 を MF キー に 割り 当て る 場合 


1. 


IFUNC] キー を 押し 、IMF] キー を 押し ます 。 雄 ミレ ビー 
アイ コン が 京 注 表 示さ れ ます 。 ve 邊 9pe ン t つが 
イ / 7 ガガガ 
7 7 の の の と / 


2 4o 6D 


IFUNC] キー を 1 秒 以 上 長く 押し ます 。 セ ッ ト 
モー ド に 入り 、SET の 文字 が 表示 され ます 。 


[人 4/ ャ ] キー を 押し て ダイ マー スキ ャ ン 設 定 メ 

ニュ ー を 選び ます 。 6 

* タイ マー スキ ャ ン 設 定 を 選 上 に は P75 の メ 
ニュ ー 03 を 参照 し て くだ さい 。 


アコ 
「 ァ 』 -S 一 娘 亡 ビ 了 
vo ロゴ sg) 


に 7 に 
ゴル 「 目 


[ 4 / マ ] 以外 の キー を 押し て セッ トモ ー ド を 終了 し ます 。 


[MF] キー を 押し ます 。 太 表 示 の 点 減 が 止ま り ま 


す 。 こ れ で 設定 は 完了 で す 。 VoA 位 5a た 5 す 

イガ ガオ オガ / ガ 

) ルリ ルル リル / 

IMF] キー を 押す と ディ スプ レイ に タイ マー ス easee7 

キャ ン 設 定 メ ニュ ー が 表示 され ます 。 に ゴビ 
= だ に だ 


25 9 69 
1 2 まく 55 テ 7 きら 


^ 上 記 の 操作 を 繰り 返す だ け で 、 様 々 な 機能 を いつ で も MF キー に 登録 する こと が で 
寺 ま す 。 
参考 : FUNC+ キー の 機能 、 た と えば ノイ ズ プ ラン カー を 登録 する と き は ステ ッ プ ら で FUNC キー 
を 短く 押し て か ら 9 キー を 押し て 、N 表示 が 出 た 状態 で MF キー を 押し ます 。 この 状態 で は 、 
MF キ ー で も FUNC+ キー で も 、 ど ちら の 操作 で も ノイ ズブ ラン カー の オン オフ が で きま す 。 


に だ 」 


5. その 他 の 幾 能 


ダイ ヤル ロッ ク 機 能 
ダイ ヤル の 操作 を ロッ ク す る こと が で きま す 。 


ラグ チュ ー (お し ゃ べり ) や モー ビル 運用 時 な ど 、 メ イン ダイ ヤル が 動い て 周波 数 が 変わ る と 


手順 


る 場合 に 便利 な 機能 で す 。 ダ イヤ ル ロ ッ ク 中 で も [ ^ / マ ] キー や RIT 機能 は 使え ます 。 


1.。 [OO] キー を 押し ます 。 
OO で が 表示 され ダイ ヤル ロッ ク が か か り ま す 。 | VeA 

- 解除 する と き は 、 も う 一 度 [On] キー を 提 7 7 

し ます 。 すん 


Ocw 


12345876B 


キー ロッ ク 機 能 


すす 


Acc-S むだ 
由 204-040| 5# 


/ ガ ガ / ガ 
の の ルリ 


20 49 9 


ダイ ヤル と その 他 の 主 な キー の 操作 を ロッ ク し ます 。 誤操作 を 防止 し た いと き に 便利 で す 。 


キー ロッ ク 動 作 中 は 下記 の 操作 以外 は で き な く な り ま す 。 


人 . [FUNC1 キー を 押し 、[ ひ 〇 m] キー を 押し ます 。 


の . ひで が 点滅 表示 され ます 。 
・ 解除 する に は 、[FUNC] キー を 押し 、[O_m] | VeoA 


キー を 再度 押し ます 。 ルリ 
た に 


レフ ガマ メ ミ さす 


ASc-S 77 に ュ 
RF26400404 り 75 


/ ガ / ガ / ガ 
リル / 


<20 <9 eo 


rm 
]L 


ェ ー ロ ッ ク 動 作 中 で も 可能 な 操作 ] 


・ 電源 の オン オフ 

・ ロッ ク を 懇 除 する た め の FUNC キー 操作 

・ PTT (送受 信 の 切り 替え ) 

音量 (VOL) 

・ ス ケル チレ ベル (SQL) 

・ 上 F シ フト 

・ RH/TXIT (前 も っ て 有効 に な っ て いる 場合 ) 


70 


5. その 他 の 機能 


クロ ー ン 機能 
親 機 の 名 種 設定 や メモ リー 内 容 等 の 状態 を 、 別 の DX-SH9 に コビー する 事 が で きま す 。 メ モ 


リー 編集 ソフ ト (クロ ー ン ユ テ ィ リ ティ ) を 使う と き は 、 下 記 1 の CLONE モー ド に 入り ます 。 
プラグ 加工 図 (送り 側 / 受 け 倒 両方 ) 


3.5mrm ステ レオ プラ グ 


受け 側 


接続 方 法 


図 の 様 に 送り 側 お よび 受け 側 の 2 台 の DX-SR9 の SP 端子 を 市 販 の 3.5 mm ステ レオ プラ 
グ コ ー ド で 接続 し ます 。 リ アパ ネル に ある CLONE 端子 同士 を 接続 し て も か まい ませ ん 。 


[ デー タ を 送る 側 の 操作 ] 


1 . [MODE] キー を 押し な が ら 電 源 を 入れ ます 。 CLONE の 文字 が 表示 され 、 ク ロー ン モ ー 
ド に 入り ます 。 下 記 の 受け 側 の 操作 を 読み 、 受 け 側 の 電源 を 入れ ます 。 


の 。 PTT を 押し ます 。SD*** の 文字 が 表示 され 、 受 け 側 へ の デー タ 送 信 が 始ま り ま す 。 
ざき .。 デー タ 送 信 が 問題 な く 終 わる と ディ スプ レイ に [PASS] と 表示 され ます 。 


種 。 次 の DX-SR9 に クロ ー ン 操作 を 行う 場合 は 電源 を 入れ た まま に し 、 ク ロー ン モ ー ド を 
終了 する 場合 は 電源 を 切り ます 。 


[ デー タ を 受け 取る 側 の 操作 ] 


。 本 体 の 電源 を 入れ ます 。 ク ロー ン モ ー ド に する 必要 は あり ませ ん 。 


ー ン が 始ま る と ディ スプ レイ に 「LD* 侍 ] と 表示 され ます 。 


1 

2. ク 

③. クロ ー ン が 問題 な く 終わ る と ディ スプ レイ に [PASS] と 表示 され ます 。 
4 


。 源 を 切り ます 。 次 の DX-SH9 に クロ ー ン 操作 を 行う 場合 は 、 ケ ー ブ ル を つなぎ 変え て 、 
同じ 操作 を 繰り 返し ます 。 


クロ ー ン 中 に 問題 が あっ た 場合 は ディ スプ レイ に [ERRHOR] と 表示 され ます 。 両 方 の ユニ ッ ト 
の 起源 を 切り の 、 ケ ー ブ ル が 正しく 接続 され て いる こと を 確認 し て 、 操 作 を 始め か ら や り 直 し て 
くだ さい 。 ク ロー ン 操 作 が エラ ー や 途中 の 状態 で 作業 を や め る 場合 は 、P90 に 従っ て 受け 側 
の DX-SRS に 「 オ ー ル リセ ッ ト 」 に よる 初期 化 を し て くだ さい 。 


フ 1 


に 


パラ メー ター 設定 モー ド (セッ トモ ー ド ) 


DX-SR9 の 動作 を 自分 の 好み に 合わ せ て 秋 更 し 、 一 訂 使 い 有 手 を よく する た め に 使 ら の が セッ トモ ー ド で す 。 


任 要 : 
音 設 項目 の こと を メニ ュー、 設 定 値 の こと を パラ メー タ と 呼ん で いま す 。 バラ メー タ を 変更 する 前 に この 電 の 内 
容 を よく 読ん で 理 角 し て お か な いと 、 加 わ ぬ 動作 を され て 戸 著 うこ と が あり ます の で ご 注 意 く だ さい 。 必 ず こ の 
ペー ジ の 「 バ パラメーター 設 定 モ ー ド の 基本 操作 ] を 常 え な いと 、 こ の 琴 を 笑 中 か ら 読 ん で も 操作 で きま せ 。 変 
更 で きる メニ ュー と 初期 値 は 以下 を ご 参照 くだ さい 。 ま た 人 巻末 に 同様 の リス ト が あり ます の で コピ ー し て 切り 抜 
き 、 本 機 の 近く に 震 い て お く と 便利 で す 。 
設定 モー ド パ ラ メー ター 
メニ ュー 初期 設定 値 
00 
01 メモ リー 保護 
02 メモ リー モー ド で の 周波 数 変更 禁止 ODN 
03 タイ マー スキ ャ ン 設 定 ら S 
04 スキ ャ ンタ イプ 選択 BAND SCAN 
05 サー チ ス キャ ン の 周波 数 帯域 設定 50 kHz 
06 メモ リー スキ ャ ン の スキ ッ プ 設定 SKIP 
0Z ディ マー ( 球 示 の 明る さ 変更 ) 38 
08 ビー プ 音 ON 
08 USB / LSB 自動 切り 替え 設定 ON 
10 AGC-S / AGC-F 自動 切り 共 え 設定 


TXIT 機能 の 使用 禁止 
エレ クト リッ クキ ー ヤ ー 設 定 


13 エレ クト リッ クキ ー ヤ ー ス ピー ド 設 定 0 WPM 
14 エレ クト リッ クキ ー ヤ ー リ バー ス 設 定 PADDLE-N 
15 サイ ド ト ー ン (CW オフ セッ ト ) 周波 数 設定 800 Hz 
16 CW 運用 向け プレ ー ク イン 時 定数 切り 替え AUTO 

Id 符号 比率 3.0 

18 CTCSS トー ン エ ンコ ー ダ ー 設 88.5 Hz 
18 スピ ー チ コン ブレ ッ サ ゼー OFF 

g0 PTT キー ロッ ク OFF 

g1 APO- オー ト パ ワ ー オ フ 

ら UP/DOWN キー 幾 能 設定 


ツマ ミ 位 置 設定 


音声 VOX 機能 


デー タ VOX 設 


バラ メー ター 設定 モー ド の 基本 操作 


ルー 


1 [FUNC] キー を 1 秒 以上 長く 押し ます 。 パラメーター 設定 モー ド に 入り 、 ア ルフ ァ ベ ッ 


ト や 数 字 、 記 号 が 表示 され ます 。 メ ニュ ー 番 号 を 見 て どの 項目 に 居る か 確認 し ます 。 


ググ. [ ム / マ ] キー、 ま た は マイ クロ ホン の [UP/DOWN] キー を 押し て 変更 し た い メ 


ニュ ー を 選び ます 。 5 


6. パラ メー ター 設定 モー ド (セッ トモ ー ド ) 


ダイ ヤル を 回 し て 好み の パラ メー タ を 選び ます 。ON と OFF な ど 、 パ ラメ ー タ が ら 
択 の 時 は メイ ンダ イヤ ル を 時 計 回 りか 反 時 計 回 り に 回 し て 切り 替え ます 。 


再度 [ 人 4 / 〒 ] キー また は [UP/DOWN] キー を 操作 する と 選ん だ 状態 が 確定 され 、 
次 の メニ ュー に 移動 し ます 。 


[ 人 4 / 〒 ] キー また は [UP/DOWN] キー 以外 の キー を 操作 する と 選ん だ 状態 確定 さ 
れ 、 パ ラメ ー タ 設定 モー ド を 終了 し ます 。 


参考 : ステ チッ プ 4 や 5 で 設定 が 隊 定 され る と ビー と 音 が 出 ます 。 この 訪 も セッ トモ ー ド で 消す こと が 
で きま す 。 (ビー ブ 童 メニュー) 


メニ ュー 00. [ 4 / マ ] キー で の 周波 数 ステ ッ プ 設定 
* ます 変調 モー ド を 選択 し 、 それ か ら セ ッ ト モ ー ド に 入り 、 メニュー OO の パラ メー ター を 変更 し ます 。 
[UP/DOWN] キー や スキ ャ ン の 時 の ステ ッ プ 変更 で 、 ダ イヤ ル に は 設定 で きま せん 。 


・SSB モー ド 、CW モー ド 


メニ ュー 徐 号 

1. SSB また は CW モー ド を 選ん で セッ トモ ー ド レラ の 

に 入り メニ ュー 00 を 選択 し ます 。 生生 生生 El 

VoA リリ hiF2o2-C2 0 還 還 時 / Aa 
、 現時 点 で の 周波 数 ステ ッ プ が 表示 され ます 。 は 衣 - 記 / 

③. ダイ ヤル を 回 す と 下記 の よう に 周波 数 ステ ッ プ PE 

が 切り 所 わり ます 。 

ーー DOWN 方向 UP 方 向 一 テ 

eg ーーー テ SSB-0.5 さ ーー テ *- SSB-1.0 ペーー テ SSB-2.5 引 
・AM モー ド 

1. AM モー ド を 選ん で セッ トモ ー ド に 入り メ 


ニュ ー 00 を 選択 し ます 。 


VroA 9 り 人 人 gma うと 7 
現時 点 で の 周波 数 ステ ッ プ が 表示 され ます 。 A4 / ガ 
ダイ ヤル を 回 す と 下記 の よう に 周波 数 ステ ッ プ | / リガ のり 
が 切り 換わり ます 。 EEKETEZSoubuiu 


ーー DOWN 方 向 UP 方 向 一 と 


= AM-1.0 ーー AM-2.5 ペーー テ AM-5.0 ーー AM-9.0 コ ーー AM-10.0 
(kH2 


フ 3 


6. パラ メー ター 設定 モー ド (セッ トモ ー ド ) 


・FM モー ド 
1. FM モー ド を 選ん で セッ トモ ー ド に 入り メ SS 
ニュ ー 00 を 選択 し ます 。 vo りり mpg っ に 7 
AZ ガイ 
現時 点 で の 周波 数 ステ ッ プ が 表示 され ます 。 // ルリ 


0 4 0 
1 268678 る 


ダイ ヤル を 回 す と 下記 の よう に 周波 数 ステ ッ プ 
が 切り 換わり ます 。 
ーー DOWN 方 向 UP 方 向 一 と 


疹 人 ーー テ FM-5.0 ーー テ FM-10.0 ーー テー FM-12.5 ペーー テ FM-20.0 _ 
Z」 


メニ ュー 01. メモ リー 保護 機能 


メモ リー チャ ン ネ ル を 誤っ て 上 書き し て し まう の を 防ぐ こと が で きま す 。 


1. 


2. 


フ 4 


[PHOT-OF] と ディ スプ レイ に 束 示 され ます 。 


(初期 設定 ) va 7 mm 5 
ガー チ た 

ダイ ヤル を 時 計 回 り に 回 す と ディ スプ レイ の 表 | / 77】 ルリ / 

示 が IPROT-ON] に 切り 替わり 、 メ モリ ー 保 護 の 

機能 が 有効 に な り ま す 。 

ーー 反 時 証 層 り 時 計 回 り 一 と 


PROT-OF ペ ーー テ - PROFOR 


・ この 携 能 で は 「 メ モリ ー の 上 書き 」 を 許可 す 
る か し な いか 、 を 選べ ます 。 し ば し ば メモ リー 
を 編集 する に は OF (許可 ) を 選 上 ほう が 便 
利 で す が 、 間 違っ て 書き 込む リス ク も あり ま 
す 。 

・ と の パラ メー タ の 設定 に 関わ ら ず 、 メ モリ ー 
デー タ の 消去 は 前 述 の 説明 通り に 行う こと が 
で きま す 。 


6. パラ メー ター 設定 モー ド (セッ トモ ー ド ) 


メニ ュー 0 ロ ら . メモ リー モー ド で の 周波 数 変更 禁止 
メモ リー 周波 数 は 運用 中 に ダイ ヤル で 一 時 的 に 変更 する こと が で きま す 。 
ここ で ACCS-OF を 選択 する と 、RIT/TXIT 操作 以外 、 メ モリ ー 周 波数 の 変更 は ロッ ク さ れ ま す 。 
ACCS-OF を 選択 し て いる 場合 で も 、 周 波数 以外 の 出力 、 モ ー ド 、RF ゲイ ン な ど は 一 時 的 に 変更 す 
る こと が で きま す 。 


1. 「[ACCS-ON] と ディ スプ レイ に 表示 され ます 。 
(初期 設定 ) 


ク . ダイ ヤル を 反 時 計 回 り に 回 す と ディ スプ レイ の と 5 

表示 が [ACCS-OF] に 切り 替わり 、 メ モリ ー 周 | ve ど C 起 mm 5E7 

波数 の 変更 が ダイ ヤル で は で き な く な り ま す 。 4 叶 に ナル 7 

ーー 反 衝 計 回 り 時 計 回 リーー 7 し し 7 ル /V 
ACCS-OF マー ACOS-ON Le 
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メニ ュー 03. タイ マー スキ ャ ン 設 定 
スキ ャ ン モ ー ド で の 依 上 条件 と 再 ス ター ト 条件 を 好み や 運用 モー ド に 合わ せ て 選べ ます 。 


1. 現時 点 で の タイ マー スキ ャ ン 設 定 が 表示 され ま 軸 Sn 
Ac-S D た r 
VeoA ゴ IEF-25】*0】「 語 き 中 


す 。 
1 00 の 2 共 の 
ゴル どり 
2 の. ダイ ヤル を 回 す と 下記 の よう に 設定 が 切り 換 わ 
り ま す 。 


| テ SC-OFF ーー テー SC-0 ペーー テ SC-1S ペーー キ - SC-2S … SC-B0… SC-B1M … 2 


重要 :・ (A) グル ー プ の 設定 を する と き は スキ ャ ン 中 に スケ ル チ を か け て お く 必 要 が あり ます 。 パラ メー タ 】B0D」 で は サー 
チ ス キャ ン の よう に スキ ャ ン は 止ま り ま せん 。PTT な ど キ ー を 押し て くだ さい 。 
・(B) グル ー プ の 設定 で は 、 ス キャ ン は スケ ル チ レ ベル や 信号 の 有無 に 関わ ら ず 、 一 定時 間 が 経過 する と スキ ャ ン 
を 再開 し ます 。 ス ケル チ が 不要 な の で SSB や CW で も 使え ます 。 


OFF: 信号 を 受信 する と スキ ャ ン が 停止 し 、 ス キャ ン が 終了 し ます 。 


0: 信号 を 受信 する と スキ ャ ン が 停止 し 、 信 号 が 消え る と スキ ャ ン が 再開 し ます 。 
18: 信号 を 受信 する と スキ ャ ン が 停止 し 、] 秒 後 に スキ ャ ン が 再開 し ます 。 
2S: 信号 を 受信 する と スキ ャ ン が 停止 し 、2 秒 後 に スキ ャ ン が 再開 し ます 。 

(⑳)| 3S: 信号 を 受信 する と スキ ャ ン が 停止 し 、3 秒 後 に スキ ャ ン が 再開 し ます 。 
5S: 信号 を 受信 する と スキ ャ ン が 停止 し 、5 秒 後に スキ ャ ン が 再開 し ます 。 


7S: 信号 を 受信 する と スキ ャ ン が 停止 し 、7 秒 後に スキ ャ ン が 再開 し ます 。 
108: 信号 を 受信 する と スキ ャ ン が 停止 し 、10 秒 後 に スキ ャ ン が 再開 し ます 。 
BO: 信号 を 受信 し て も スキ ャ ン は 停止 し ませ ん 。 


フ 5 


6. 


バラ メー ター 設定 モー ド (セッ トモ ー ド ) 


B1S: 
B2S: 
BS3S: 
B5S: 


B10S: 
B208: 
BG30S: 


過 BiMI 


B2M 
BSM- 
B5M: 


BIOM: 
Be20M- 
BS3OM: 


信号 の 有無 に 関わ ら ず スキ ャ ン が 停止 
信号 の 有無 に 関わ ら ず スキ ャ ン が 停止 
信号 の 有無 に 関わ ら ず スキ ャ ン が 停止 


信号 の 有無 に 関わら ず ス キャ ン が 停止 
信号 の 有無 に 関わり ら ず スキ ャ ン が 停止 


信号 の 有無 に 関わ ら ず スキ ャ ン が 停 上 
信号 の 有無 に 関わ ら ず スキ ャ ン が 停止 


\ ブ ュ 
信号 の 有無 に 関わ ら ず スキ ャ ン が 停止 し 、 
\ プ ヽ 
、 ら 0 秒 後に スキ ャ ン が 再開 し ます 。 
信号 の 有無 に 関わ ら ず スキ ャ ン が 停止 し 、 
信号 の 有無 に 関わ ら ず スキ ャ ン が 停止 し 、 
信号 の 有無 に 関わ ら ず スキ ャ ン が 停止 し 、 
信号 の 有無 に 関わ ら ず スキ ャ ン が 停止 し 、 
トブ ヽ 
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、1 秒 後 に スキ ャ ン が 再開 し ます 。 
、 ら 入 後 に スキ ャ ン が 再開 し ます 。 


3 秒 後 に スキ ャ ン が 再開 し ます 。 
5 秒 後に スキ ャ ン が 再開 し ます 。 
10 秒 後に スキ ャ ン が 再開 し ます 。 


30 秒 後に スキ ャ ン が 再開 し ます 。 
1 分 後に スキ ャ ン が 再開 し ます 。 
ら 分 後に スキ ャ ン が 再開 し ます 。 
3 分 後に スキ ャ ン が 再開 し ます 。 
5 分 後に スキ ャ ン が 再開 し ます 。 
10 分 後に スキ ャ ン が 再開 し ます 。 


信号 の 有無 に 関わ ら ず スキ ャ ン が 停止 し 、20 分 後に スキ ャ ン が 再開 し ます 。 
信号 の 有無 に 関わ ら ず スキ ャ ン が 停止 し 、30 分 後に スキ ャ ン が 再開 し ます 。 


メニ ュー 04. スキ ャ ンタ イプ 選択 
VFO モー ド に は 3 種類 の スキ ャ ン モ ー ド が あり ます 。VFO モー ド で スキ ャ ン 操 作 を し た と き 、 ど れ 
を 実行 する が 須 ん で お きま す 。 
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1. 初期 設定 は [B-SCAN] モー ド で す 。 


2. 


ダイ ヤル を 回 


し て スキ ャ ン 


ビー ド を 選び ます 


っ 


[ を B-SCAN ペーー テ - P-SCAN ーー S-SCAN ーー テ SELECT | 


B-SCAN バン ドス キャ ン 
P-SCAN プロ グラ ム ス キ ャ ン 
S-SCAN サー チ ス キャ ン 
SELECT 


スキ ャ ン 操 作 を する と 開始 前 に アッ プ ダ ウン キー で スキ ャ ン モ ー 


ド を 選ぶ 画面 が 表示 され ます 。 


B. パラ メー ター 設定 モー ド (セッ トモ ー ド ) 


メニ ュー 05. サー チ ス キャ ン の 周波 数 帯域 設定 
サー チ ス キャ ン で 髄 用 する スキ ャ ン の 範囲 を 設定 し ます 。 50、100、200 kHz か ら 避 ぶ こ と が で き 
ます 。 


1. 初期 設定 は [SSC-50] で す 。 


va 05 mm 7 
3 だ 妥 
グ の. ダイ ヤル を 回 し て 範囲 を 選び ます 。 
ー SSC-50 ユー SSC-100 ーー SSC-200 
ビ 電 闘 
メニ ュー 06. メモ リー スキ ャ ン の スキ ッ プ 設定 
メモ リー スキ ャ ン に スキ ッ プ チャ ン ネ ル を 含め る か 含め な いか を 選択 し ます 。 
1. 初期 設定 は [SKIP] で す 。 SE 
veA ワ 人 ma 5: 
に ビレ 了 7 
ルナ 
の . ダイ ヤル を 反 時 詩 回 り に 回 す と [NO SKIP] を 
選択 で きま す 。 
マー 反 時 詩 回 り 詩 計 回 り 一 テ 
NO SKIP ペー+ SKiP 
[SKIP] … メモ リー スキ ャ ン 時 、 ス キッ プ 設 定 さ れ た メモ リー チャ ン ネ ル は 表示 され ませ ん 。 
[NO SKIPI … スキ ッ プ 設定 し た メモ リー チャ ン ネ ル を 、 ス キッ プ 解 除 す る こと な く 一 時 的 に メ 


モリ ー ス キャ ン し た いと き に 使い ます 。 


フフ 


6. パラ メー ター 設定 モー ド (セッ トモ ー ド ) 


メニ ュー 07. ディ マー (表示 の 明る ぐさ 変更 ) 
ディ スプ レイ (LCD) の バッ クラ イト の 明る さ が 調節 で きま す 。 


1, [DIMR-321] と ディ スプ レイ に 表示 され ます 。 
(初期 設定 ) 


人 の. ダイ ヤル を 回 す と ディ スプ レイ と 明る さ が 切 り 
換わり ます 。 
64 が 一 替 明 る く 、 策 号 が 小さ く な る に つれ 暗 
く な り ま す 。DIMR-O00 で ライ ト が 消え ます 。 


[「 DIMR-00 ペー テー DIMR-01 … DIMR-32… DIMR-63 ペ ーー キー 2 


メニ ュー 08. ビー プ 音 機能 
適切 な 操作 が 行わ れる と 「 ピ ッ 」 と 高め の 音 、 無 効 な 操作 の 場合 は 「 ブ ッ 」 と 低め の 音 が な り ま す が 、 
これ ら を ビー プ 音 と いい ます 。 こ の 設定 を OF (OFF) に する と 、 す べ て の 操作 音 が 消え ます 。 


1. [BEEP-ON] と ディ スプ レイ に 表示 され ます 。 0 ei 
(初期 設定 ) VeoA け RE250-010 還 中 1 
7 ガ た た 記 7A/ 
2 の. ダイ ヤル を 反 時 計 回 り に 回 す と ディ スプ レ ィ の | . ガ た た た //V 
表示 が [BEEP-DH] に 切り 替わり 、 ビ ー プ 音 が 
消え ます 。 
ーー 反 時 詩 回 り 時 計 回 り 一 * 
BEEP-OF ペーーw- BEEP-ON 


回 


2 2 60 
1 23486 ア ま 8 
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メニ ュー 09g. USB / LSB 自動 切り 替え 設定 
この 機能 で は 、 
選択 する と バン ド プ ラン に 関わ ら ず 、 毎 回 手動 で 設定 で きま す 。 


1. 


2. 


メニ ュー 1 ロ . 
この 機能 で は 、 


1. 
2. 


AGC-ON に な っ て いる 場合 、 


SSB、AM 
CW 


AGC-ON と な っ て いる 場合 で も 、[FUNC] キー と 
こと も で きま す 。 た だ し 、 電 源 を 切る と 自動 選択 に 戻り ます 。 


6. パラ メー ター 設定 モー ド (セッ トモ ー ド ) 


運用 バ パンド に 合わ せ て SSB モー ド の USB と LSB を 自動 的 に 選択 し ます 。OFF を 


[U/L-ON] と ディ スプ レイ に 表示 され ます 。 


の ィ 7 プ AGc-S 過 了 
(初期 設定 ) VoA けり ゴ EE 。 つた) 
リリ ナノ ナチ ーー ナチ 7/ 
ダイ ヤル を 反 時 計 回 り に 回 す と ディ スプ レ ィ の | ナリ / た た /YV 
表示 が [U/L-OH に 切り 替わり 、USB/LSB の WS Ne 
選択 が 手動 に な り ま す 。 
ーー 反 時 計 固 り 時 計 回 り 一 
UL-OFF ペーー テ UL-ON 
ON に し た 場合 で も 、 運 用 中 は 手動 で USB/LSB を 
切り 替え られ ます 。 
AGC-S / AGC-F 自動 功 り 替え 設定 
変調 モー ド に 合わ せ て AGC-S と AGC-F の どちら か を 自動 的 に 選択 し ます 。 
初期 設定 は [AGC-ON] で す 。 
va 則夫 mm 正 7 
ダイ ヤル を 反 時 計 回 り に 回 す と [AGC-OFF と 7 時 属 ーー す 及 / 
な り 、 AGOC-S/AGCF の 選択 が 手動 に な り ま す 。 | / 7 イル ーー ル /V 
ーー 反 時 証 固 り 時 計 固 り - 一 * sss7se 


AGC-OFF ペーー テ - AGC-ON 


AGC-S 
AGC-F 


AGC は 次 の よう に 決定 され ます 。 


M/KHz] キー を 操作 し て 手動 で AGC を 選択 する 
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6. パラ メー ター 設定 モー ド (セッ トモ ー ド ) 


メニ ュー 1 1. TXIT 機能 設 


り ま す 。 


「XIT 機能 を 使え な いよ うに する こと が で きま す 。OF (OFF) を 選 点 と RIT 機能 の み 使え る よう に な 


「XIT は 自分 で は 彫 き 具合 が わか ら ず 、 間 違っ て 使う こと で QRH (周波 数 変動 ) の 原因 と な る た め 使 


直 を 制限 で きる よう に し て あり ます 。OF 設定 で は TXIT アイ コン は ディ スプ レイ に 表示 され ませ ん 。 


11。 [TXIT-ON] と ディ スプ レイ に 表示 され ます 。 6 
(初期 設定 ) veeA す 』 


の . ダイ ヤル を 反 虹 計 回 り に 回 す と ディ スプ レ ィ の | ! バナ 


表示 が [TXIT-OF1 に 切り 堆 わ り 、RIT 機能 の み 
が 利用 可能 と な り ま す 。 


ーー 反 計 計 回 り 時 計 国 り 一 ー 
TXIT-OFmーー* TXIT-ON 


メニ ュー 1 ら . エレ クト リッ クキ ー ヤ や ヤー 設定 


本 機 に は エレ クト リッ クキ ー ヤ ー が 内 蔵 さ れ て いま す 。 


スト レー トキ ー や バグ キー を 使う と き は [EKEY-OF] を 選び ます 。[EKEY-OF] で パドル を 使う と 、 短 


点 の み 自 動 で 打つ バグ キー モー ド と し て も 使え ます 。 
[EKEY-ON] を 選択 する と フル オー トキ ー ヤ ー に な り ま す 。 


和 。 [EKEY-ON] と ディ スプ レイ に 表示 され ます 。 
(初期 設定 ) vea ピピ 


た / に 
2. ダイ ヤル を 反 時 計 回 り に 回 す と ディ スプ レイ の た た た 


表示 が [EKEY-OF] に 切り 替わり 、 セ ミオ ー ト 
マテ ィ ッ ク と な り ま す 。 


ソー リリ A/ 
) し / リ 


25 40 49 


13 3436759 


ーー 反 時 詩 回 り 時 計 回 り 一 テ 
EKEY-OF ペ ーー EKEY-ON 


メニ ュー 13. エレ クト リッ クキ ー ヤ セー スピード 設 定 


この 機能 は [EKEY-ON] (上 記 メ ニュ ー 18 参照 ) が 選択 され て いる 場合 に 限り 有効 で す 。 


エレ クト リッ クキ ー ヤ ー の 速度 を 6 - 40 wpm の 範囲 で 変更 で きま す 。 


1. [WPM-20] と ディ スプ レイ に 表示 され ます 。 1 
( 科 期 設定 ) vw ば 


の . ダイ ヤル を 回 す と 図 の よう に ディ スプ レイ の 青 ア V ー 
示 と エレ クト リッ クキ ー ヤ ー の スピ ー ド が 切り 


ASc-S に に 了 
5E』 


77 リガ 7 ガ 
司 避 2 


2 9 sO 


2 32567 を る 


換わり ます 。 


「~ WPM-6 ーーー" WPM-7… WPM-20… WPM-39 ペーー+ WPM-40 一 
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B. パラ メー ター 設定 モー ド (セッ トモ ー ド ) 


メニ ュー 14. エレ クト リッ クキ ー ヤ セー リバ ー ス 設定 
エレ クト リッ クキ ー ヤ や ヤー 設定 が ON に な っ て いる 場合 (メニ ュー 1 ら を 参照 )、 ド ッ ト と ダッ シュ の 打 
鍵 位 置 (左右 の スト ロー ク ) を 変更 する こと が で きま す 。・ 


1. 初期 設定 [PADDL-N] で は 通常 の 位置 で 動作 し 


ます 。 

2. ダイ ヤル を 時 計 回 り に 回 す と IPADDL-R] と な 5 二 e 
り 、 位 置 が 逆転 し ます 。 va 7 中 5mm 5E: 
ーー 反 時 計 固 り き 言 固 リ 一 テ 7 7 ル こっ 上 / 

PADDL-N ユー PADDLR ー7 チ ナガ リガ ナ ーー/V 


2945678 ョ am 


メニ ュー 15. サイ ド ト ー ン (CW オフ セッ ト ) 周波 数 設定 


選択 され た CW オフ セッ ト に 合わ せ て サイ ド ト ー ン が 周波 数 が 変わ り ま す 。 


1.。 [ST-800] と ディ スプ レイ に 表示 され ます 。 
(初期 設定 ) va 5 mm 玩 】 
800 Hz で す 。 


の 、。 ダイ ヤル を 回 す と ディ スプ レイ と サイ ド ト ー ン 
が 50 Hz ステ ッ プ で 切り 換 わ むり ます 。 
SF400 ペーー テ ST450… ST-800… ST-950 ーー テ ST-1000 
画 CH 00 100 | 


メニ ュー 16. 選 W 運用 向け プレー クイ ン デ ィ レ イタ イム 機能 
オー トブ レー クイ ン 、 セ ミ ブ レー クイ ン (7 段階 か ら 選 択 可能 )、 フ ル ブ レー クイ ン か ら 選 択 す る こと 


が で きま す 。 
1. 3: クイ ン 設 定 が ディ スプ レイ に ) 4cs に と ィ 
され ます 。 vea 9gDg 。 うつ ビ ? 
が 4 / 
1 4/ \- -/7/ 


を た ます する きま 


2. ダイ ヤル を 回 す と 下記 の よう に ブレ ー ク イン タ 
イプ が 切り 換わり ます 。 


| = BKIN-FL ペーー テ - BKIN-1 ペーー テ - BKIN-2… BKIN-6 ーー と BKIN-7 ボー テー BLIN-ATF = ] 
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6. パラ メー ター 設定 モー ド (セッ トモ ー ド ) 


・AT (オー ト ) 


れ ま す 。 
・1 一 フ 


セミ ブレ ー ク イン 時 の ディ レイ タイ ム 時 定数 が 、 送 信 さ れる 符号 速度 に 応じ て 自動 的 に 設定 さ 


セミ ブレ ー ク イン モー ド 時 の ディ レイ タイ ム を 選択 し ます (] が 最短 、7 が 最長 )。 


・FL (フル ) 
フル ブレ ー ク イン モー ド で す 。 


メニ ュー 1 ブフ 7. 符号 比率 機能 


CW 運用 時 の 符号 比率 を 設定 し ます 。 


1 初期 設定 は [AT-3.0] で す 。 
符号 比率 王 長 点 の 長 さ / 短 点 の 長 さ ([EKEY- 
ON] で 有効 と な り ま す ) 


の . ダイ ヤル を 回 す と 下記 の よう に 比率 設定 が 切り 
換わり ます 。 


ィ ゴ -S に に 
VoA すす gg た ) 


叶 イ 7 ーー- 7 ガ 


| を RAT-2.5 ゴ ーー テ RAF-3.0 ペ ーー テ - RAT-S8.5 マ ーー テ - RAT-4.0 ペ ーー テー HBAT-4.5 で 


に 1 


6. パラ メー ター 設定 モー ド (セッ トモ ー ド ) 


メニ ュー 18. CTCSS トー ン エ ンコ ー ダ ー 設 定 
CTCSS トー ン と は 、 送 信者 の 声 に 重ね られ る サブ オー ディ ブル トー ン で す 。 ら 9 MHz FM バン ド で 
の レビ ー タ ー ア ッ プ リン ク に 用 いら れ ま す 。 トー ン に は 39 種類 が あり 、FM モー ド で の み ト ー ン の 
設定 が 有効 に な り ま す 。 


1. 現時 点 で の エン コー ド 設 定 が ディ スプ レイ に 表 B 吉 pFT 
示さ れ ま す 。 VroA し 販 -20】-10】0 半 加 5 半 】 


月 


29 の gp 
) タ 3456789 


の , ダイ ヤル を 回 す と 下記 の よう に CTCSS トー ン 
周波 数 が 切り 換わり ます 。 
670 69.3 719 74.4 7Z70 7Z797 82.5 854 
88.5 9t.5 94.8 974 1900.0 103.5 10Z72 110.9 
114.8 118.8 123.0 1273 131.8 136.5 141.3 146.2 
151.4 156.7 162.2 167.9 173.8 179.9 186.2 192.8 
203.5 210.7 218.1 225.7 233.6 241.8 250.3 


CTCSS ト ー ン 周波 数 (Hz) 


メニ ュー 19. ス ピー チコ ンプ レッ サー 機能 
SSB と AM モー ド で トー ク バ ワー を 上 げ 、 自 分 の 声 に メリ ハリ を つけ た り SSB の 出力 を エ 上げる こと 
が で きま す 。 


1. 初期 設定 は [SPH-OFF] で す 。 - ニ 
va 好 。 注 mm 時) 


記 有 - 太 / 


っ 2 の eo 
123<55789 


2。 ダイ ヤル を 時 計 回 り に 回 し て [SPH-ON] か 
[ALL] を 選択 し ます 。 
に - SPH-OFF ーー テ SPH-ON ーー テテ SPH-ALL | 


* SPH-ON は SSB お よび AM モー ド で の スピ ー チ プロ セッ サ を 有効 に し ます 。SPH-ALL を 選択 
する と FM モー ド も 有効 に な り ま す が 実 用 的 で は あり ませ ん 。 使う と 通常 は 声 が ひずみ 、 逆 効果 で す 。 
マイ クロ ホン と の 距離 が 近 す ぎ た り 、 話 す 声 が 大 きす ぎ た り 、 リ ニア アン プ を 用 いた りす る と 、 変 
調 が 歪ん だ り 、 ス プラ ッ タ ー が 発生 し た り し て 逆 効果 に な っ た り 他 局 に 迷惑 を か けた り し ます 。 仙 
尚 は オフ に し て お く こ と を お すす めし ます 。 
* PSK31 の よう な SSB を 使っ た デジ タル モー ド で 運用 する 時 は 必ず オフ に し て くだ さい 。 


3 
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6. パラ メー ター 設定 モー ド (セッ トモ ー ド ) 


メニ ュー ら 0. PTT キー ロッ ク 機 能 
PTT キー 操作 を 禁止 で きま す 。 


1。 初期 設定 は [PTT.L-OF] で す 。 5 
va CO mm 呈 ) 


7 イナ ーー 77 
過 ) た た 


0 30 9 
23*557BS 


の の. メイ ンダ イヤ ル を 時 計 回 り に 回 し [PTT. L-ON] 
を 選ぶ と 受信 専用 擬 と し て 使え ます 。 
ーー 反 時 計 回 り 時 計 回 り 一 と 
PTTLOF ーー PTTLON 


メニ ュー ら 1. APD- オー ト パ ワ ー オ ブフ ブ 機 能 
自動 的 に 源 を 切る 機能 で す 。 一 定時 間 以 上 連続 し て キー 操作 を し な いと 自動 的 に 電源 が 切れ ます 。 
電源 が 切れ る 直前 に ビー プ 間 が 鳴り ます 。 


1. 初期 設定 は [APO-OFF] で す 。 pe 
30 分 、 60 分 、 80 分 、 180 分 が 設定 で きま す 。 | VoA に 中 Smm っ FE! 


凶 り 2 前 計上 


20 9 
12345076S 


の 。 ダイ ヤル を 時 計 向 り に 回 し て [APO-ON] を 選択 
する と オー ト パ ワ ー オ フン 機能 が 有効 に な り ま す 。 
PO-OFF ーー テー APO-30 ゴーー テ - APO-60 ペーー テ *- APO-90 ーー テキ APO-120 
| ⑳ 科 


下記 の ツマ ミ や ダイ ヤル 操作 を し て も APO の タイ マー は リセ ッ ト さ れ ま せん 。 


・ ボリ ュー ム と スケ ル チ の レベ ル 操 作 
・ F シ フト 

・ RIT/TXIT 

・ メイ ンダ イヤ ル 
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B. バラ メー ター 設定 モー ド (セッ トモ ー ド ) 


メニ ュー らら . UP/DOWN キー 機能 設定 


[ 人 4/ マ ] キー と マイ クロ ホン の UP/DOWN キー の 能 を スキ ャ ン の スタ ー ト に 割り 当て た り 、 長 
く 押 し た 時 の 動作 を キー の 連続 入力 や 数 値 の アッ プン ダウ ン (お よび 押し 時 間 に 伴 う 加速 ) に 設定 し 
た りす る こと が で きま す 。 


1. 初期 設定 は キー 連続 入力 の [UD-RPT] で す 。 較 遇 
vo CO ma 計 ) 


2 の. ダイ ヤル を 回 し て [UD-SCN] を 選択 し ます 。 / 有 - 選 ロ 7 


SCN を 選択 する と 、 キ ー を 長く 押す こと で 現時 

点 の モー ド 設 定 に 合わ せ た ス キャ ン を スタ ー ト 

させ る こと が で きま す 。 CA 

ーー 反 時 計 賠 り 須 計 回 り 一 と 
UD-RPT ペーー テ UD-SCN 


29 45 9 


メニ ュー 3. FUNC キー 再開 時 間 設 定 


FUNC キー の 再開 時 間 を 、 下 記 の よう に 手動 また は 自動 に 設定 する こと が で きま す 。 


FUNC-MN ( 動 に よる 再開 ) 次 の キー を 撰 作 する まで FUNC 状態 が 保持 され ます 。 
FUNC-AT (オー ト ) et… 5 秒 以上 操作 が な いと 、FUNC キー 操作 が 自動 的 に キャ ン セ ル さ 
れ 、 デ ィ ス プレ イ の FUNC 表示 が 消え ます 。 


1 


初期 設定 は [FUNC-MN] で す 。 RS 
va ど ゴ  mam 5 
の . ダイ ヤル を 回 し て [FUNC-AT]. を 選択 し ます 。 た 』 /A/ AZA/ 


自動 FUNGC 操作 が 有効 に な り ま す 。 ナ /V ー ナ リガ V 

ーー 反 時 計 回 り 時 計 回 り 一 テ cy 全 
FUNC-MN マ ーー テー FUNC-AT 3 コ く 8878 

よ ぼ ど 無 線 機 の 操作 に 慣れ て いる 場合 を 除き 、 こ の 設定 は MN (手動 状態 ) に し て お く 

こと を お すす めし ます 。 


メニ ュー 2 ら 4. ツマ ミ 位 置 設定 
SQL、RIT、IF SHIFT ツマ ミ の 位置 を 下記 の よう に 設定 する こと が で きま す 。 


1。 初期 設定 は [S-RT-F] で す 。 el 
き ………ー SQL ツマ ミ VoA どり 地島 pg ィ ビ 7 
RT …… RIT ツマ ミ MM 7 
F……… FE SHIFT ツマ ミ パリ J/ 


の の 


た ます ミ する なす 0 


の. ダイ ヤル を 回 す と 下記 の よう に ツマ ミ の 位置 が 
切り 換わり ます 。 
際 RT-S-IF ーー テ RT-IF-S ーー テ BS-IF-RT ーー S-RT-IF ーー テ IF-S-RT ーー テ IF-RT-S 
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6. パラ メー ター 設定 モー ド (セッ トモ ー ド )} 


メニ ュー らら 5. VOX 機能 


VOX (Voice Operated eXchange) は 、 マ イク ロホ ン に 向かっ て 話し て いる 軸 は 送信 し 、 村 る と 自動 で 受 
信 に 切り 替わる 機能 で す 。 


[注意 

VOX 遥 用 で は PTT ボタ ン 操 作 は 不要 で 、 両 手 が 自 由 に 使え て パソ コン の ログ 打ち な ど が し や すく な けり ます 。 
反 画 、 VOX に は 感度 調整 機能 よ つ い て いま す が 、 話 す 声 以外 の ノイ ズ を 乱す る 音 に 半 に うし て 送信 し て し まっ 
た り 、 話す 声 が 小さ すぎ る と 送信 出来 な か っ た りす る 場合 が あり ます 。 また 、 息 継ぎ に 間 に 送 信 が 途切れ な い 
よう 、 本 機 の VOX に は 一 秒 有 吊 の ハン グ タ イマ ー が 設定 され て いま す 。 こ の た め 、 話し 終わ っ て 受信 に 戻り た 
いと き で も レビ ー タ ー テ ー ル に 似 た 、 音 声 の な い 送 信 状 態 が 一 秒 弱 続き ます 。 し た が っ て 、 コ ン テ ス ト の よう 
な テキ バキ し た や り と り で は 相手 の 声 を 聞き 逃す こと に な り ま す の で ご 注意 くだ さい 。 


1. 初期 設定 は [SVOX-OF] で す 。 


2. ダイ ヤル を 回 す と ディ スプ レイ と VOX 感度 が va CO sa 5E7 げ 
切り 換わり ます 。 0 
数 字 が 小さ い ほど 、 大 き な 声 で 話さ な いと 送信 に に カガリ ソー 7 7- 
な り ま せん 。 ーー ルナ リバ イー た / 


*20 40 60 
ff234567 を の 


感度 調節 


結 遇 SVOX-1 *- SVOX-2 *w- SVOX-3 を SVOX-4 *- SVOX-5 = SVOX-6 SVOX-6 で 


メニ ュー 86. デー タ VOX 設 


パソ コン と ソフ トウ ェ ア を 使用 し て FAX、RTIY、SSTV、PSK3 1 な どの デー タモ ー ド を 選 用 する と き の 、 
内 世 イ ンタ ダー フェー スズ 回 路 を 使う と き の 設 定 で す 。 詳細 は P.48 で 解説 し て いま す 。 


AM、FM、SSB モー ド を 軍用 中 に 、DVOX-0F を 選択 し ます 。 

デー タダ モー ド ソ フト ウェ ア の 中 に は 、 新 た に 追加 の ハードウェ ア が 必要 に な る も の も あり ます 。 すべて の タイ 
プ の 通信 ソフ トウ ェ ア が 本 機 に 使用 で きる か どう か は 保証 致し か ね ます 。 

アル イン コ は 、 第 三 者 に よる あら 応 る ソフ トウ ェ ア へ の 本 製品 の 互 撰 性 に 対し て は 責任 を 食い ませ ん 。 


1. [DVOX-0F] と ディ スプ レイ に 表示 され ます 。 


( 管 期 設定 ) VroA どら 5 人 gp 7 
ら 2. ダイ ヤル を 友 時 計 回 り に 回 す と [DVOX -ON] と 

TH 玉 77-/ 

DVOX-OF ーー テー DVOX-ON ssszee 
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フ . メン テ ナ ン ス 


プ .1 調整 
は じ め に 


本 機 は 工場 出荷 前 に 、 厳 密 に 検査 と 調整 が され て いま す 。 メ ン テ ナ ンス 調整 を 行う 際 に は 、 記 載 し た 
以外 の 部 品 に は 絶対 に 触れ な いよ うに し て くだ さい 。 い か な る 事情 が あっ て も 、 誤っ た メン テ ナ ン ス 
を され た 場合 は 製品 保証 が 無効 と な り 、 最 鹿 の 場合 は 有償 修理 さえ お 断り する 場合 が あり ます 。 

また 、 上 弊社 で は メン テ ナ ン ス の 際 に 感電 、 け が な ど が 起き て も 一 切 の 四 は 人 負い か ね ます 。 メ ン テ ナ ン 
ス 用 の 道具 や 知識 が な いと き は 、 販 売店 に ご 依頼 くだ さい 。 


調 吾 箇 所 リス ト 
以下 の 作業 は ケー ス を 外し て 行っ て くだ さい 。 


・ マイ ク ゲ イン の 調整 

・ ビー プ の 音量 調整 

・ サイ ド ト ー ン の 普 量 調整 

・ QHP 運用 の S-LOW 出力 量 の 調整 
・ IO0W/50 W 出力 切り 共 え 

・ ヒュ ー ズ の 取り 区 え 


重要 : ケー ス を 取外す 場合 は 、DC コー ド を 抜い て くだ さい 。 


/N 警告 : 高生 圧 に よる 感 起 の 危険 性 が あり ます 。 
ユニ ッ ト の メン テ ナ ン ス を する 前 に は 、 必 ず 電 源 
コー ド を 抜き 、 本 休 の 電源 を 切っ て くだ さい 。 


ケー ス を 取り 外す 


下記 に 従っ て 取り 外し て くだ さい 。 
・ 上 側 ケ ー ス ・ 下 側 ケ ー ス 


8 フ 


7. メン テ ナ ン ス 


重要 : S-Low 設定 に は 電力 計 が 中 要 で す 。 可変 抵抗 は 金属 製 で は な く 、 必 ず セ ラミ ッ ク 衰 の 調整 用 ドラ イ バ ー を 使用 
し て くだ さい 。 非常 に 繊細 な 部 品 な の で 慎重 に 取り 扱わ な いと 故 隊 し ます 。 不要 な 誤 整 を 緑 り 返 すこ と は お や め 
くだ さい 。 


手順 
マイ ク ゲ イン の 調整 : VR1 17 


ビー プ 音 旦 の 調整 : VHR109 


時 計 回 り で 大 ぎく 、 反 時 計 回 り で 小さ く な り ま す 。 


時 計 回 り で 大 きく 、 反 時 証 回 り で 小さ く な り ま す 。 


サイ ド ト ー ン の 音量 調整 : VH111 


R 


圭 計 回 り で 大 きく 、 反 時 計 回 り で 小さ べく な り ま す 。 


QRP 運用 の 8-LOW 出力 量 の 調整 : VR120 


時 計 回 り で 大 きく 、 反 時 詩 回 り で 小さ く な り ま す 。 
約 0.1 一 6 W の 範囲 で 調整 が で きま す 。 


100 W グ 50 W 出力 切り 人 替え : 1 
100 W : オー プン 
50 W : は ん だ 付け 


* 


還 の 
5 


VR120 


PS N 
較 了 軸 
1 


VRt1{ VR109 
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で ラン 
50 W ショ ー ト する 


フ . ら ヒュ ー ズ 交換 
ヒュ ー ズ が 飛ん だ 場合 は 、 原 因 と な っ た 不具 合 や 不良 を 修正 し た あと 、 指 定 の 定格 の ヒュ ー ズ と 取り 
共 え て くだ さい 。 


注 称 : ヒュ ー ズ を 交換 する 際 は DO 電源 コー ド を 本 機 か ら 抜い て くだ さい 。 


本 織 に は 、 保 護 の た め 2 種類 の ヒュ ー ズ を 使っ て いま す 。 


DC 電源 コー ド 用 ヒュ ー ズ …………… ブレ ー ド タイ プ 30 A 
回 路 用 ヒュ ー ズ …… ド ドド ドド の ドー FEGMB 5 A 
DC 電源 コー ド 用 ヒュ ー ズ の 取り 替え 


ヒュ ー ズ を 交換 し て も 溶断 する と き は 故障 の 可能 性 が 高い で す 。 
サー ビス セン ター に お 商い 合わ せく だ さい 。 


回 路 用 ヒュ ー ズ の 取り 替え 


本 機 で は 、 電 源 ケ ー ブ ル か ら の 13.8 V の 直流 起 流 が 回 路 用 ヒュ ー ズ を 通し て 全 回 路 へ 伝え られ て い 
ます 。 回 路 用 ヒュ ー ズ は PA ユニ ッ ト に 取り 付け られ て いま す 。 


1.。 8Z ペー ジ に 従っ て 上 側 ケー ス を 取り 外し ます 。 
人 の. 図 に 従っ て ヒュ ー ズ を 取り 替え ます 。 


づ . 上側 ケー ス を 元 に 戻し ます 。 


に に ] 


7. メン テ ナ ン ス 


フ .3 リセ ッ ト 


本 機 に は 3 種類 の リセ ッ ト : 


1. 全て の 初期 化 : 


ら . メモ 


リー 内 容 の 初期 化 : 


3. シス テム の 初期 化 : 


手順 


* 全て の 初期 化 : 電源 を 切り 、 


エー ド が あり ます 。 初期 化 米 は 、 設 定 や メモ リー デー タ を 手動 で 復元 する 
こと は で きま せん 。 メ モリ ー デ ー タ の バッ クア ッ プ に は 、 編集 ソ フト を お 使い くだ さい 


機能 や セッ トモ ー ド の 値 、 


状態 に 戻り ます 。 


メモ リー チャ ン ネ ル デ ー タ が すべ て 出荷 時 の 


メモ リー チャ ン ネ ル の デー タダ のみ を 初期 化し ます 。 


機 能 や セッ トモ ー ド の パラ メー ター を 初期 化し ます 。 メモリー データ は 


その まま 保護 され ます 。 


[FUNC] キー を 押し な が ら 電 源 を 入れ ます 。 


* メモ リー 内 容 の 初期 化 : 電 源 を 切り 、[M/KHz] キー と [RF] キー を 同時 に 押し な が ら 電 源 を 入れ ます 。 
* シス テム の 初期 化 : 電源 を 切り 、[V/M] キー を 押し な が ら 電 源 を 入れ ます 。 


注 : 


- どの リセ ッ ト を 実行 する 場合 に お いて も 、 一 度 リ セッ ト を する と それ まで の デー タ は 回 復 する こと が で きま せん 。 


二 要 な 設定 バラ メー ター や メモ リー 周波 数 な どの 情報 は 、 メ モ し て お く こ と を お 勧め し ます 。 
・ 本 機 の 機能 に 慣れ る まで は 、 本 書 の 解説 を 見 な が ら の 作業 で 混乱 が 生じ た 場合 に リセ ッ ト を 使う こと を お 揚 め し 


ます 。 


フ 7.4 お 手入れ の し か た 


適切 な 状態 で 本 機 を 使用 する た め に 、 
* 掃除 を する 前 に 、 


3 


\ 


Sg0 


る と と が あり 


ます 。 


WEMO7 TUNE 16cS Acc-F 雄 
VA SPLIT pF20407o に | 選 衣 誰 


前 衣 放 衣 衣 


財部 到 On S-LOW DSP NB Nar TSQ 
由 
US 上 Egg 


全 LCD 表 示 


定期 的 に 本 体 の 掃除 を お 勧め し ます 。 

必ず 本 体 の 電源 を 切り 、 電 源 コ ー ド を 取り 外し て くだ さい 。 
コン ピュ ー タ ー や デジ タル ビデ オカ メラ な どの 精密 機器 
ゴム 製 ブ ロワ ー な どの 掃除 用 
余分 な 水分 を 十分 絞り 落と し て か ら お 使い くだ さ し 


用 ウェ ッ ト テ ィ ッ シュ 、 琴 電気 防止 ブラ シ 、 


品 は 、 無 線 機 や 付属 品 の 表面 の 拶 除 に も 適し て いま す 。 混 式 の も の は 
)。 い くら 専用 の 成分 と は いえ 、 政 障 の 原因 に な 


シン ナー、 ベ ンジ ン 、 ア ルコ ー ル 、 接 点 復活 剤 、 ス プレ ー 式 づ ブロ アー な どの 溶剤 や スプ レー は 製 品 


を 復 つ け ま す の で 絶対 に 使 


用 し な いで くだ さい 。 家 電 


& 品 用 と 無線 機 な どの 精密 機械 用 で は 溶剤 が 


異な る こと が あり 、 誤っ て 使用 され ます と 保証 が 無効 と な り ま す 。 


電源 の AC コ 


ン セ ント 周辺 


こ は ほ こり が た ま ら な いよ うに こま め に 掃除 を し て くだ さい 。 無線 織 に 


限ら ず 、 コ ン セ ント 近く に ほこ り が た まっ て いる と トラ ッ キ ング 現象 と 呼ば れる スパ ー ク に よる 発 
火 が 起こ り 、 火 災 の 原因 と な る こと が あり ます 。 


7.5 故障 と お 考え に な る 前 に 


故障 か な ? と 思わ れ た と き は 、 ま ず 下 記 の 表 を 参考 に 
い 。 そ れ で も 問題 が 解決 し な い 場 合 は お 近く の 販売 店 か 弊社 お 問い 合わ せ 窓 口 に ご 相談 くだ さ 


設定 や 使用 状態 


| 


誤り が な いか 確認 9 9 


症状 原因 処 
起源 が 入ら な い 。 | 1.DC 電源 コー ド が 正しく 接続 さ | 1. 正しく 接続 する 。 
れ て いな い 。 
ら . ヒュ ー ズ が 切れ て いる 。 8. ヒュ ー ズ を 交換 する 。(P8S) 
3、 電源 逆 拉 拉 。 3. +、 一 を 正常 に し て ヒュ ー ズ を 交換 する 。 
4. DC 安定 化 電 源 の スイ ッ チ が | 4. スイ ッ チ を 入れ る 。 
OFF に な っ て いる 。 
. 電源 忠 圧 が 低い 。 5. 13.8 V DC 15 9%6 の 安定 化 電源 を 使う 。 
LCD ディ スプ レイ | 1. 電源 電圧 が 低い 。100 W の 送 | 1.・ 本 機 の 動作 電圧 
の 表示 に 問題 が あ 信 出 力 に は 13.8 V DC で 安定 ・13.8VDC エ 1596 (1 フー 158 
る 。 し た 30 A の 電源 が 必要 。 V DC) の 幼 囲 に 弄 圧 を 調整 する 。 


- 昭 明 が つか な い 。 


セッ トモ ー ド の ディ 
(PZ8) 


一 設定 を 確認 する 


スピ ー カ ー か ら 音 


. VOL ツマ ミ の 設定 が 低い 。 


- 音量 を 調節 する 。(P27) 


が 出 な い 。 ら . マイ クロ ホン の [PTT] キー が 』 2. [PTT] キー を OFF (受信 状態 ) に する 。 
ON (送信 状態 ) に な っ て いる 。 (P35) 
. 電 鍵 (キー) が 送信 状態 に な っ | 3. 受信 状態 に する 。 ま た 接続 端子 に ショ ー ト 
て いる 。 し て いる 個所 が な いか 点検 する 。 
- 外部 スピ ー カ ー の 接続 コー ド が ] 4. 拉 続 コー ド を 点検 する 。 
ショ ー ト ある い は 提 傷 し て いる 。 
- SPEAKER 端子 に ヘッ ド ホ ン か | 5. ヘッ ド ホ ン 、 イ ヤ ホ ン を は ず す 。(P16) 
イヤ ホン が 接続 され て いる 。 
- SQL の レベ ル が 大 きく 設定 し て 1 6. SQL ツマ ミ を 反 時 計 回 り に 回 し て 、 ス ケ 
ある 。 ル チ を オー プン に する 。(Pg7) 
強力 な 信号 し か 受 | 1.SQL が 動作 し て いる 。 1. SQL ツマ ミ を 反 時 計 回 り に 回 す 。(P7) 
信 で き な い 。 - ATT が 動作 し て いる 。 ら . [RF] キー を 押し て HF ゲイ ン を 調整 する 。 
(P33) 
- アン テ ナ の 不良 、 あ る い は 同 執 1 3. アン テ ナ や ケー ブル 、 コ ネクター を 確認 す 
ケー ブル の ショ ー ト 、 舞 傷 。 る 。(P15) 
- アン テ ナ が 受信 バン ド に 適合 し | 4. 適 合 し た アン テ ナ を 接続 する 。 
て いな い 。 
受信 し た 信号 が 正 『 1. モ ー ド の 設定 が 不適 切 。(SSB | ]. モー ドキ ー (P ら 8) を 押し 、 適 切な 受信 モー 


し く 復 調 で き な い 。 


の 場合 は LSB お よび USB も 確 


・ 受信 辻 域 が 不適 切 。 


ド に 合わ せる 。 


・IF SHIFT ツマ ミ を 回 し 、 復 調 で きる 位 
置 に 合わ せる 。(P64) 


・ 適切 な フィ ルター を 選ぶ 。(PG5) 

ダイ ヤル を 回 し て 上 1. ダイ ヤル ロッ ク さ れ て いる 。 1.[O_n ] キー を 押し て ダイ ヤル ロッ ク を 解 
も 周波 数 が 変わ ら 除 す る 。(P70) 
な い 。 
スキ ャ ン が 動作 し 上 1. セッ トモ ー ド で の スキ ャ ン 設 定 | 1. 遠 切な スキ ャ ンタ イプ に 設定 する (PZ6) 
な い 。 が 正しく な い 、 ま た は スケ ル チ か 、 ス ケル チ を 動作 させ る 。 

が 動作 し て いな い >。 
メモ リー モー ド に 1 1. メモリー チャ ン ネ ル に 登録 され 】1. メモ リー チャ ン ネ ル に 周波 数 を 登録 する 。 
切り 換 わ ら な い 。 て いな い 。 (P51) 
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7. メン テ ナ ン ス 
症状 尿 因 処置 
メモ リー スキ ャ ン 11. メモリー チャ ン ネ ル に 周波 数 が | 1. メモ リー チャ ン ネ ル に 周波 数 を 登録 する 。 
が 動作 し な い 。 記 往 され て いな い 。 (P51) 


9 ら 


メモ リー チャ ン ネ 
ル に 周波 数 が 記憶 
で き な い 。 


. メモ リー 周波 数 保護 機能 が 動作 


し て いる 。 


1 お 


メモ リー 保護 を 角 除 する 。(P74) 


メモ リー 周波 数 の 可 
変 操作 が で ぎ な い 。 
送信 で き な い 。 送 
信 出 力 が 少な い 。 


正常 に 受信 で き 、 
電波 も 出 て いる が 
交信 で き な い 。 


- アマチュア バン ド 帯 以外 で 送信 


・ メモリー チャ ン ネ ル 周 波数 アク 


セス 禁止 拉 能 が 動作 し て いる 。 


. マ イク ロホ ン 、 電 絆 が 接続 され 


て いな い 、 ま た は 接続 が 不 完全 。 


一 


- メモ リー アク セス 禁止 を 解除 する 。 (P75) 


接続 を 点検 する 。(P16、 ら 2) 


. アン テ ナ の 接続 が 不 完全 また は 


不吉 基 。 


. アン テ ナ の 整合 が と れ て いな い 。 
- マイ ク の 出力 レベ ル が 低い 。 


- 送信 禁止 機能 (PTT ロッ ク ) が 


動作 し て いる 。 


. アン テ ナ を 調整 する 。 選 


- アン テ ナ コ ネクター の 接続 を 怒 か め る 。 


(P15) 


バン ド に 適合 し 


た アン テ ナ を 接続 する 。 


- マイ ク ゲ イン を 調整 し 、 ゲ イン を 上 げ る 。 


(P88) 


- セッ トモ ー ド で 送信 殺 止 機能 を 解除 する 。 


(P84 参照 ) 


し て いる 。 [OFF] と 表示 され て 
いる 。 
電源 の 容量 が 不定 し て いる 。 


. SPLIT が ON に な っ て いる 。 
.RIT/TXIT が ON に な っ て いる 。 
、(CW の 場合 ) 搬送 波 が 誤っ た 側 


器 域 で 受信 され て いる 。 


6 D 一 


. 周波 数 を アマ チュ アバ ンド 辻内 に 合わ せる 


(P82) 


13.8 V の 、 達 続 使用 定格 が 30 A の DC 
安定 化 電 源 を 用 いる 。 電源 コ ー ド は で きる 
限り 短く し 、 同 軸 ケ ー ブ ル か ら な る べく 離 
し て 接続 する 。 

SPLIT を 厄 除 す る 。(P47) 

RIT/TXIT を 解除 する 。(P67) 

適切 な 周波 数 に 合わ せる 。(P45) 


リニア アン プ が 動 
作 し な い 。 


-ALC の レベ ル が 不 遺 切 。 
. 本 機 と リニア アン プ 間 の 接続 不 


良 。 


9.CW モー ド で 正常 に 動作 し な い 


ーー 


. リニア アン ブ の ALC 旦 の 設定 を する 。 


本 幾 と リニア アン プ 較 の リレー ケー ブル 、 
ALC ケ ー ブ ル 、 同 軸 ケ ー ブ ル が 全て 適切 
に 接続 され て いる こと を 点 失 す る 。 

アン プ の 説明 書 を 読む お 。 


3.QSK 使用 に な っ て な い 


* フロ ント パネ ル セ パ レー ショ ン 運 用 時 の RF フィ ー ド バッ ク (回 り 込 み ) に つい て : 


前 面 操作 ユニ ッ ト を 本 体 か ら 取 り 外 し 、EDS-1 プ ケー ブル を 使 ) 
出力 、 周 波数 に よっ て は 、 送信 中 に 自 


し て 接続 し て いる 場合 、 設 置 条 件 や 運用 


分 の 声 や 電 負 の 斉 が スピ ー カ ー や ヘッ ド セ ッ ト か ら 聞 こえ る こと が 


あり ます 。 本 幾 も EDS-17 ケー ブル も この よう な 回 り 込 み が 起 き に くい よう に よう に 設計 され て いま す 


が 、 こ の よう な 現 齋 が 発生 する 場合 が あり ます 。 こ の 回 


だ さい 。 
症 


り 込み を 除去 、 軽 減 する に は 次 の 手 農 を お 試し く 


ン テ ナ 代わ り と し て 動作 する こと が ある た めで す 。 
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長 さ が 余 っ て いる ケー ブル 類 は まとめ 、 束 ね て お きま す 。 こ れ ら コー ド 類 が ノイ ズ を 受信 する た め の ア 


EDS-17 に 付属 し て いる フェ ライ トビ ピー ズ の 位置 を 変え た り 、 数 を 増やし た り 、 フ ェ ラ イト コア を 使用 


し た り し て 、EDS-17 ケー ブル 上 に コモ ン モ ー ド ・ フ ィ ル ター を 作り ます 。 
* 良好 な アー ス に 無線 機 や 電源 を し っ つかり と 接続 し ます 。 不 良 な 接地 は 逆 効果 に な る こと が あり ます 。 
* 号 湖 を つない だ コン セン ト を 変え て み ま す 。 
* 送信 出力 を 低く し ます 。 


ファ ー ム ウェ ア の 更新 な ど 、 こ の 説明 置 に 無い 技術 構 報 を 弊社 電子 秦 業 部 ホー ムペ ー ジ の ダウ ン 


ー ド 簡 


に 掲載 する こと が あり ます 。 フ ァ ー ム ウェ ア の 更新 後に 吉 話 や E メー ル で 技術 サポ ー ト を 依頼 され る 場合 
は 、 お 使い の ファ ー ム ウェ ア の バー ジョ ン を お 知ら せ 頂 く と より スム ー ズ に 対応 で きま す 。 


付録 


オプ ショ 
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販売 店 で 別売 の オプ ショ ン ア クセ サリ ー も お 求め いた だ け ます 。 
・ EDXX ら 8 オートマティック アン テ ナ チ ュー オナ 


・ EDS-1 フ フロ ント パネ ル ・ セ パレ ー ト キッ ト (5 m ケー ブル 、 前 面 パ ネル 固定 用 ブラ ケッ ト 、 ケ ー 


ス 


用 パネ ル 、 ね じ セ ッ ト ) 


・ DC 安定 化 電源 
・ DM-330 MV シリ ー ズ 
・ DM-340 MV シリ ー ズ 


に に 】 


付録 


取り 付け プラ ケッ ト お よび キャ リン グ ハ バハ ン ドル の 取り 付け 方 


注意 : 必ず 付属 の ネジ を 使用 し て 取り 付け て くだ さい 。 それ 以外 の も の を 使用 する と 本 体内 部 の 部 串 を 破損 する 恐れ が 
あり 、 保 証 期間 の 有無 を 問わ ず 修 理 は 有 信 と な り ま す 。 


ブラ ケッ ト 用 ネジ の 取り 付け 穴 
市 販 の ブラ ケッ ト を 使用 し て くだ さい 。 


0 


KK か 


5 
ーー 


ネジ M5 x 6 


MX (直径 Smm、 長 き 6mm) 


(直径 4mm、 長 さ 8Bmm) 


2 


N 
代 


キャ リン グ ハ ン ドル 用 ネジ の 取り 付け 穴 
市 販 の キャ リン グ ハ ン ドル を 使用 し て くだ さい 。 


894 


付録 


外部 アン テ ナ チ ュー ナー (オプ ショ ン ) 
EDX- ら 
・ 接続 例 


ロン グ ワ イヤ ー ア ン テ ナ 


* EDX-2 は 防水 性 で す が 、 雨 や 直射 日 光 の 当たら な い 場 所 に 設置 する こと を お 勧め し ます 。 
必ず 水 抜き 穴 に 関す る 注意 書き ぎ を 読ん で 設置 し こく だ さい 。 


0088 DD0n0000000 0n9500r コ 
00OMU Ii 吊 
9 ロニ 


注意 : EDX. ら の 出力 端子 は ロン グ ワ イヤ ー ア ン テ ナ 、 も し く は 接地 型 の ホイ ッ プ アン テ ナ に の み 接 続 する こと が で き 
ます 。 同 還 ケ ー ブ ル を 使用 する アン テ ナ は お 使い に な れ ま せん 。 詳 細 は EDX-2 の 取扱 説明 午 に 記載 され て いま 
す の で 必ず お 読み くだ さい 。 


に に 】 


付録 


定格 


一 般 項 目 

電波 型式 

メモ リー チャ ン ネ ル 数 
アン テ ナ イ ン ピ ー ダ ンス 
周波 数 安定 度 
電源 電圧 


DX-SR ヨ J/M 
JSE (USB、LSB)、A3E (AM)、A1A (CW)、F3E (FM) 
SQQO 
50 ロ 
主 1ppm 
13.8VDC を 159% 11 フー15.8 V) 


接地 方 式 マイ ナス 拉 地 
消 表 流 
0 ド 1.0 A (最大 ) 0.7 A (SGL 作動 中 ) 
送信 ら 0 A (最大 ) 
15 A (最大 ) 
使用 温度 聞 囲 -10 で セー60 で 
す 法 240 (W) xX 94 (h) X 255 (d) mm (突起 物 含ま す ) 


240 (w) xX 100 (h) X 2983 (d) mm (突起 物 含む) 
約 44.1 kg 


、CW、 FM | 1oo w 

50 W 
AM 1o0 w 
lsow 


100 W (Hi) 約 10 W (LOW) 約 1 W S-LOW) 
50 W (Hi) 約 10 W (LOW) 約 1 W (SLOW) 
40 W (H) 約 4 W (LOW) 約 0.4 W (S-LOW) 
20 W (H) 約 4 W (LOW) 約 0.4 W (SLOW) 
低 吉 力 変調 
リア クタ ンス 変調 
-50 dB 未満 

240 dB 以上 

50 dB 以上 (1 kHz) 
土 2.5 kHz 

300 


送信 出力 


変調 方 式 


スプ リア スズ 発射 強度 
拓 送 波 抑 庄 比 
不要 側 波 需 抑 圧 比 
最大 周波 数 偏 移 (FM) 
マイ クロ ホン イン ピー ダン ス 


ダブ ルス ー パ ー ヘ テロ ダイ ン 方 式 


受信 感度 SSB (0.15 1.8 MHz) 0 dBu (1 uV) 
CW (1.8 一 80 MHz) -12 dBu (O.25 uV) 
AM (0.15 一 18 MHz) +20 dBu (10 uV) 
(1.8 一 30 MHz) 8 dBu (2 uV) 
FM (28 30 MHz) -8 dBu (O.5 uV) 


第 1 71.75 MHz、 第 G 455 kHz 
1.0 kHz/-6 dB 3.0 kHz/-60 dB 
ら .4 kHz/-6 dB 4.5 kHz/-60 dB 
9 kHz/-6 dB 20 kHz/-5O dB 
70 dB 以上 

g.0 W 以 上 (8 ロ 、10 96THD) 
土 1 kHz 


中 間 居 波数 
選択 度 


CW、SSB (ナロー) 
SSB、AM (ナロー) 
AM、FM 

スプ リア ス ・ 影 欠 周波 数 抑 圧 比 
オー ディ オ 出 力 

RIT 可変 範 団 


に 』 に 】 


DX-SRST J/M 


マイ クロ ホン イン ピー ダン ス 


300 0 


送信 周波 数 範囲 | 160 m バ ンド (1.8 M) 1.81000 一 1.81248 MHz 
80 m バ ンド (3.5 M) 3.50000 一 3.80499 MHz 
B5 m バ ンド (4.63 M) 4.63000 MHz 
40 m バ ンド (7 M) 7.00000 ~ 7.19998 MHz 
30 m バ ンド (10 M 10.10000 一 10.14988 MHz 
280 m バ ンド (14 M 14.00000 14.34999 MHz 
17 m バ ンド (18M 18.06800 18.16789 MHz 
15 m バ ンド (21 M) 21.00000 21.44999 MHz 
12 m バ ンド (84 M) 24.89000 一 24.98999 MHz 
io m バ ンド (88 M) 28.00000 一 89.68999 MHz 
受信 周波 数 135 kHz ~ 29.99998 MHz 


注 : 定 村 は 技術 開発 に より 予告 な し に 変更 する こと が あり ます 。 
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に に 】 


キー スイ ッ チ 操作 早見 表 


キー、 パ ラメ ー タ ー 設 定 モー ド 操 作 早 
表 


ISSB-0.1 
[人 ム / ャ ] キー の 周波 数 ステ ッ プ 設定 


ま 

ま 

1 

H バン ク MV メモ リー 消去 * ご の ペー ジ を コピ ー し て 表 を 切り 取 
H Ca  /2GSy 3W り 、 無 線 機 と 一 緒 に 持ち 還 ぶ と 便利 
1 ME セッ ト トー ン スプ リッ ト プラ イオ リティ で す 
! 77 5(OM/  /6G3M ア 9 
H F 可 変 スキ ャ ン ノイ ズブ ラン カー 

h 8@1M7 

H チュ ー ナ ー HUSL チャンネル 名 

H た = / /QG57 /ENT7 

H 

ま 

ま 

1 

W 

| * セ ッ ト モ ー ド 

』 

ま 

H Af 

H 

回 

キー ロッ ク 

H Ea C4 つ 

き 

日 

1 て すう 

W 

WI 

! 1 秒 以 上 長く 押し ます 。 

1 

き 


[Set mode operationS] 
[FUNC] キー を 1 秒 以 上 


メモ リー 保護 概 能 (上 書き 禁止) 


メモ リー チャ ン ネ ル 周 波数 アク セス 禁止 (一 時 変更 禁止 ) 


タイ マー スキ ャ ン の 時 間 設 定 


スキ ャ ンタ イプ 選択 


サー チ ス キャ ン の 周波 数 常 域 設定 
メモ リー スキ ャ ン の スキ ッ プ 設定 


ディ マー ( 暑 度 の 輝度 設定 ) 


ビー プ 能 の ON OFF 


USB / LSB 自動 切り 菩 え の ON / OFF 


IAGC-S/ AGC-F 自動 切り 准 え の ON OFF 


TX 失 能 の ON OFF 


エレ クト リッ クキ ー ヤ ー の ON / OFF 


エレ クト リッ クキ ー ヤ ー の スピ ー ド 設定 


エレ クト リッ クキ ー ヤ ー の リバ ー ス 設定 


サイ ド ト ー ン 周波 致 (CW オフ セッ ト ) の 設定 


キー レシ オ (符号 比率 ) の 設定 


CTCSS トー ン エ ンコ ー ダ ー の 設 


スピ ー チ コン プレ ッ サ ー の ON OFF 


PTT キー ロッ ク の ON / OFF 


APO (オー トバ パワ ー オ フ ) の 時 間 設 定 


UP/DOWN キー の 概 能 設定 


FUNC キー の 理 開 時 間 設 定 


ツマ ミ 位 置 設定 


ボイス モー ド VOX の ON OFF 


デー タモ ー ド VOX の ON 。 OFF 


長く 押し ます 。 

[人 A/ マ ] キ ー を 押し て メ 
ニュ ー を 選び ます 。 

ダイ ヤル を 回 し て 設定 を 
変更 し ます 。 

人 / マ ] キー また は [UP/ 
DOWN1 キー 以外 の キー 
を 操作 する と 選択 され た 
パラ メー ター の 設定 が 確 
定 し 、 終 了 し ます 。 


アフ ター サー ビス に つい て 


画 保 証書 
保証 書 に は 必ず 所 定 事項 (ご 購入 店 名 、 ご 購入 日 ) の 記入 お よび 記載 内 容 を お 確か め の 上 、 
大 切 に 保存 し て くだ さい 。 


一 保証 期間 
お 買い 上 げ の 日 より 1 年 間 で す 。 
正常 な 使用 状態 で 上 記 の 期間 中 に 万 一 の 故障 が 生じ た 場合 は 、 お 手数 で す が 製 品 に 保証 書 
を 添え て 、 お 買い 上 げ の 販売 店 また は 当社 サー ビス 窓口 に ご 相談 くだ さい 。 
保証 書 の 規定 に し た が っ て 修理 いた し ます 。 


還 保 証 期間 が 経 刀 し た 場合 
お 買い 上 げ の 販売 店 また は 当社 サー ビス 窓口 に ご 相談 くだ さい 。 修理 に よっ て 機能 が 維持 
で きる 場合 に は 、 お 客 様 の ご 要望 に より 有料 で 修理 いた し ます 。 
アフ ター サー ビス に つい て 、 ご 不明 な 点 は お 買い 上 げ の 販売 店 また は 当社 サー ビス 宮 口 に 
ご 相談 くだ さい 。 


国 製 造 中 止 製 品 に 対す る 保守 年 限 に 関し て 


製造 中 止 製品 に 関し て は 、 下 記 の 一 定期 間 保 守 部 品 を 常備 し て お り ま す 。 し か し 、 不 測 の 
事態 に より 在庫 が 無く な る 場合 も あり 、 修 理 が 行え な いこ と も あり ます の で ご 了承 願い ま 


す 。 
* 補修 用 部 品 の 保証 期間 は 、 生 産 終了 後 5 年 で す 。 


還 保 証 対 象 外 
製造 番号 が 読め な いと 、 保 証 修理 を お 断り する 場合 が あり ます 。 保証 期間 内 に ER 字 が 落 れ 
て きた ら 、 弊 社 サ ービス セン ター に ご 相談 くだ さい 。 
製造 番号 が 読め な く な る 位置 に 、 ス テッ カー や 人 り 類 を 貼り 付け な いで くだ さい 。 修理 の 
際 に 支障 が 有 れ ば 、 サ ービス セン ター で 破棄 し ます 。 
製造 番号 や 技 適 、ATIS/CSM な どの 番号 ラベ ル は 絶対 に 剥が し た り 、 貼 り 替 えた り し な 
いで くだ さい 。 
これ ら ラ ベル に 異常 が ある 製品 は 、 製品 保証 や 修理 を お 断り する 場合 が ご ざい ます 。 


映 社 純正 、 又 は 弊社 が 認め た アク セ サ リ ー 以 外 を ご 使用 に な っ て 起き た 不具 合 は 、 保 証 期 
間 の 有無 を 問わ ず 有 代 修 理 と な り ま す 。 


弊社 の 製品 保証 に は 、 取 り 付け や 取り 外し に 掛か る 礁 用 は 宮 ま れ て いま せん 。 保証 期間 中 
に 不具 合 が 起こ り 、 製 品 を 取り 外し て 再度 取り 付け る 際 に 費用 が 発生 し て も 、 弊 社 で は そ 
の 費用 の 負担 は 致し か ね ます の で 、 予 め ご 了承 くだ さい 。 


炉 水 、 防 塵 で は あり ませ ん 。 水分 や 粉塵 が 無線 機内 部 に 入っ て 故障 し た 場合 、 保 証 の 対象 


に は な り ま せん 。 汗 や 工場 で 出る 鉄 燈 な ど は 意識 し て いな く て も 、 ぢ ょ っ と し た 隙間 か ら 
内 部 に 入り が ち で す の で 特に ご 注意 くだ さい 。 


に に 」 


無線 局 の 申請 方 法 


申請 の 仕方 
本 機 は 技 適 証明 機 で あり ませ ん の で 、 無線 局 の 申請 に 当たっ て は 保証 認定 で 申請 を 行う 必要 
が あり ます 。( 技 適 機種 と 合わ せ て 申請 する 場合 も 保証 認定 に な り ま す 。 保証 認定 申請 に 関 
する ご 質問 は 、 直 接 TSS 保証 事業 部 に お 尋ね くだ さい 。 http://www.tsscorm.COJD/) 


保証 認定 申請 時 に 記載 が 必要 な 書類 
・ 保証 認定 
- 工事 設計 書 
- 送信 器 系 統 図 


別紙 記入 例 で は DX-SRBJ (また は M) を 記載 し て お り ま す 。 

① 保証 認定 願 
DX-SR8J (また は M) 以外 の 送信 機 と あわ せ て 申請 され る 場合 は 、 「 使 用 する トラ ン シ ー 
バー」 に 続け て 、 そ の 幾 種 を 記載 し て くだ さい 。 


@ 工事 設計 書 
「 発 射 可能 な 電波 の 型式 及び 周波 数 の 範囲 ]、| 変 調 方 式 ]、「 定 格 出力 ]、『 終 段 管 ] の 楠 に 
記載 が 必要 で す 。「 技 術 基準 適合 逢 明 番号 」 は 記載 し ませ ん 。 
本 機 以外 を 申請 され る 場合 は 、 同 様 に 記載 し て くだ さい 。 技 術 証 明 機種 の 場合 は 、「 技 術 
基準 適合 証明 番号 の み の 記載 で か まい ませ ん 。 

⑨ 送信 機 系 統 図 
別紙 送信 機 系 統 図 を 記載 し て くだ さい 。 


[注意 ] 

本 機 は 100 W 機 に な り ま す の で 、 そ の まま で は 、 第 3 級 ア マチ ュ ア 無線 技士 に よる 免許 申請 
移動 局 と し て の 免許 申請 は で きま せん 。 その 場合 は 、 内 部 の Il の ジャ ン パ ー ラ ンド を 半田 ブリ ッ 
ジ し て か ら 申 請 し て くだ さい 。 あ わせ て 、 工 事 設計 書 の 定格 出力 」 欄 に は 、50 W と 記載 
くだ さい 。 

尚 、 改 造 し た 後 は [50 W 申請 用 ] の 書式 と 改造 入所 の 写真 を 添え て 提出 し て くだ さい 。 困 難 
な と き は JAIA 加盟 店 が 改造 と 証明 を 有償 で 行わ れる 場合 が め あります の で ご 相談 くだ さい 。 
弊社 サー ビス セン ター で も 有償 で 改造 と 証明 書 発行 の サー ビス を ご 提供 し て お り ま す 。 


100 


方 法 


無線 局 の 申 


下 
中 生年 代 量 の そ 5| 二 
時 
( 時 の 星 YO 申 錠 理 和 1 間 回 和 1 軸 失脚 律 ) 買 開 弄 【| 
"EE ま 4 弧 っ ! 征 朋 の % の 習 征 の 田 陳 党 下 D 補 下 取 の 可 旬 と LM 北米 8 に 
" ま 箇 品 =Key を 上 近 章 是 号 人 の 仙人 区 下 嘱 遇 生 切 放せ 的 筑 Gw 相 量 * 鐘 年 6| て 
"すま 全 穫 と ずら 上 馬 | 員 夫 電導 の 吾 6 当 了 % 生 表 導 和 注 | 
を まい > 背 っ 利彦 学 1 エ 隊 角 1 斉 6 志 染 完 | 下 間 の の テ 
比 用 是 案 01 削 
AA エ 党 > 和 | 凍 東 6 端 | 
っ へ 且 遂 ネー スニ ミー トン の ⑦ 型 悦 紀 肘 虹 口 | 吸 映 炎 8 十 | 通 
キマ マル ま YNAE- 肝 睦 1 < ぐー タ ズ ベル ・ ーーーー] 豆 
NAS 9 遇 吐 多 平 半 時 灸 遇 守 ヵ 辻 内 
の 導線 剖 キイ マ パ を 症 W19f WEV・ 吉 衝 是 要 9 覚 |e 
AA 吐 久 平 泊 ゴゴ 
の 遂 浴 光 そ 聞 人 せ 素 YR441 宣 昌和 ・ 上 口 盾 久本 時 | 
NAS 赴 6 再 呼 光 平間 の 下 内 如 隔 性 動 開 ち 表 | 中 
^! ミ ママ YA 下田 YE の 出 民 ・ 了 
AA 守 十 約 般 是 本 8 喜 電 
4 誠 味 錠 ( 尼 下 時 性 田 YE 量 昭 理 的 各 の 
* 境 キ イマ ま Yu パ 中 下田 YE の 貞 介 ・ 芝 日 し に 
上 (N 選 ) (6S-XQ 用 映 要 1 害 
肢 母 紀 の 量 困 理 ら な x@ つ 1 の YEE の 避 理 習 | (gg7 の 9 生ま) (の 8 所 祝い いつ 生前 る 音 ダ マー) 0 量 5 本 本 
導 早 の 型 華 折 団 束 紋 守 の タン マー と. と 愉 油 競 衝 時 の 毅 時 和 千 半 鈴 久 乏 
鐘 汗 2! 算 の 国 茸 
衣 守 の 回 苦 
4 1 メダ ター 可 需 情 上 の 直角 斑 | YE 
年 朋 XY 補 号 殺 の 田 層 | 申 
各 明 異 電 | | ー| HGE59 
上 還 毒 日 の 玉 還 "を ま 補 1 申 ユ て 居 久 瞳 時 の 選 隊 と の い マ 人 菩 攻 理 前 装っ 1 軸 申 直 少 の 盾 で テテ 再 導 


暑 理 閣 の 竿 決 疾 導 の 置 ビ ど とみ イ 


交 世 受 年 療 -% ど 


101 


方 法 


gi 


無線 局 の 申 


々 ー シ ザ ー 財 軸 ほ 注 宣 江間 支 91 岩 広 


: 宮 再 田 血 念 還 抽 の 子 い 類 きる いい 4 う うつ 芯 桂 省 日 々 9Gve 日 の 仙 常 人 C 畔 絆 と と 晴 こせ 弥 私 1 こう 洒 昌久 ア デ を 年 工 
号 。 角 \ 調 : 各 天 電 也 合 幸 刑 人 蓄 宮 昌 下 六 の ナ 選 モ そい ユイ 加 昌 マ 箇 で を アコ 】 宮 
呈 の > 守 の 是 肝 光る と 平 月 秋 党 提 記 の 「 工 理 問 佐 華 」 「 天 愛 角 の 細 光 -E 申 鍵 
うこ gpmm 各 下 の 半 る くす 癌 普 
口 AF AS ロ YA ャ ロロ YAE 品 | MOgr | 
AE aAE ロ YA ャ ロロ YAE ロ 
口 AE ロロ As ロロ YA ロロ YAs ロ 


日 MAT ロ :1AE 昌 YAP 口 YAE 画 


窪 疾 中 導 補 


| 5rot ロ | *oor | 
VSg ロ | 51ot ロ | *oot | 
Lieogs ロ | Got | 
E ロ | moors 口 | woot | を 
1 9 | ysg ロ | Foozt ロ [wooi | VA ロロ VNNE 園 VIVY 昌 | GT 箇 | 


2 『 好 且 
| 壮 | ddt | 幾 | 硬 
いな 商用 6 [ ] 
S 内 4 国民 克 夫 る 1 EN ー sk 居 舌 瑞江 廿 誠 直 徐 
( 吉 十 め 共 丁 所 生 弄 ) 1 靖 mwewa 1 一 = 錦 選 昌 一 決 和 | 導 導 の 生玉 TT 


に に 

[ュー 

PE 
貞 


KS 還 還 肖 


抽 如 崎 角 上 @ 泊 性 導 6 


完 共 計 を Y 名 


昌 <@ 目 日 Sv@ 日 2 場 韻 下 品 

日 の 目 盾  ② ヽ 日 の 堪 党 時 和 曲 條 の @Y 周 
9 13 『 : 報 時 本 日 品 子 だ 4 と | (と そる ) 
少 留 (と る) 困 革 田 屯 


基 ロ 『 間 表 日 雑 開口 妨 の ( 還 貫 ) 軒 


量 乙 選 車 工 Y) 多量 斬 利 質 導 問 


10g@ 


請 方 法 


局 の 申 


無線 


| 


| 


陣 の (エイ 上 憶 学 1 と コー キー の 葛 )EXSd) 制 逐 そ も 包 出 要 ddS ふ > 生 bd の Z 図 妊 器 肝 共 の 801d fy 


因 の 持 之 を 光田 要 HdS ユ と 刑務 の Xd 上 -By 、 糧 り 聞 帳 要 BS・ 


『23 


いそ > うつ 狂 選 玉生! 幻 国 軸 麗 の 折 目 ' イ 3 族 天理 軸 宮 み ア エ の と の 錠 用 軸 届 こり 着 源 『 開 時 の 性 守田 立正 義 の 朋 束 再 騰 臣 和 千 」 ほ 


“ 錠 そ -! 半 導 ら と 定 =) 音 5 寄 宇 回 


表現 間 工 の 軸 の テ 


回 間 学 般 時 乏 男 


る X HHH001dd 


スス.4 
練 準 雷 到 
較 送 昌 直 


?HN82 ヨ EFdE ゴ ヨ KVGgzd'dZV'BIO'Q ゴ B1J ゴ VIV| 


HP2ZHWIZ2HWSFZHNPTZHWZZHWSE 3KPd5 ゴ ヨ EVBLDQ ば は VIVI 


HO BIO ロ HHVIVI 
HE9Y VIV 

HBE SFdE ゴ ヨコ EVVIY| 
2HM6T BISYIYI 


/F 6HS-XQ 


ドド う イイ 4 
略 肖 脱 到 


央 下 示 
正大 時 准 


3RN82 cd ヨ EF'3EYVIVI 
<HM12 2HWBTZHATZHWM/2RM8E2HAGS ヨコ EF ヨ EVVIYI 
HOLZHWC972HNST VIY 


js 較 叶 の 次 国 7 立 征 証 の 履 連 科 香寺 補 


名 /f 6HS-XQ 


年 豆 昭 理 琴 束 愛 時 半 


陣 穫 の 重 着 


協 央 の @ 百 装 


全 旦 醒 小 対 


103 


機 系 統 図 


送 


eizzod ド eroHro] 
EE 還 好 7L 


1 85ZXSZ 


slBPOS る Sh6LQS を age 
移 枯 区 負 還 E 


SLGFOSZ SV6tOSZ 
2 EE 


SLer2SZ 
LO 
4 


Sh5zoSc Joystge sleroGz 
ER 区 電 ド - ] 01 ド k* 


ET 


WS2 
EL2233 


beSs0i 一 9S で を 


ED 


981 メ 


ratiootdy| 


or ratowl 


13HH99QN 


SCEOSz 


WWkl っ 


43 


RI 


半 販 を 更 


4 


| 


全 放 居 層 


YO 
EE 


ペラ ビ コリ だ ピコ ン ピコ ミニ コピ 


62vL6t 


0G W6HS-XQ 


AO00L 6HSX ロ 


| 図 疾 学 訓 還 算 M/T6dS-Xd 


104 


送信 機 系 統 図 
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